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はじめに

の ,L--」1M にヽ ヽ 2 もの いアヽ して り、このまま の7' と• ぃい-ざ ］' ふふ、

に さ る。 は り~ -, ヽ v/, 、 っ六ヽ 分も の --しネ

は な に るほ は 'し 9'、 この はさ

h,_ - まること される。 にアフリカ、 よびラテンアメリカでの人［］増加は

で、こ らの 々での し),..苓、 に う i U 、 に

らに

日

森林を

る、

されることとなろう。

いアジア地域でも、南アジアを中心に人口の伸びは大きく、それにともなって

に転換する動きは急で、特に単位可耕地当り人口密度の高い国では転換による

境へのインパクトはきわめて大きい。転換さ

とはい

、気象などの地域環境や

りの

なる。またこのような国々の多くは、

は低く、いきおし

ている

家畜飼料等の生活資材を

での の

ノ

‘‘ 
の

は、既開発農地とは異なり、

ら”グ

もl
)
 

な面積の森林が破壊されることと

太）

も著しい。このようなポジティープ応サーキュレーションを断ち切るためには

口の増加速度を下げることは無論のことながら、既存農地の生産性を

人口吸収能を増大させることが求められよう。

一方最近の冷戦構造の崩壊にともない、旧来の計画経済圏諸国の多くが自由経済圏に転換する

させ、単位面積当りの

きが強まっている。このような国の多くは計画的な土地利用を進めてきた経緯があり、国十＾の

乱開発利用が抑えられてきた。そのために森林や農地は比較的好条件に保たれている。しかしな

がらアフリカの一部の国を見ても理解されるように、自由経済圏に転換するととたんに乱開発

始まり、農地や森林の荒廃がもたらされることがある。アジアにおいてもヴェトナム、ラオス、

カンボジア、モンゴルなどが計画経済圏から転換しつつあり、今後十分注目する必要かあろう。

このような世界的変化の時を迎え、熱帯農業研究センターは拡大する対応地域への対応および

広範な分野間の連携を現在以上に進め得る体制を確立すべく、新たに水産分野を加え、またその

の部門についても拡充を図り、 1993年 10月国際農林水産業研究センターとして再編、発足し ,~0

旧熱帯農業研究センターでは、熱帯地域の代表的な国の農業特性についての調査研究を行って

おり、アジア地域ではすでに多くの国の情報が得られている。しかしながら、可耕地当りの人口

が大きく、人口増加が著しい南アジアの国と東南アジアの旧計画経済圏国家については情報

とはいえない。そこで条件に合う典型的な国としてネパールとラオスを選び、

および森林の関わりを調査検討し、 る問題点を摘出し、あわせて新国際農林水産業研

究センターとの共同研究の可能性について検討しい C

は、対可耕地人口密度の高い山岳国での農槃と森林を中心とした環境問題、類似の自

を持つが対可耕地人口密度が低い旧計画経済国の今後の農業と林業の動向に焦点を叙つ

が、今匝の調査には日本国内はいうに及ばず、現地の政府機関や大使蛇。 Jl CAの関係者に

教示を賜った。記して を る。

--1 ~ 



当時）

センター

センター

農業研究センター

病害虫防除部畑

的

間
目

期
o

e

)

 

1

2

 

3 . 調査国名

東南アジアの地域別農業の

2年 1月29日から 2月13日

2年 1月31日 から 2月13日 (14日間）（持田〉

ネパール・ラオス念タイ（大角鎗

明

(16日間〉 （ 

ラオス恋タイ（持

4. 日程の概要及び訪問機関名

（大角・花田ネパール調査日程）

1月 29日（月） 成田発、バンコク着

3 0日（火） バンコク熱研事務所にてスケジュール打ち合せ

バンコク発、カトマンズ着。大使館表敬

食糧農業省農業局にて情報収集

森林土壌保全省林業研究開発局林業研究部、国際山地総合開発研究所にて情

報収集

カトマンズからランプールヘ、トリプバン大学農・畜産学部にて情報収集

ランプール実験農場表敬後、ポカラヘ。なおネパールは金曜半日、土曜休日

トリブバン大学林学部にて情報収集、後カトマンズヘ移動

J I CA事務所、農業局、固立農業研究サービスセンターで情報収不，，

カトマンズ発、バンコク

3 1日（水）

2月 1日（木）

2日（金）

3日（土）

4日（日）

5日（月）
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ラオス調査日程）

2月 6日（火） バンコク発、ビェンチャン着。大使館表敬と日程の打ち合せ

7日（水） 農林省本省表敬と情報収集、タゴン実験農場及びナポック種苗センターにて

情報収集

8日 国立農槃研究センター及 ラカム稲作試験場にて情報収集

9日（金） ハドケア種子増殖センター及び森林研修短期大学及びナボック農場にて情報

収集

1 0日（土） 農林省計画財務渉外局にて情報交換と稲害虫についての講義

ビェンチャン発、バンコク着

1 1日（日）

1 2日（月） タイ農業局、 FAOバンコク事務所、 CI ATバンコク事務所、カセサート

大学国立生物防除センター、王室林野局、カセサート大学林学部などにて交

換と情報収集

1 3日（火） バンコク発、成田着

5 . 主な面会者リスト

ネパー ル

西名孝雄（日本大使館、参事官）

室本高志（日本大使館、書記官）

故永友政敏 (JICA事務所、次長）

大沢 裕 (J!CA園芸開発計画プロジェクト専門家）

利光 浩三(Jl CA園芸開発計画プロジェクト調整員）

Kedar P. Prajapati(Dir., For. Res. Div., Min. of Forest and Soil Conservation) 

Hari P. Gurung(Asst. Dir.. Ministry of Food and Agric.) 

Bhola Man Singh Basnet (Dep. Dir., NARSC-National Agric. Res. and Service Center) 

Dr. Santa B. Gurung(Asst. Dean. Inst. of Agric. and Animal Sci.. Tribhuvan Univ.) 

Budijeral Bandari(Coordinator. Inst. of Agric. and Animal Sci., Tibhuvan Univ.) 

Dr. Tej Bahadur K. C. (Dean, Inst. of Forestry, Tribhuvan Univ.) 

A. K會 Das(Asst. Dean, Inst. of Forestry, Tribhuvan Univ.) 

Dr魯 E.F. Tacke(D. G., ICIMOD-International Centre for Integrated Mountain Development) 

Dr. Tej Mahat (Agroforestry Officer, IC !MOD) 

Michael S. Philip(Leader, British Mission for Forestry) 

W. Finlayson(lnformation Officer, British Mission for Forestry) 
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Technical Forestry Institute) 

Office) 

Dr. P. K. Saha(Plant Protection Officer, FAO Bangkok Office) 

Dr. N. Banpot (Dir., National Biological Control Res. Center, Kasetsart Univ.) 

Kommon Prathong(Dir., National Forest Div., Royal Forest Dep.) 

Choob Khe罰nark(Prof., Faculty of Forestry, Kasetsart Univ.) 

キーワード：国別研究ニーズ、 NARS、農林業動向、農林業技術動向、ネパール、ラオス

NARS、Ag r i c u l t u r e、Fo r e s t r y、Entomology

Ne p a 1、Lao P.D.R. 
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I ネパー

1. 歴史と民族

1)歴史

［ 

(K 

./~- Jレの 本木業］

of Nepal)の概要

西暦1990年はネパール歴では2046年である。ということは標高1,350罰、面積560平方kmのカトマ

ンズ盆地は紀元前から開けていた土地であったことを意味する。現在のネパールの領土が確定し

のは18世紀後半であるが、それ以前のネパールの歴史はカトマンズ盆地を中心に展開した。し

がって田舎ではいまでもカトマンズに出かける際には「ネパールに出かける」という表現をす

る。

(1) 古代：神話時代から 4世紀に興ったリッチャビ王国の時代までを指す。リッチャビ王朝は

インドから入った王家で、当初はインドのマガダ王国の属国であったが、 4世紀の終わりにマー

ナ・デバ王 (ManaDeva)によって独立国となった。

(2) 中世：カトマンズ盆地では、 8世紀頃はチベット、 11世紀頃はインドの支配権が及んでい

たといわれる。 13世紀になってカトマンズ土着の民族であるネワール族によってマルラ王朝 (Ma

11 a)が築かれた。現在の王宮を中心とした市街地の形成、発達はこの当時のものである。

(3)近代：カトマンズ西方のGurkaからタクリ族のシャハ王朝が興り、 1769年に東進してネパー

ルの国土統ーがなされた。シャハ王朝初代王のプリテイビ・ナラヤン・シャハ (Pritibi Naraya 

n Shaha)は国土の拡大に積極的で、東西南北に盛んな軍事行動を起こした。以後シャハ家 3代に

よって建国が進み現在のネパールの領土が確定した。 1846年には宮廷内の政争に乗じて宰相のラ

ナ家が政治の実権を握り、以後 100年間ラナ家による専制政治が行われた。ラナ家は世襲の Mah

a Rajaという間接的君主制をとり、外国の干渉を避けるため厳しい鎖国政策を行った。

(4)現代： 1940年代に入って民主化を求める動きが活発になり、 1951年ラナ家の専制政治は崩

壊し、再びシャハ王朝のトリプバン国王の王政復古による立憲君主政治に変わった。同時に鎖国

も解かれて開国した。 1959年総選挙によって勝利を得た会議派は内閣を誕生させたが、 1960年マ

ヘンドラ国王によって突如内閣は解散され、以後国王の親政によるパンチャヤットと呼ばれるネ

パール独自の政治体制が敷かれ今日に至っている。王政復古後第 3代目の現ビレンドラ国王は、

1979年 160名以上の政治犯の釈放を行い、同時にパンチャヤットに自由投票制を導入するなど民

主化改革を進めているが、本年 2月の市民デモ活動にみられるように、国王親政に対する固民の

批判の声は根強く、政治基盤は必ずしも安定ではない。

2) 民族

ネパールは複雑な民族構成より成り立っている。南部のテライ平原は概ねインド系である。以

前はタール族という原住民がいたが越境したインド人に追いやられ、現在その居住地は内陸テラ

イの一部、ジャングル地帯に限られている。内テライから丘陵盆地にかけては、かってインドか

ら移住してきたといわれるアーリア系のタクリ族やチェトリー・ブラーマンというインド系のカ

-—. ;)一―



・-スト なz,心 〇 では にネパール C L, l"' ' るリン ライ

ノヽ,..さ？, にシニルパ

さ るチベット している。カトマン に ＜ 

つネワ ）レ ，裟、'Gラ o 

は の ヽ のパ - q  ', -

の と った。ネパー は 、ラジオ どのマスメ ィア 1一・ テ、 に とし

きつつ る。し しテライ ヒン イ 、カトマン で ネワータ印ヽ

チベット ども いる。 の理解度も い。

心
9
3
 

口

1) 

ネパール 2が22'-30・27'、東経80'04'-sが12'に位置し、東西に約880km、南北に130~

240kmの距離を持つほ

インド、

の国である。ヒマラヤ山脈の を る南アジアの内陸国で、

中国と国境

,4 
弓グ

゜
は60mのテ

ライ、内テライ地域は

る報告もある）

ネパールは図N1のよ

うに標高差による 3つ

の生態地域(Ecological

region)と行政的な 5つ

の開発地域(Develop-

ment region)とに区分

されている。生態的地

域区分は横割で、南か

ら北ヘテライ平原、丘

陵地、山岳地に、行政

的開発地域は縦割で、

ら西へ東部、中央

、西部、

らふ 848mのエベレストま

かに17%である。（

図N l ネパー

、極西部に分けられる。

テライ平原はインド国境沿いの

この に している。

に

の68

る。国土面積は 147,181

でいる。国土の8

し丘陵地・山

西部

区

らマハパーラト

陀藷

の

77%、テライ を23%と

二山岳地
丘陵地

ロテライ

束部

300mまでの比較的

である。面積では全国土の 17%を占めるに過ぎないが、肥沃な沖積土と

は標高300-3,00⑮までの地域で、カトマンズ、ポカラ盆地など

にも温暖な

な

ら、ネパールの穀倉地帯として全耕地面積の62%を占め、全農産物の2/3を産出する重要な地位

にある。水稲作が主であるが、熱帯果樹等の生産も多い。

ヽ 口の 65%が

めるが、農耕地は全体の38%と低く、緩斜面の

一しり·—



＜ ラス る。 ぃもゞ~ し、 の も し＼

ヌ= ヽ

潟乾燥気候の
' 

で、遊牧 である。

ま 開発地域別 に ん 中 の

も と き℃ 西部念

は生産基盤が乏しく 流通に ている。

5つの開発地域に て r,<-令 国 14県（ 浴ヽ 7 istri t)に区分している（図N2)。

GビNER/J.L字， MAPOF NピPAL

―--ZONAL BOUNDARY 
● ,_,_,,,,,,,,,, DISTRICT BOUNDARY 

INTERNATIONAL BOUNDARY↓討" .. , .. かか"''

図N 2 ネパールの行政区分

その下の村落段階では全国 000に達するパンチャヤット（村落自治組織）がある。行政的最小

単位のパンチャヤットは数部落で構成さ、げ、

2) 人口

は平均300~400戸である。

ネパールの人口は1988年推定で1.799万人となっており、人口密度は 122人/km2である。 km2当

りの人口密度は日本の320人、インドの228人ほどではないにしても中国の 109人より多い。国土

の 8割が丘陵・山岳地であることを考慮すると実質的な可耕地当りの人口密度はきわめて高いと

いえよう。

国民は男性が927万人、女性が872万人で男の方が多く、平均寿命も女性の 51.60オに対して男

性は54.38オと男性が長寿である。女性の短い平均寿命の原因の一つに出産時死亡がある。

1981-1988年の人口増加率は年2.61%、子供の数は平均 5.8人である。人口増加率の内訳は出生

率が約4.0%で、死亡率が約1.5%となっており、死亡率はバングラディシュ、プータン、ラオス等

と同じくアジアではきわめて高い部類にはいる。経済的安定にともなってまず死亡率が下がる現

状から、ネパールの高い人口増加率は今後も継続すると予想される。

地域別人口分布は、テライに44%、丘陵・山岳地に56%、開発地域別では東部に 24%、中央部に

33%、西部に22%の人口が分布し、中西部と極西部は併せて21%と少ない。全人口の93%、1.670万人

は生活のすべてあるいは一部を農業に依存している。

， 



ン 屯 る ン に 8000阻

し いる

ス ンに
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う

の

゜
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であるが、同じ時期のテラ

ている。

り苓 Mahabhar

では2茎 500団罰を

て ,10%ほど

の 9

モンスーン期に降る。

ネパールではカトマン

-・-タ

資料が入手しにくい。カトマ

ンズの気象状況

カトマンズで

3に

る ラ゚ヤ

゜

ぉ

の

Bi マ 1-r
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の遅心

L 27りm閉、

の をもたら

で、日

にはいると L800mmと

降

雲も少なく

が続き、気温も 20°Cくらいま
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図N 3 

切u
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トマンズの月平均気温と降水虹

になり、時として霜が降りる。冬は乾期であるため降水は少ないが、まれに雪が降ることも

ある。 3、 4月になると日中の気温は25°C程度に上昇し、夜間の最低気温も 10・Cくらいとなる。

モンスーンの雨期は 5月に始まり、 9月半ばに終わる。 7、 8月は雨も多く、曇りがちで湿度は

80%以上の状態が続く。 10月になると月降水量も 40m閉、降水日数も月に 4日程度に減少する。 11

月は乾期の走り

2) 

ネパールの

な日

る。しかし

よって次の 5タイプに

の冷え込みはかなり強く、最低気温は 5℃

く、時に冷えて霧の発生や霜が降りる。

される

(l)沖積土壌 (alluvialsし:iil): である のテライ に広く分布する。河川運積

一区•一•
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してい

川の

以

として農業生産力

内テライ

タイプに

に続き、
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~

る。
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ノ
＼

の通りとな

六｝

によって

は

って削り取ら

l ¥ 
" 0 

は

らでき

し

ある。

いeu:tricFluvisolが主体で他に

テライでは瑚形と多い降水量を反映してdystnc

ヽ

で ric Cambisol る。 は中央部では ric Cambisol、西

ではcalcicCambisolが主体となり orthicAcrisolやcalcicXerosolなどが連合する。北部の

積土壌はdystricCambisolが主でorthicAcrisolが連合する。ヒマラヤの土壌は岩石地が多いた

、LithosolとhumicCambisolが主体となっている。日本とは、日本の火山灰母材の土壌とネパ

ールもテライ平原のeutricCambisolを除いて、非常に似た上壌分布となっている。

3) 自然植生

ネパールは緯度的には亜熱帯に属するが、標高差が大きいため、自然植生は亜熱帯林から氷河

まで分布し、また山脈が東西に幾重にも走っているため気流が山脈で遮断され、降水分布の幅も

きく、気候的には砂漠に近い地域も存在する。また、国土が東西に長いため、西側はパキスタ

ン・アフガニスタンの乾いた気候要素、東側はプータン・アッサムの湿った気候要素が入ってく

るために西側ではヒマラヤシーダーのような乾燥に強い植物、東側ではカラマツのような湿った

場所に生育する樹木が観察される。したがって植生タイプも変異が大きく、全国は 4植物領域、

34植物群落に分けられている（表Nl)。特に主要な群落は次の通りである。

(1)熱帯・亜熱帯林植物領域： 10植物群落がある。広域分布群落として、①フタバガキ科のサ

ル林；テライに多く、 50mに達する大森林。②亜熱帯落葉林；乾期・雨期が明瞭な低標高丘陵に普通

で高さは20m程度。③Pi1J11s roxb11rg/Jii林；チールマッ。中心は900mよりやや上。松脂利用。他に

④熱帯常緑林、⑤亜熱帯常緑林、⑥Jer/J!iflai ja林、⑦ f)alberg ja sjsso-Acada catechu林、⑧ -~ せ

虹竺-Castanopsh林、⑨亜熱帯半常緑丘陵林、⑩熱帯落葉河畔林。

(2) 温帯・亜高山帯広葉樹林植物領域： 11植物群落。① (luercus incana-(l. lanug jnosa林；最も

典型的な常緑カシ林。分布域1.670-2, 590m。樹高30m程度。②fl. semecarpdo/ la林；同じく代表的

ナラ・カシ林。標高2,290-3, 000mの温帯上部に多く、樹高30m程度。③Aescu /l!s-Jug Jan互古竺直木

- 9 -・ 
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8群落。
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高1.8 30m以上。

spectabi/is林；飢 050-

4, 000mに

24贅 Om。

生安竺g林、

に

ヽ

'・, 
¥,'O 

ッガ林。④

Picea sJJJU/Jiana林、ト

ウヒ。⑤砂Jespjndroll' 

林、⑥ Cedr11s deodara林冷

ヒマラヤシーダー｝極西

部に狭域分布。⑦且竺竺

ssus torurosa林、 シー

ダーで極西部に狭域分布。
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1

2

3

4

5

6

7

8

 

c
 

Sal Forest 
Tropical deciduous riverain 
Tropical Evergreen Forest 

Forest 
Terminaria forest 

sisso-Acacia catechu fores 
Subtropical deciduous hill forest 
Schi田a-castanopsisforest 
Subtropical semi-evergreen hi 11 forest 
Pious roxburghii forest 

分布・標高・頻度さ樹高
~ ~ ~ ~ ~ 

広域澤低・大唸高

河畔・低・小•高

河畔・低・極小令高

東・中・極小・？

中央・低・小各？

中央令低・小・高

西・低・大•高
広域唸中＆中 C 高

束籍中。極小・？

西・中給中・高

温帯・高山帯広葉樹林

L Quercus incana-Quercus lanuginosa forest 
Que re us d ilala ta forest 
Quercus se団ecapifoliaforest 
Cas 
伽ercus.lamellosa forest 

Li thocarpus pachyphylla forest 
Aesculus-Juglans-Acer forest 
Lo胃ertemperate IDixed broad-leaved forest 
Upper temperate mixed broad-leaved fprest 
Rhododendron forest 
Betula utilis forest 

温帯・高山帯針葉樹林

Abies spectabilis forest 
dumosa forest 

Pinus excelsa forest 
Picea smithiana forest 
Abies pindro冒 forest
Cedrus deodara forest 
Cupressus torulosa forest 
Larix forest 

hystrix forest 

西・中・大・高

西裏中・中・高

広域・高・大・瓦

束・中条小・？

東・高。小・？

東・高・中・高

西・中・小・？

広域・中・大・中

中央・高・大・中

広域ー東・高”大・低

広域・極高・大、中

広域・裔・大・高

広域・高・大・高

中央・直・大・高

西・裔・大・高

西・高•小•高

西・中・小• 高

西・高・小・中

束暴高・小・高

．
．
．
．
．
 

ー

2

3

4

5

D
 

狭域温帯・高山帯楢物群落

Alnus woods 
Populus ciliata woods 
Hippophae scrub 
lloist alpine scrub 
foniperus冒allichianaforest 

広域・中・中・高

西・高・小•高

広域・極高・大・低

広域・極高・大・低

広域・極渇・大・低

⑧且旦]林ヽ

(4)温帯・高山帯特殊植物群植物領域： 5群落。主な種類として、①湿潤高山灌木群落；高山植

物のお花畑。非常に広く分布。乾燥すると①’乾燥高山灌木群落に取って変わる。②JtJn iperus II' 

カラマッ。

aJJjc/Jian琳；標高が低い場合は林となるが、高山帯では灌木。

彗林；ハンノキで

ネズミサシの仲間。他に③且虹逆

30m程度にも成長するが、分布密度は低い。亜熱帯から高山帯まで。④Fop11!11s _ 

旦止虹g林；温帯の小河川沿いに分布。低密度で樹高は18-24m。⑤Hippophae小濯木群落。
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 のように 表N 2 ネパ如→ネルの土地利用状況

cc  ふ了

のNationalPlanning 

Co町1issionの

とFA0(198

Yearbook 

う。ま

料でも

はここでは

8
 

翠

。
",0 

9
I
 5

 

?
i
 ，
 

19 
（
 
の

ス3

tion 

なり

じネパール側の資

、森林の面積

によって大きく異なる。

1985年の森林面積の

ことにして、 1975年と 1980

年の土地利用状況を図N4、

5で比較してみる。これを

見ると農耕地と森林の増減

が相殺しているのみで、そ

の他の土地利用状況には

く変化が無いことが理解さ

れる。つまり永久積雪地、

荒廃地など全国土の 1/3に

のぼる農林業生産不適地は、

ほとんど開発の余地がない

ことが明らかである。その

結果、農耕地の面積が 5カ

年間(1975-1980年）に80万

ha、年率にして5%ずつ増加

している分これとは逆に森

林の面積が72万ha、年率に 記地

して4%ずつ減少している。

FAQの示す1986年のデータ

はさらに現在の森林面積の

減少を厳しく評価している。

年率2.6%の人口増加の圧力

は、特に山岳地帯で植生を

破壊し、傾斜地のテラス耕

農耕地

森林

草地

湖・建物・道路

永久積雪地

荒廃地ほか

！ （ネパール側資料

r・・.. l. ;;; . $ ...... ·;;~; 匹如心

233:;(16. 5)** 313 
482 (34, 2) 410 (29. l) 
119 (12. 7) 179 (12. 7) 
43 (3. (J) 43 (3. 0) 
21l (15, 0) 211 (15合 0)
263 08. 6) 255 (11. 3) 

(18. 0) 
(37. 6) 

198 (!3. 
50 (3. ,1〉
225 (15. 3) 
180 (12. 3) 

232 Cl6. 5) 
231 (16. 4) 

(14. l) 

747 (53. 0) 

計 l. 411(100. 0) l. 411000→ O) L 4720 oo. O) I l. 4080 oo. o、J

註：和万ha、＊文； X 

勺
¢

荒地その他

介、久楼雲地

祁

草地 !2 

永ネ楼雪地

図N 4 1975年のネパールの土地利用状況

22. 2% 

図N 5 1980年のネパールの土地利用状況
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!985 

rn節

1987 

3, 57n-i:;-m• a:- コに-tt:l・n, l9SB 

85 ＄で る。しヤがって不

゜
ールの経済構造の中核 のは

まず農業である。

ネパールのGDPは1974年に165. 7 

億Rsから、 1988年には 770.b偲鯰

へと 15年間で4.6倍に増大した。し

しこれは現行貨幣額であり、イ

ンフレによって貨幣価値が下がる。

そこで1974年の物価を基準として

そ

ら1988年には285,9億RSへと 15

間で実質L7倍に増加している（

N6)。また国民総生産に占める農業

比較すると、 1974年の165,7 

1979 

mo 

1981 

1982 

!983 

1984 

部門のシェアの推移をみると、 1974年 1985 

の70%から 1988年の53%へと次第に低 1986 

下しているとはいえ， しかし ら）

珀行貨的栢韮望 1切4王（巧初伍厄芋篠

こ----コ

---—-·-—-·~ ・．．、. l 
~ ~ ~ ヽ~，

19'!4 

1975 

1916 

1rn 
1978 

1987 

198B 

20, り00 的，000 50,000 的 000 too, ooo 

G p ー,l

図N 6 ネパールのGDPの (l ） 

(1987, 

農業は依然としてネパールのGDPの

分以上を生産する最重要産業部門で

あることは1980年のGDPに占める各産

の割合でも明らかである。 （図郎）。

2) 食料事情
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二
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． 
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農業部門のGDPに占める割合

薩農業部門 II非 紅 細9

図N 7 GDPに占める に令非盟業部門の割合0974-88年）

ネパー 国は が解 てから 40
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乞泡、保険<

疇遅信倉庫 6

→一“‘ァ）し、

図N 8 GDPに占める

年に過ぎず，アジア諸国の中では近代文明に最も

要作物として米、トゥモロコシ、小麦、ヒエなど

晨簗印。 2仄

の一つに られている。主

されてい の に満た

しうる生産量ではない。 1986年の国内の穀物生産量は410万tで、当時の1,686万人の人口で割る

と一人当り年間243認の穀物生産置となる。必要十分璽の350樗にはまだ至らないが、かなり自

率は高い。国全体としてみると，人口に対する食料生産は現状ではほぼ見合っているかあるいは

若千の不足という程度であるが、実は生産と流通に南北あるいは東西の地域格差がきわめて大き

い問題がある。

統計上ではネパールで生産された余剰の米がインドに少量輸出されている。しかしこの輸出は

余力を持ったものではなく、単に流通の経路として稲の主産地であるテライ地域からインドヘの

アクセスが容易なためという理由である。実際は、テライで収穫された米が安値で買いたたかれ

て国外へ流出するが、その一方で米が取れない山岳地帯ではインドから大量に輸入された高価な

米を買っているというケースが多い。これもネパールの複雑な 、インフラ整備の遅れのなせ

る業であり、食料生産と消費人口の 的分布 していない。

1980年以降のネパールにおける穀類の生産状況を図N9に、穀類の需給状況を図N10に、また穀類

の輸出と輸入量、食料援助量を図N11に示す。ここ数年穀類の生産量は緩慢な上昇を示しているが、

1982年と 1986年は著しい不作であった。したがって82、86年は需要量に対して供給量が追いつか

ず、多量の食料援助を仰いでいる。しかしながら不作年でも穀類の輸出入でみると常に輸出が輸

入を上回っている。不思議な現象であるが、この理由は前述のごとく穀類輸出のほとんどを占め

るテライの米が、ネパール国内に吸収されずにインドに流出しているからである。ネパール国民

の 5割以上は米を主食としている。しかし丘陵、山地では米以外の穀類への依存度が高く、トウ

---n~-
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、198

ると（延べ面積であるが）、

375万ha、国土面積の25%という

値にもなる。農家の平均的な所

はテライでは 1さ 8ha

であるのに対して、山岳地域で

は0.5haでしかない。特に山岳地

では他に生活する手段の無い

ゲ々ヽ の額のよう

な傾斜地の畑の農業生産に関

って生きており、脊薄で狭小な

耕地に対して過剰な人口は社会

にも大きな問題となっている。

山地における農業を含めた産業

図N g 

年次尻毘柱りの在詑

1980 懇要

1980 供給

1981 罵要

1981 俣給

1982 陀娑

1982 供給

1983 需要

1983 供紀

1984 黙要

1984 供紀

J985 黙委

1985 供給

1986 黙要

1986 供給

I ぐ— 1980-1987) 

のあり方が今後問 くる。

0 500 l. 000 uoo 2. 000 2.500 

数量(1000!)

ロ米□トワモロコシ包 lj凌ビ託ェ I・.I這

図N lO ネパールにおける穀類の

3. 000 
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保 ている

1986年の国内

が237万t、トゥモロコン

令
し、
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モ

l
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紺
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ぅ
3

の 9割

~ 

コクビエ

る。

は`’

t、

t、

。
iOO 150 

数匿(JOOOt) 

図N l l 穀類の給出量と佑入も食料援助量

50 200 250 

2万tの計410万tで冷当時の

L 686万人の人口で割ると一人当り

年間243kgの穀物生産量であった c

前述のように243 穀物生産量は

の

のほとんど

満たすに

に

とは

されている

、農耕

に
表N 3 主要作物の栽培面積と生産最

な食料不足である。

穀物以外では、レンズマメ、キマメなどの豆類は

インドと同様ダール料理の主原料として、食生活上

でネパール国民の重要な蛋白源になっている。その

生産量は14万t、国民一人当り年間 7.8kgの消費量

である。工芸作物（換金作物）は農耕地全体の8.1%の

面積を占める。サトゥキビ、油糧種子（ナタネ等）、

ジュート、タバコなどで、主にインドとの貿易に

けるの換金作物としてテライ地域で生産されている心

野菜は、カトマンズを始め全国の都市周辺での散

在的な栽培に限定されており、産地化は進んでいな

い。各農家は自給用の菜園を家の周りに作っており、

その余剰産物が市場に出回る程度である。調査期間

中、カトマンズ市内で見かけた野菜の種類も 20に満

たなかった。果樹は国内の栽培面積が 5万haほどあ

作物

食用作物

栽培面積（万ha): 生産最（万t)

325.5(86. 7%) 
-' 

稲 142 298 
トウモロコシ 67.4 90. 2 
小麦 59. 7 74. 4 
シコクピエ 16. 5 J 5. 0 
大麦 2. 9 2. 4 
ソパ魯ヒュ 2.5 2. 0 
パレイショ 8や O 56. 7 
マメ類 26.5 14. 0 

換金作物

一心―---

油栢作物

サトウキピ
， 

ジュー r
タパコ
綿花ほか

30. 5 (8. l~) ， 
----------; --------------. 

15. 2 
3. 0 
l.5 
0.65 
10. 3 

9. 4 
81、5
LB 
。.45 

園芸作物 19. 6 (5. 2%) 

属`.......・I・; ・;・・. . : ;; ; ..... 
野菜 13. 8 

， 
: 74. 2 

&" 
ノ‘

に比べると大規模な産地形成が進んでいる。 合 計 375.5 

テライ地域では熱帯果樹のマンゴー、バナナ、パパ

—1>---
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江［ の

労

t

1) 

口の

培面積 142 

の内でも最重要作

ると、労働

耕地全体の6ヽ

75%が最低 6カ月

占め、

らナ

こ

,

r

 

ゎ

t、

ている。

てい

は2,10 

産額はGDPの

程度増加している

占 ている 稲の

、単収は180-210t/haと

197 

とんど

時の

してい い。 ー）

の

。その

は20万ha

の19闘 198 ヽ

1986年は単収1.80 t/ha 割っている（図N14)。

ポリ吾面積(JOOOh,l. 主産塁(JOOOll、年収(l.g/h1l 

: l. 500 

.l. 000 

,2. 500 

:1. 000 

L r.oo 

L 1100 

!iOO 

栽培面積 生産塁 坦釈
ヘ o,• ,I -・, l I . I -

。 1971 1972 1974 m 1977 1980 mt 1934 1986 1987 

図N 14 稲の作付面積、生産量、単収の推移(1970-87年）

稲作面積の 88%は亜熱帯気候のテライ、内テライ地域及び標高900m以下の河川敷、盆地に所在

する。温帯気候の標高1.000-1, 500mでは稲作面積全体の9.5%が分布し、残り 2.5%が標高1,500m以

上3,050mまでの寒冷地域に所在する。特に標高 3,050mは稲作が行われている地としては世界最高

である。

ネパールでは1972年から高収、耐病、耐虫性品種の選定、地域適応性の評価、栽培技術の改善、

生産性向上を目的とした稲改良計画(NRIP)が始まった。研究の中枢はカトマンズの南方269km、B

ara地区にある Parwanipur農業試験場である。

2) 品種

ネパールではラナ家の専制政治が崩壊し鎖国が解かれた1951年にすでに品種導入が始まってい

る。 日本からはベニセンゴク、 ササシグレ、農林17号、農林21号等が、また中国からはCH13、CH

--18-
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4Z, Kaoshiung 2む、 ChainanZ、『a

らずこれまでの

した。さらにその後!R町

こら

より

リピ
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令
し

らノ ucenaか、アメリカ

こ
~
~
，
~
~
 

な

Native 

であるこ

も加

。し こ

Zenith、CenturyPat 

国の吊種の

は失敗に於いっ

ていない。

i
 

a
 

}l 
，
 

゜
叩

｝ャ`§

は

が判明し、魚速に

り、以下の11品種

176、Chainung2 

の環境変動にも

して栽培面積を

力とはつ /kQ

テライ では、 45、Jaya、IR8、lR20、!R22、Masuli、Parwanipur1、丘陵地では、

Cainung 242、Chainan2、Tai 176、Tainan1である。その後の 品種としては、ネパー

ルの農業省傘下に

に適応性

い 表N4の

さ 品種育成中 員会 (CYRC、1974年設立）によって、 1986年までに地

表N 4 1974~ 1986年のネパール各地の稲栽培品種

11 

の

図ら し‘

Variety 

C厖 心na

IR 24 
し立mi
Man訳a

Br蛭 dlPedigr蛉 Eco!cglcal region Recommended for 

Medium duration (Barkhe rl叫”

0呵 a
Janaki 

Sabitri 

Himali 
Kanchan 

Khum址 3

IET 1444 
旧 532-1-176
IR 661-1-140--3 

IR 2061-628-1ふ 4-3
Male 1/15 

IET冬瑚

BG幻 2

IR 2071-124-6-4 

IR2四8
IR3941 
CH 1039 x IR邸 0

Tarai, Inner Tarai 
T田ai,Inner Tarai 
Tarai, Inner Tarai 

Tarai, inner li紅 ai

Good for rain! 的 con由tions

Also good for main crop 

る。一方次第

に消滅しつつ

ある

の遺伝資源の

、保存も

められており、これまでに国内団の地区 (district)からL838の在来品種（系統）が集められた。

Tarai, Inner Tarai 
T江 al,inner Tarai 

Tarai, Inner Tarai 

Hills 

Hills 

Hill• 

吝 Chailerice必notesearly season rice crop i.e. Feb/Mar -June/July 

～細如涵deno函 main廷 ason涵 cropi.e. June!July• Oci/Nov. 

3) 栽培

Parwanipur農業試験場における栽培法に関する試験結果のいくつかを以下に紹介する。

①播種時期が 6月10日,_,7月20日の間では、 6月20日播種の収量が最も高かった。

②移植栽培で栽植距離を15X15cm~25X 25cmまで変えても収量はほとんど差がなく、品種間の

の方が大きかった。

③栽植距離を20x 20cmとした正方植え移植栽培は 3.6t/haの収量で、 20x 20cmの直播またはば

らまき直播栽培より lt/ha以上の増収となった。

④施肥量がN成分で 60kg/haまでは収量は明らかに増加するが、 60-140kg/haの間では有意差が

なかった。

⑤緑肥植物の栽培によって収量は裸地より明らかに増加した。特にdhaincha(Sesbaniaglumar 

um)やcowpea(Vignasinensis)の効果は高い。

4) 病害虫

ネパールの稲の病害を表N5に、害虫を表N6に示す。

―19-
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底叩 IM! HG/min加 sponumory年 eeぼ la⑳ HaM; Taloomcrph, C;x:; 証心/us 匹 jo直叫
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rot 
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Report匂
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Reported 
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に達する程度に発生した。

ているのはいもち あるが、 Carbensazim 1)、Thiophanate

(3-4g/kg)は育苗期の発病抑制に効果があり、また本田での発病で
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Ri⑰ bug,G皿 dhibug 
Rice stem加rers:

Yellow stem切rer
Pi北謳m恥rer

皿 mborer 
Dark headed stem切rer

G虚 n
Wnite-back辺

Brown i池呻op四
Rice stem 
応ceg叫
応cehi叩a
Rice leaf folder 
匝ddyarmyworrn 
Rice如 yworm
Ricec邸eworm
Rice g匹 shop匹r
Rice thrips 
Rice cricket 
Rice but匹rfly
田ceskip匹r
Rice年は加etle

ヽ
レ々j T

i
 

ヽ
ご
2
f

Sesamia i吋'ereru憚alker)
Chilo sv.ppre:ssalis位叫er)

但hi畑ra)
田orva切

Nilaparva1a luge心 (S叫）
Ripersi.a oヮzae(Green) 
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Melani心 leda幻氾ne(C四 ner)
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トウモロコ

1) 

トゥモロコシ ネパールでは稲に次いで 2番目に重要な作物である。 1987年の栽培面積は67.4 

農耕地全体の25%を

で作付面積の 9割

る。

占

生産量

るが、

90. 2万t、単収は1.338t/haであった。稲は低地のテライ

トゥモロコシは作付面積の

岳地に居住する国民の内55%はトゥモロコシを主食にし

80%が山岳地帯に分布してい

いると推察されている。 1977年か

ら1987年の10年間をみると、作付面積は 51%の増加であったが、生産量は13%の増加にとどまった。

つまり単収は1.65 ら1.34t/haと 23%も低下したのである（図N15}。この原因には山地開発に

よる耕地化が土壌肥沃度の低い傾斜地にまで及んだこと、 また自家採種による自殖弱勢が進んだ

ここピ られ、現在優良品種による品種更新が図られている。現在の品種更新面積は全作

35%に逹している。

1, 500-2令 000mの中山間地ではトゥモロコシは主に雨期に栽培さ る。栽培方法は限ら

土地の

r
、
l

、”
ブ
[
~ぁ

ヽ テ

ま

面的

イ地域でも

という点から、ササ

イコン

りの

ヽ シコクビエ、大豆、

どの野菜としたリレー

ジャガイモとの混作が一般的で

が る ヽ

も行われている。山岳地帯以外に内テラ

こちらでは乾期の冬作、 るいは春作が主であ

る

・・・・・21-・ 
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図N 15 トウモロコシの作付面積、生産量、単収の推移

2) 品種

トゥモロコシの品種育成は1956年に、 Amari11 o D. Cuba、Cubanofl int、Franciscoflintの3

品種を国外から導入したことから始まる。 3品種の中では AmarilloD.Cubaの収量が高かった。

しかし導入品種はいずれも晩生種であったため Chitwan、Makwanpur、Nuwakotといった地区で試

験栽培を行い、種子を増殖したにもかかわらず農家に好まれなかった。

ついで1965年にインドから交配種が導入され、適応性試験が行われた結果、 CompositeJが標高

100-SOOmのテライと内テライ地域、 Antigua2DX Guatemalanが標高1,200-1. 800mのカトマンズ盆

地など丘陵地帯に、 Antiguagroup 2 x Guatemalanが標高 2,000m以上の山岳地帯に適しているこ

とが明らかになった。これらの品種は後に地名と粒色をとってネパール語で、 RampurPahenlo(黄）、

Khumal Pahenlo、KakaniPahenloと命名された。ネパールの農民は、黄白色で包葉が厚いフリン

ト種のトゥモロコシを好む。また後作との関係で早生の品種が求められる。このような生産者側

の要望に応えるものとして、 1971年に内テライ向き品種のHetaudacompositeが発表された。

稲と同様、トゥモロコシもプロジェクト方式の総合研究が進められており、高収量、耐病虫性

品種の育成と栽培技術の改善によって、ネパールのトゥモロコシ生産を安定化させることを目標

としたトゥモロコシ開発計画(NMDP)が1972年に発足した。研究拠点はカトマンズの南西150kmに位

置するRampur農業試験場(Chitwan) 表N 8 CVRCによって認定されたトウモロコシの各生態地域適応栽培品種

で、ここでは24名の研究者がトゥ Variety 
Ecological region Recommend心 lor

モロコシの研究に従事している。

前述の品種育成中央委員会

(CVRC)によってこれまで育成の

認定がなされた標高別の推奨品種

Rampur composite a 

Sarlahi se to 

Janaki Makaib 

Arun-2c 
Makalu-2 

Tarai and Inner Tarai 
Tarai and Inner Tarai 

Tarai and Mid-Hills 

Tarai and Valley 
High and Mid-Hills 

Throughout lhe year 
Throughout lhe year 

Tor叩 ghoutlhe year 

Throughout lhe year 
Throughout lhe year 

a -relatively resistant to downy mildews 
b. initially released for winter maize cultivation in the Tarai but also found adaptable for mid-hills 
c. early maturing variety suilablP. for multiple cropping 
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と` ある。

し

に

も特に

るこ

いる G

限要因になっている

5) 病害虫

ネパールではトウモロコシの病害としてこれまで52種類の病原菌が同定さ

mon i Ii J'or11Je)、Stalk rot Uuinia E_江色

and 

は、

、トウ

‘ 

とされているのは Ear rot 

ap/Janider11~t11のおよび Downy mildew 

Ear rotは丘陵地で一般的な で、

でげ':い日

もとに

7 5cmx 

な

である。

とする。

る

では

ぃjょ

45-60:30:30 

によっては

゜

ら

が高いことが明らかにさ

の

゜

の施用

では

゜

のArun・ふ

は

thane M-45の散布は発病抑制に効果があり、またKakani在来種は強度の

' 

である

である。

としてもよい。同じ施肥量でも、

のみより増収する。最近微量要素の

--spp.)の3種である。

が発生することがある。 Di

を

うで

基

と膝の高さ

も解明さ

ではホウ素の

いるが、なかで

る。 Stalk

rotはテライ、内テライではErwinia菌、山間地では Pythium菌によって発病する。発病後では防

除可能な薬剤はなく、また抵抗性品種も見つ

っていない。

この他、葉の病害として、 Commonrust, 

Northern leaf blight, Southern leaf blight, 

Leptospheria leaf blight, Carvularia leaf 

, Banded leaf and sheath blightなども

時に大きな被害が生ずる病害である。

害虫では発芽不良原因としてコオロギ、タ

ネバエ、ハリガネムシが関与することが多い。

またヨトウムシは山間地全域で葉を食害し、

メイチュウ類はテライから中間山地で経済的

に大きな被害を及ぼすことがある。トウモロ

コシの主要害虫は表N9のごとくである。

表N 9 ネバールで記録された主要トウモロコシ害虫

Spotted stalk 
恥rer
Pinksにmborer 
Rice armyworm 
Field cricke区

Whiにgrubs

Com I臼 faphid 
Wheat aphid 

Rice 
g匹 shoppers

Gra岱hoppers

Corn webworm 
Shoot fly 

Chilo portell匹 (Swinhoe)

Sesamia infue心びalker)
Mythimna separata (Walker) 
Gゥ{I匹 gryl/匹

Brachytrupes平

Phyllophaga rugosa 

(Melsheimer) 
Anomala dimi必ua(Hope)
Andmalasp. 
R加pal函 ph血 mauiisFiにh
Schizaphis gramin血

Ron如 i
Hieroglyph四 banian(F.) 
Hieroglyph匹 nigroreple匹

(I. Sol.) 
O巧aadanta 
Atractomarpha平

Chrotogon四 Sp.
Marasmia trapezalis G四 nee
Arherigona 11aria soccaca 
Rondani 

,,,. 
--こ_,)--
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N10 1961 ~ 

52 

冤 Lerma, Sono『a・-64も

。

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
. . .. ●→ rヽヽ心 9ヽ四~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ 『初女処 ....  

和 国y
、べ心匹． 如 ..  

恥 !ogi叫 R叫"'匂＇即 oommen心dfor 
- -・-匹-' • ヽ吟,_砂心 、 -リ-・--、 ヘ・ ......  " .. -、~ ~ ~ ~ 

しerma52 Hills 
喧 c62 Hills 

L況 mediumlertillt/, timely so研叩
L吋虚這um!両 IIり’

L町 ma Hilis 
$331 " 

L呪四diumfertility, 
,ara, 
ベ. し⑳呻cfium印 lity,
ぼ虞• High lenifity, timely 
了araiand Hills 可melyand late 
Wes!am Tarai nm.,lv sowing, NL30 

. . 四~~ ~ 幻・ ~ ~ ~ ~ ~ ~ .~ ベ....呼

lood 

して、 197

の

によって1974~198

までに認定さ

の奨励品種は

Nllに示すとおりである。

ヽ

97 

v印両

1962 
UP262 
Lumbini 
-・ ,meni 
V.nayak 
Sidclh叩 ha
Vaskar 

Nep叫 2'31

まったの箔心ヽ

に始まり、またCl

Nll CVRCによっ 女
j
i

Ecological RRgio11 

ある。

るなど

(1974~1 

R如 omm.,nded!or 

Mid-Western farai 
T町 a!
Tarai 
Tarai 
Tarai 
fan,i 
Western Tarai (Ba咄aand 
証 rdiaDistricts only) 
Tarai 

Timelyぬ 叫ng,irrigated固 d

11mely sowing,medium.ferlility irriga即dand rainfed固 d
Timely and late sowing, 虚 dlumand high fertility conditions 
Timely and late sowing, medium and high fertility con函on•
而melysowing, m砕 umfertility con由fonsand irrigated land. 

Timely and late sowing, medi~m fertility a心 1ポgatedla叫

3〉 栽培

1961年以降の品種導入と平行して、収量の潜在力を高めるため栽培技術に関する

。これまでの研究で明らかにされた小麦栽培の要点は以下のとおりである。

テライ地域の播種適期は11月中旬である。 10月播種では早すぎ、 12月播種で

れも収量が上がらない。

テライ地域で晩生種を栽培する場合は、播種適期を 1週間ずらしてよい。

③ 丘陵地では10月後半、できれば10月の最後の週に播種すると最も収量が上がる。

平畦よりやや高畦とした方が収量が高い。ただし手間もかかる。

⑤ 条播は散播より収量が高い。

も始ま

ぎてい

⑥ 播種量を100-140kg/haの範囲で変えても収量に有意差は

は播種量を多くする方が安全である。

⑦ 耕起栽培ではプラウ耕起一種子散播一耕起ー均平化の順

つに。］こにし、遅蒔きの場合

を進める。また不耕起栽培

では、土壌が湿った状態で播種した後、堆肥を薄く層状に覆うことでその後の

⑧ 条播では畦の間隔を15cm--25c罰に変えても収量に差はない。

⑨ わい性種は節間が短いので、播種深度は5cm前後までとして深植えしない。

ではシロザ(_f/JenopodjlJJl!!L位竺）などの広葉雑草との競合が多い。この防除には、 2,

が良好になる。

4-D 0. 4-0. 8kg a. L 播種後35日前後に散布する。またクサヨシ の には
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ヅ
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4) 

1970年代の

されてき

されている。

ち

の

ヽ

について

また砂質土では基肥は

一方天水依存栽培では、

5) 

ネパールでは

引き は罰K100:60:4 と

ある

し＼

l 目の を記める国則に追記こ，る。

は 2 目の 〇7 国日'l•'- !J已 )I 0 

ること さ る
こ
’~,~ 

40:40: 

N12 とそ

1960年代初頭か

ら国内の小麦の

病害発生調査

れており、

時の記録に

Stem rust(bl 

rust), Leaf rust 

(Brown rust). 

Yellow rust(st 

ripe rust), Po 

叫 erymildew, 

Loose smutなど

Common nam蒻 ol
m◎ disease C贔U霧alorg:anlmm 01:trlbutlon 

臼alspot or leal llligh! 

S卯erust Cl!'yellow叫 t

leaf rust or brown rusi 

Loose smut 

mild郊

Hill bun! 

K 叫 b.uni

E紅呼e

S臼mrus!

D叩 nymild的

Bia改 point

Hr;lmin111osporium 
廂 c:irspsntis 
He/min如 spor,um臼砂um

Altemaria sp. 

P以x;iniastruformis・1n血

Puccinia recondi1a 

ftWCJ 

£iysiphe gramiflis砒aci

Tillatia caticis 
万lleliafoetida 

1illeria indica 

Anguina 1ririci 

砂 cdniag向 inisvi此i

釦 erosporamacrospo;a 

A/tern紅 iallfifllll.lS 
Helminthosporium u, 応um
Cladosporiurn_ Sf'. 

Maior disaasa int匹 iareas. 磁ndlower: 
bel臼 inth@切Uふ

心 jor改心tructivedis紐 sein mid !Mld h,gh hills. 

Ma1or di sea註 inT匹 i釦 dvalley areas. 

Majo『は認asethroughout昨eh血邸d幻 mein面叫

Problems in some pea.els cl匹 hills
(Kabre. Lumle, Da心.s叫心し心kanietc.) 

Minor di廷狂aon some kx咀 whe叫 sin!he mid紅 d
high柑lls{Solokhumbu, Do固!<.ha.R.asuwa Dist匹り

和 western面dhil!s(Doti) 

Occaslo叫 yob廷 rvedint匹曰釘aas
(Rup的な直.Ka砂邸m的 dSaptari dis1ncts) 

Minor disease ol s叩 l!lJo呵 w畑叩 in如 hills

Occasionally ob廷 rvedin I゚WL炉刃紅蒻 in!he呻＄．

Mino直迂aseof gr邸na畑rh四匹stingbot.h 
in !he hills and Tarai 

が記載されてい

る。中でもStemぶustは当時最も恐れられていた病害で 表N 13 ネパールで記録された主な小麦害虫

あった。 1970年代に入ってメキシコのCIMMYTから半わい Wireworm

Corn leaf aかid

性品種が導入されてからは、 Stemrustはマイナーな病害 Wheataphid 
C釘 eala吋心

となり、変わってLeafspot(leaf blight)が重要病害と
Pinks臼mborer 

Termites 

なった。 1986年現在の小麦の主要な病害の種類は表N12に Paddy如 yworm
匹 armywom、
Whi臼 grubs

示す。 YellowrustとLeafrustについては、ネパール

ではYellowrustはカトマンズ盆地で気温が5-1がCとな

る12月,._,3月に発生が多く、主たるレースは7E150系統

であること、 Leafrustは10月初旬から 6月まで長期に

わたって発生が認められ、主たるレースは77系統である

ことがわかっている。

また主要な小麦の害虫を表N13に示す。

Grasshoppers 

Cu切 arm
Gr翁 nstink bug 
Stink bug 
Painted bug 

〇細nleafhopper 

Lea佑opper

Thrips 

Agriotes sp. 
励 opalosiphummaicis Fi血
Schizaかisgraminum Rond叩 i
Macros加umgra而nis(T払土如｝

Ses却臼inferens(Walker) 
Microtermes obesi Holmgren 
Qdontotermes心esusRambur
Spodoptera mauritia晒如四

杓 rhimnasepatate (Walker) 
Phy/lop心gaflJ印 sa(Mels畑 mim叫
Anomala sp. 
Atractomorpha cr,;nulata F. 
Chrotogonus sp. 
Oxya adanta 
Agrotis sp. 
Nezara'(itidula 
Nez匹 antenna/a釦oa
Bagrada叩 cifer叩 m(L.)

N叩hofetrixnigro応：口s
lshi泊ra
Deltocsp心lussp.

Haplalhtips sp. 

Anapholhrips sp. 

--2り一
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1) 1987年の統計で雑穀としての

3, 9 5万tとなっており、食用作物中ではい

Lentil(レンズマメ）、 Grasspea(ガラ

（ヒョコマメ〉、

)、 Pigeonpea(キマメ）、

Blackgra罰（ケツルアズキ）、

スマメ）、 Chi

ヽ 〈ササ ヽ

野菜として専ら食されるエンドウ、イ

ンゲンなどは除外される。

一般的なネパール食は、 Bhat(ご飯）、

Dal(豆を煮込んだスープ）.Tarkari(野

のカレー煮）で構成される。ネパール

国内を調査旅行中、田舎ではどこでも

このような食事であった。内容の豪華

さは、例えばタルカリに鶏肉が入ると

か、 Achar(漬物、塩とトウガラシにダ

イコン、 トマト等をつけたもの）が加

わるという程度のバリエーションでし

かなく、食費は10ルビー (60円）位であ

る。豆類の摂取は炭水化物に偏りがち

のネパール食の貴重な蛋白源であり、

また豆類の栽培によって窒素固定によ

したものは、

も第 4位に

ー
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む

3

8

る

では26令 46 、収穫量は1

7)。ここでいう豆類には、

゜
50 JOO 150 . 200 250 300 3切 400 

即も面積(lOOOha)

レンA.芯図ガラコマメ ビ］ヒヨコマメ

[SJ這 匿ヶッII.。アスヰ □その他の豆類

図N I 7 豆類の栽培面積の推移0971-87年）

る地力の維持が図られている点でも、 Dalという食法の開発はまさに古代インド文化の叡知といえ

よう。

ネパールでの豆類に関する試験研究は1972年から始まっているが、本格的な取り組みは1985年

に豆類改良計画(NGLIP)が発足してからのことである。豆類改良計画ではRampur農業試験場(Chit

wan)をセンターとし、 Lenti 1, Chickpea, Mungbean, Pi geonpea, B 1 ackgr am, Soybean, Cowpeaを

対象として育種、栽培に関する研究を実施している。

2) 各種豆類の生産状況

雑穀としての豆類は種類が多いので、代表的な種類についてその生産状況を簡略に述べる。

(1) レンズマメ (Lenti 1, .!:J. 翌ざ CIJI inar j s) 

1987年の統計によると、豆類の中ではレンズマメが栽培面積(11.2万ha、43%)、収穫量(6.3万t、

45%)とも最大である。単収は559kg/ha。栽培はテライ、内テライ地域が主体で、丘陵地の盆地で

の栽培も多い。特に丘陵地ではトウモロコシ、稲の後作とすることが多い。

(2) ガラスマメ (Grasspea, lat/Jyrus sativ11s) 

I. ―-



〈3) ヒヨ

1987年の

もにテライ

さ

', 

さ

ではレンズマ

45 

け゚

ま

>',
袋 S 2位の

I! 

、1 ヽ
も 戸とVさ '1 i 

の として ている。

である。

は1← は530
゜

玉勺'"の

？況、‘ :,<. C: し＼ も ;! ~IU:, ヽ

として さら

VJl ' は に ある。

な夏作豆類で、 訳l・・L50伽に ヽ 廿の 間など

る。もち ん'プ- イ地域でも ヽ の豆類と の過湿条件にも ¥', ¥ 0 

は1さ 87 ヽ は1.07 である。 パク 3 ~~4 

く、ま 油脂も ＜ l ¥¥ 、G0% 

(5) キマメ (Pigeonpea, 

キマメはDalの材料として最も一般的な豆である。 Dal

り、地上部を刈り込んで家畜の飼料、緑肥とする。また種実

ヽ サヤを

した後の

して食用にした

牛の餌に、乾燥

した茎は編

壌改良や、

ヽ 、屋根ふきに利用される。深根性の作物であるので、土層の浅い硬盤の

の

。.9 2 

さ

t、単収は49

は夏の陸稲、 トウ

る。このように

えてエロージョン

である ，， ，，， 

ロコシの後作として丘

晩生まで使い分け

も用いら る

あり、早生種

は低地の

、作付体系に組

は1.85万ha、

の少ない地域、

田の畦畔等に

い。

(6) ササゲ(Cowpea, .f伍竺 1Jng11fr11lata)

ササゲの多くは無限伸長性、つる性の在来種である。若英を野菜として食することも多く、ま

た完熟種子は Daい煮物あるいは製粉として食する。また若い茎葉は飼料として活用されている。

環境に対する適応力があり、干ばつや酸性土壌 (pH4.5まで）条件でもよく生育し、空中窒素の

固定力は窒素量で45-65kg/haと高い。生育期間が60日前後と短く、耐病性、耐虫性が強いという

特徴もあり、食用の他、緑肥、飼料としても価値が高い。

(7) ケツルアズキ (Blackgram, .£ 伍竺 radiata)

ケッルアズキの栽培面積は 1.8万ha、収穫量は1邊。

t、甲収は555kg/haである。特に丘陵地では夏作の

豆類として一般的であるが、内テライ、テライ地域で

も栽培されている。

3) 品種

品種育成中

でに された地域、

(CVRC)によって1976~19?9年ま

の の奨励品種は表N14

表 NH 栽培用に奨励されている豆類品種

Crop V皐rie!y EcologlCJtl rゃ Ion

しば1

Chi改戸a

Soybean 

Blackgram 

枷n~切 an

Slmrik 

Sindur 

Sisir 

Dhanush 
Trisul 

Hardee 

Hill 

Kalu 

Pusa Baish叫

Tara!、Inn釘 T五四
Mid-Hills 

T匹 i,Inner T釦 1四
Mid-Hillt 

Tar乱 InnerTarai匹

M辻 Huls

Tarai 
Tarai 

T紅 ai魯 InnerT匹 i

M辻Hills,Valleys 

心 lhma心u釘 1dsimilar 

agr四 irnaticcondiぬns.
Tarai 

--'.?8-
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表N 15 ネパールの

PooaooS固mBf',!ht

rot 
和oariumtoo!ll心!Stem rot 
Purpleふ輝dS国n

的thlum迄匂肋g即ghl
郎切x:too臼蕊幻flnQ
起叩tiumBlight 
Targe!Spol 
Bia改 Root!如t
翠 erotiniaS臼mrol 
Phy恥sti四 Lea!bfi!)h! ベ

Bacl!lflal 
&eta虚 IPustu臼
釦臼虚18囮M

Vito! 

蕊 yooanMo臼に
Y&I加 Mcoaic
恥 Sligh!
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(1)シコクビエ (Pinger罰i11 etさ

山岳民族の主要な

911kg/haである。 197炉 77年当
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図N 18 シコクビエの作付面積、生産最、単収の推移(1970-87年）

(2)大麦(Barley, Hordeum vulgare) 

大麦（裸麦を含む）の収穫量を地域別にみると、標高2,000m以上の山岳地帯が36%、丘陵地が40%、

平地が24%を占めているが、特に生産力の低い山岳地帯でその比重が高く、この地域では重要な穀

物に位置づけられる。 1987年の栽培面積は2.91万ha、生産量は2.43万t、単収は834kg/haである。

ここ 20年ほど栽培面積、生産量、単収に大きな変動はない（図Nl9)。

2) 品種

(1)シコクビエ

1980年代初頭に、インドから714品種の導入を行い、同時に在来種110品種を収集した。特性調

査の結果、これまで 2品種を推奨品種としている。一つは丘陵地向きのDalle-1(インドの IE-780

品種）、いま一つは内テライ地域向きのOkhale-1(在来種）である。さらに今後の優良品種として、

—:'\()--
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図N 19 大麦の作付面積、生産量、単収の ）
 

(2)大麦

1972年から始まった品種比較試験の結果、 6 で 3品種(Galtz官 Giza・-119, Cl-10448)、2

では 5品種(Bonus, Erbet衰 Shabet, W 4 9)がテライ冷カトマン などの推

奨品種となった。中でもBonusは丘陵地、 Galtz、Cl-10448,Ketchはテライ、内テライ地域

面積が拡大している。また !CARDA、C!MMYTなどの国際農業研究機関からも遺伝資源を導入し、適

応性の評価を進めている。選抜の基準は、早生、耐寒性、黄色錆病(Yellowrust, 

iforlllis)抵抗性、高収性等である。

(3)ソバ、穀用ヒエ

ソバでは20の導入品種、 16の在来品種の適応性試験が行われ、在来種のHumle-T、Tanahu-Tなど

が多収品種として有望視されている。一方穀用ヒエで収集62品種の比較試験の結果、導入系統は

生育の揃い、収量とも良好であったが、在来系統は発芽、稔実率ともに劣ることが判明した。

3) 病害虫

これまでに同定されたシコクビエの病害を表N16に、大麦の病害を表N17に示す。

大麦の場合、特に被害の大きい病害はYellowrust 

である。カトマンズ盆地で播種時期を変えて自然状態

での発生状況を試験した結果、秋蒔ではいずれも 12月

上旬に初発生を認めるが、 2月上旬までは発病に進展

がなく、その後 2月下旬~3月に入って病徴が顕著と

表N16 シコクピエ (Finger罰i11 et)の病害

OI璽ease

Blast 

Leaf Blight 

Foo!rot wilt 
laal spot 

Pathogen 

Pyricularia sp. 

H&lminthosporium 
no du lo sum 
Sclerotium rolfsii 
Cercospora sp. 

Distribution 
~ ~ ~ 

!nnarfarai, 
Hill 
Tarai, Hill 

Tarai 
Hill 

―・31---
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、『ellow sarson Yelle渭

のほ には、 ツ セノ』,, コ'`  マ冷ヒ

、 文ぷ ~ v 布入戸口皿 f貝上 口日 以い

ネ ルの は ナ ネの う

！ゞ54篇と し＼ の ヽ

b 

の品柿改艮と牛産技術 間 弄 曰的 し

。カトマンズの 260k開 ライ Sarlahi 

し 5 の の ヽ の ヽ

に る試験 つ いる

の

さ

}
き

文

、
~
↓

J
~
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゜

パlte『nar

の品種比較試踪は1971年 か ら 始 て

1976 の の発 によ て と

さ 。これま 品種育成 に

たラ NZO 
'~ ~ ~ ~ ~ ~ 

力 イ、カ Crops Variety 

Crop Vad,i!y Ecologic舷l Aecom• 
region m"n血 dfer 

fl 
、哀 "'Grounか B

11Ul 

や t
っし

Ts!rai and Summer and 
討l[j()「Tarai rainfEd oonditb『応

Tarai and Winter and 
Far WC!stcm min/ad coridi丘0'15
Truai 

とみなされる品種

Eco!oglc2I心 glon. Recommended 

そノ

9に、

ま

視されている

各種油糧作物

の品種を表N20

に示す。

3) 施肥

の施肥

では、 NP

Gr<>undnut 
(Arachis hyp四認し）

Tona 
(8. Cam翠 strisvar. 10ria) 

Sarson 

(8.Campe江 icvar. yellow 
sarson) 

Rai 
(8.juncea) 

Normal mat』 ng(140 days) 

NELS 
PT-30 
PT・303 
SALS 
Tf-507 B 

f'YS. 6 
Sワ04

S-5 

Kranti 
Krishna 
Pusa birani 
Varuna 

days) 
MidHilis 
MidHil¥ぷ

Ta国 MidHills 
面田,Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Ta面,Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 

Mid Hills 
Mid Hills 
Mid Hills 
Mid Hills 

Ta国,Mid Hilts 

Tarai, Mid Hills 
Mid Hills 
Mid Hills 

Tar四,Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 

Ttl Ciano。16 加 ai,Mid Hills 
K 2 0 : 4 0 : 2 0 kg (Sesame indicum) No, 449 Kostantsa Tarai, Mid Hills 

No, 心0kaf:f Tarai, Mid Hills 

の施肥によって無施肥の336kg/haに対して、 626k

の379kg/haに対して、 NPK60:30:4.0 kg/haの施肥で740

Summflr rain!ad conditions 
Summer, rainled心ondibons

Summer, rainfod conditions 
Summer, tainfad conditions 
Summ町， rainfad conditions 
Summer, rnin!ad conditions 
Summer, raided condi如,.

Win賦 rainfedcondition;, 
Win回 rainledconditi叩＄

¥'linter, rainlod conditions 
Wint釈,rainlad conditions 
Win固 rainfadcondilio, 託

Win岡 rainfedcondiじons
Win呵 rainfedconditiomi 
Winter, rainfed conditi書ons

Winter, rainfed conditions 
Win固， rainled conditions 
Wi.nter, rain led conditions 
Winter, rain!ad conditions 

Summer, rain led conditions 
Summer, rain!ad conditions 
Summer, rain!ed cか ditions

~ ~ ~ -ヽ
した。またナタネでは

の50

haに対して、 NPK60:30:40kg/haの施肥でL222kg/haとそ

に対する収量応答が顕著に認められている。

しi豆 0 で こ9: 
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バレイショ

1) 

バレイショはネパールの主要

陵地では秋作～

のAlternaria bl 

ま

いる。

『

炉

A
や

ernar 1 

、高地では

ってバレイショは主食となる重要作物である。

山岳地帯ではトゥモロコシとの

のポリエチレンビニ

t,＇i
 b

 

食用作物の

ゎ

、White

が多い。

1987年の統計によると栽培面積はも 02

tにはDi.thaneM-4 

る。収穫量は56.7万t、

る。

であり、

る。特に

で

のほ

し1985、86年は 2年続きの不作であっ

陵地の秋冬作では

‘ 

ヘ冷"『し:ibancne

によ

的に

, OOOm以上

の

さ てい

に

とこ，ヽ貪
＼

々にと

が一般的である

の76. 7% 

ヽ

は7.07t/haである。 1981年以降作付面積、単収

（図N21)。 試験で、

め

に増加傾向にあ

テライ、

地では20~35t/ha、山岳地帯では15~20

/haまで増加できるとの見通しを立てている。

の収量実績があり、西暦2000年までに

カトマン

は13.17t

作付面頂(JOOhaL生産塁(IOOOt)も年収(JOkt/Ii.) 

LOOO 

紛〇

f,l)Q 

400 

;,1)0 

。 974 972 97 97!1 1975 J 976 1977 1978 1979 

年戻

1980 In! 19~2 J983 1984 1985 986 

作付面頂
, ... ,, ;;: {・.l 

生荏豆 半牧
I I 

図N 21 バレイショの作付面積、生産量、単収の推移(1970-87年）

2) 品種

バレイショの栽培について歴史を遡ってみると、ネパールで最も古い栽培記録は1793年 ある。

国内の在来種とされるKathmandulocal、l11am red、I11am blueなどももともと 国外から持ち

')-' 
-,)寸――



もので ヽ
t'、¥ し こヽ 1~0 

とは し、その

な はAcka『sega, Farase, 

ふ1．c,,,;,-_を、し' ' に1965

メ 、アメり ヽ の さ ‘ヽ ~ （D .. 

14、NPl・10 le '-j,,, l ¼\ 'つ さ ヽ でも

ら ている。 19 にはインド ら' 

にK且fri では ,.,t, ,l , バレイ

り炉100日の て20-30 でも 110- 2 
--

ヽ Variety 

ら たた
~ ~ 

ヽ CFJ 
GIP 57501 

i,c. ~ を した。さらに 1970 c:p 720088 

＼っ 、また 1980

レイショセンタ

MS-35. 22, MS-42. 3といった品種

めら いる。このように導入

に推奨品種とされているのは表N21

にホすとおりである。

l)、Majestic、

ソ、オラン

の

バレイショ

のKhumaltarを

、無病種芋の

内のパレイショの

3) 栽培・施肥

(1)バレイショの

ら CFJ 、 CFM~Cruza、Rositaと

に入ってペルーの

らBR-63.65、CIP575015、CIP720088,

され、

の数は多い心へ

ゞ

）は 1972年に、カトマンズ

ンターとして発足し、優良品種

でネパール

目指している。

Beautex 
Cardinal 
CiP 720088 
Desiree 

Multa 

として

に始ま
、わ、
1~ 

i ti 

にふu 

Ecological Zon" 

BR-63.65 

Cardinal 
Desiree 
Kufri BadShah 
Kufri Chandramukh1 
K.ufri Lal,ma 

Kufti Sindhは1

High Hills 
High Hills 
団ghHills 
High Hills 
High Hills 
High Hills 

Midサ 11sand Valleys 
Mid-Hills and Valleys 
Mid-Hills and Valleys 
Mid-Hills and Valleys 
Mid-Hills and Valleys 
Mid-Hills and Valleys 
Mid-Hills and Valleys 
Mid-Hills and Valleys 
MはHillsand Valleys 

Tarai (Low land Plains) 
Tarai (Low land Plains) 
Tarai (Low iand Plains) 
Ta「ai(Low land Plains) 
Tarai (Low land Plains) 
Tarai (Low land Plains) 

Tami (Low land Plains) 

体の も1
/
J
 

のコストが生産費の30~60%を占める。種芋の重さはその後の植

するため、 ha当り 2tの種芋量を想定した場合、芋重と栽植密度との関

係は次のとおりである。

の平均重が 30 gでは、 60cmX25cm。

種芋の平均重が 35 gでは、 60cmx 30cm (壌土）あるいは70cmx 25cm (埴土）。

(2)適正収量を得るために必要な施肥量は、 NPK 100:100:60kg/ha、堆肥 20t/haとされている。

しかしカリ欠乏が発生しやすい土壌ではさらに40kg/haのK増施を行うとされている。一方バレイ

ショ生産計画では堆肥lOt/haのほか、収量目標を 17t/haとした栽培適地ではNPK 150:100:50kg/h 

a、目標収量が7t/haの一般地ではNPK 75:50:25kg/haの施用を勧めている。

4) 病害虫

ネパールにおけるバレイショの主要病害、病原閑、発生地域、防除法を表N22に、また

の種類、発生地域、防除法を表N23に示す。

虫

ー，‘応一
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C言 1:monname Causal organism Distribution 

lhe 

Controi 
measures 

Resistant 
'¥/arielies 

叫ghr Phytop呵 1ora
infestans 

E印 iyblight 

ば図ch

Blad, scud 

Biack wart 

Alternana 
solani 

＾ 
しercosoo「3

,._, . . 
パntzoctonw
solani 

endobiolicum 

已rownmt Pseudomonas 

solanacearum 

All oveパhec心untry
a,1d severe 1n 

hills, 
miider in証

mid-hills 

All over the country. 
More common in the 
plains. 

日ills、

Mid-western plams 
and Hills 

Application of Dithane M-45 

a, the rate of 500 g to 1 kg in 
350-500 Ii ol water/ha. once 
atter the emer9ence is 

depending upon由eseverity. Plains: 
Use blight free seed. 8R63/65, 

diseasfi resistant varieties Desir翁，

Kufri Badshah 

Di thane M-45 at the No resistant叫 tivars.
resist叩nt:

(hiils). 
Kufri Sindhuri 

Foliar~praying Di thane M-45 at 
the ra!,i of 500 g in 350 Ii 

ot water/ha. 

Seed treatment with Aratan 
0.5% tor 20 minutes. 
Soil treatn,ent with PCNB 
30kg/ha. 
Use disease free seed. 

Problems in some Quarantine or usら ofresistant 

pockets of Eastern varieties 
and Central Hills 

Problems in some hills Crop rotation 

and valleys. Avoid planting m freshly 
infested soils if possible 
take paddy crop. 
Use disease free seed. 

Hills: 

Cardinai, CFJ, C尼
575015, Desiree, 
Hybrid-4, K叩 1」yoti,

NPl-106 

Cardinal, CFJ, 

CiP-575015, Desiree, 
Hybrid-14, Kufri Jyoti, 

NPl-106 

BR-63.65 has shown 

some tolerance 

scab Spongospora Higher hills in Eastern Soaking of infected seed 
subteranea and Central. tubers in formaldehyde of 

5% solution. 
Plant disease free seed. 

Leaf roil virus Lea! roll virus All over the C:Duntry. Avoid seed crop growing 

Severe in the plains. during aphid growing period. 

Use disease free seed tubers. 

Severe mosaic Viruses Y.A Most prevalent in Use disease free seed. 
virus and X plains decreasing with 

increase in height 

M1id mosaic Viruses X and S All over the count . ry Avoid mecharncai contact 1n the 

infected fields. 
Use disease free seed. 

一濯i-
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1）匡,dbulion Control measuぽ＄

T国霞rmo!h Phthorimaふ3

ants 

t冗田!es

Aphid 

Ho加lrichia

叫 healthytubers. 
up and no axposum to cracks and crevices. 

田barsin disinfected stores々
謳琴 苫prayingthもcropwit! 勺carbary!50 WP @ 4kg,'.>-:a at formightiy 

intervals. 
Seed potatoas in the local stores can be dusted with 

00kg seed potatoes tubers. 
on sex-pheromone baited water 

Cut worn メgratis/psi/on in tlぶ1e ln hills and 
and A the piains 

sagetumin圧lls

HiHs 

Hills and 
'' 戸ams

Plains and 
Hills 

円edlight soil 500g of nettle leaves soaked in 5 1 i of water and diluted to 

m由ehills 5 times to drench !he crop s叫

Deep 
誨 edpotato 
For warn crop use 
pe「ha.

theはopwith carbaryl or endosul!an or 
at 0.05% concen!ra!ion at 100 litre per ha. spray solutions 

of5% dust at @ 4Skg/ha. 

20EC at 0.05% 

free area of high hills. 
free period (September-December). 

thimet granules in the soil at planting time. 
by methyl dematon 25EC@ 0.03% at 10-15 

interval if necessary. 
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J)は、ネパールでは換統作物として油糧作物に次ぐ

のテライ地域全域にわたり、 1987年の統計では、栽培面積

、収穫量は81.4 5万t、単収は27.59t/haとなっている。これまで

まで1.5万ha前後であった栽培面積は次第に増大し、 1

を維持した。しかし 1983年から始まった国際的な糖価の低落に

減し、その後糖価の回復にともない近年再び増加傾向を示してい

では11ベ謬であるが単収も増加して収穫量は13.5%増えて

0 ,. 呼て は t'" ~ (250-・L 500, ,.,a叫 I'・い~J .I、

のほ 各地に る

髯（ヽ)Vinsugar mi l)も の り、

＼ ｛踪勘日 1『0日 ）。

らサトウ

じ イ ド し¥' のB.0. 21 B. 
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六｝

いじ

サトウキビの

とも収量は高く

としては消滅し

(NSDP)の発足にともない、

つ

で、導入種、在来種

の収集と評価

までに表N24の11

に選定されている。

1975 l 97 6 

゜

im 
反

ヽ

関として

!930 

その
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年釈

、生産且、単収の批移(1970-87年）

し の によって

r
J
 

0
4
 ^

ヽ ! 987 

これらの中では．や凡 0.88、B.0. 91、CoS767,CoS802の4品種が農

特にB.0. 91、CoS76'/の 2品種は収量が高くて好評である。

るのに施肥

栽培

11月15日が植

の他の

レンズマメ、

゜

も

区内にあ

サトウキビ

ら
/

表N

V町 lety

24 

けら

ネパール各地のサトウキ

1
cふ8
 

0
"
 

ヽ

品種

~B. 0. 番号の

サトウキ

Ecological fl的 Ion R"commended fer 

B.0.84 
8.0.88 
B.0.89 
8.0.91 
B.0.99 
cos 767 
Co$ 802 
cos 7918 
Cos 8315 
CoLK 8002 
UP 1 

Mid Tara, 

Mid Tarai 
Mid Tarai 
Mid Tarai 
Mid Tarai 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 
Tara! and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 

Up知心 conditions
Upland condiりans
Upland四 diぬns
Up臼nd,L畑 landconditions 
Upland, Lowland cond沿ens
Upla叫匹ditions
High in叩 臼 wilhid, 這にondi匹ns
High in匹 tswith ideal conditions 
High inputs with ideal conditions 
Lowlandな nditirnヽ＄

Lowlみrodronditions 

に手間がかかる、

ガラスマメ、

虫防除：シロアリその他の

その他の品種は茎が細い、収量

の理由で現在普及は余り進んでいない。

これまでの研究成果に基づき、以下の栽培指針

(1) 種苗量：植え付け苗の量は、細茎種では0.45~ 0令 55t/ha、太茎種では0.55~0. 65t/haであ

出されている。

つまり 3節の茎をもつ苗がha当り約 4万本必要となる。

に く受け入れら

(2) 種苗処理：植え付け前に0.5% Agal l叫または0や 25%Aretan溶液に 5分

付けの適期である。秋植えの場合、冬作物にバレイショ、

す。

て ぃヽ

付け時期：テライ地域では、春植えでは 1月15日,,..._2月28日、秋植えでは10月15日～

トウモロコシ、 カラシ

コリアンダー等を間作とすると、共栄作物(companioncrop)とし

て効果が高い。

虫防除のため、定植後に0.5%BHC粉末を30kg/ha施用する。

はrBHC 20ECの0.5%水溶液を有効成分でlkg/ha相当量散布する。

(5) 株だし栽培では、収穫後の圃場の整掃につとめ、気温低下時はマルチ、欠株の補植を行う。

ー：)8---



197 では、評K120:60: と きた。 し ヽ 、品種、

ビはリン酸℃ カリ した場合 に

に

5〉

ネパールのサトゥキピの

病害 っては薬剤散布に顆るだけでなく、

の選定、圃場衛生の励行、また種苗の

(so・c、2時間）による発芽、初期生育不良の

回避などが励行されている。またサトウキビの主要

の種類、発生時期、

とおりである。

タバコ

¥`
J
 

ー
i

タバコ

である。タバコを含

に

ムマ

は

5に

表N 25 ネペー）いで認められたサトウキビ主要病害

回$1!18Si!I p鼠lhogen

゜

については表N26

の換金作物

、ネパールの換金作物は外貨

になっている。つまり農耕地面積、

める喚金作物のシェアは10%に禍ぎない

が、ネパールの総輸出額の中で換金作物が占めるシ

ェアは1/4に逹しているからである。換金作物の中で

タバコは、油糧作物、サトウキピについで第 3番目

に重要な作物である。

恥 rot G/om昭 lね釦四manensis(Sp叩 Ar:xancl
Muり．

Smut Ustilagos叫 aminesSyd. 
Brown spo! Cercospora /ongipes Butler 

Phyflostic臼 sacch函 colaP.Henn. 
Leaf spot Au函位sidiumpu/Julans (De蕊叫 A国ヽ

Curvularia戸 1/escens釦edjn.
Phorna insidiosa Tassi 

Ring spot Leptosphaeria sacc畑riBreada da S固n.

表N 26 サトウキビ主要害虫と防除法

Ins如り,u! p町 lodo! Control m紐 sures
履It畠ck

E叫yshoo! 
以汀er

(Chilo 
infuscalfellus 
Snellen) 

Sはlkborar 
(Chilo 
auricil/o) 

畑afhopper 
(Pyrilla 
perpusil/a 
Walker) 

Mid Mar由 Sprinklingof 5 litres of 
to June lindane⑳ EC in 1000-

1500 litre of wa固 Iha
at如 limeof pl如血g
Use of Thima臼 10Gor
Furaden 3G granules at 
Iha rate of 1 kg a.i.lha. 

Active Use of seed from inlesぬd
throughout fields should be avoid的．
the year 

Top borer March— 
(Sci巾ophaga O<北3畑r
niv吋娯F.))

Termites April-June 
(Odontotermes 0土涵r
obesus(W.)) 

Application ol Furadan 3G 
に釘bofuran-encapsulat年）
or Thimet IOG 
(Phorate-encapsu!ated) 
at the ba訳 ofthe shoot 

Application of 10% BHC 
dust at the rate 30 k仰 a
on either side of the cane 
setts. 

タバコはもっばらテライ 、中でも中央テライ

のSarlahi、Mahottari、Dhanusha地区と東テライの

Siraha地区で生産されている。 1982-86年まで9,OOOha 

を維持した栽培面積は1987年には6,470haに急落

した。これは換金作物の栽培面積全体の3.75%に相当するが、近年は単収にも低下傾向が認められ

April-May Spraying with 4kg. of BHC 
August• 50Np or 1000ml of 
September Malathion 50EC or 

850ml of Thiodan邸 EC
{Endosulfan) or 550ml. of 
Foli出ion/Sumi出ion
SOEC/ha in 300-400 litres 
of water. 

る（図N23)。生産量の33%は紙巻タバコ専用としてタバコ工場管理下で、残りの67%は農家自身の生

産によって賄われている。

2) 品種

ネパールのタバコ品種は元来、噛みタバコ、 bilayatiのための#icotJanatabac旺とJ!rustJca 

の 2種に限定されていたが、 1961年Janakpurにタバコ工場ができ、紙巻タバコ用品種の栽培が始

まった。同年、工場はカトマンズの南東360km、Dhanusha県Belachapiにタバコ研究農場(TRS)を作

り、栽培農家のための技術普及を始めた。その後1972年から、タバコ研究農場はタバコ開発会社

--:)~)--
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の摂取量

当り

とされており、 ールの

さ

しかない。

196 に として ン のKirtipurに

ヽ ヽ

の

橘
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家柑橘開発計画、 I

しては

は柑橘

ど
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c
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であるが、

置か

は6.7万tで、

リンゴ、モモ、ペカン、クルミに

の

さ

゜
にともない、園芸局傘下に果樹開発部、

菜開発部の 4部門が誕生した。果樹の試験研究に関

にみられるようにネパールでは

は標高750~~1. 600mの丘陵地

体の15%のシェアを

計画 (NCDP)では、当初カトマンズの西方200kmに位置するPokhara園芸試験場を

ーとして、柑橘の品種導入、

るDhankuta農業試験場にセンターを

行ってきたが、その後カトマンズの東方360kmに

っている。またネパール国内には現在

25カ所の園芸農場があり、そのうち12カ所は温帯気候" 5カ

に属して、それぞれ温帯、亜熱帯、熱帯果樹

3) ネパールの主要な果樹類

ネパールでは標高1.0

レイシ、グワバ、バナナ、パインアップルなどの熱

、標高L000-1, 800団の丘陵地では柑橘類、ナ

シ、モモ、プラム の温帯

産を行っている。

の低地ではマンゴー

、標高1.800-2, 800m 

ではリンゴ、クルミなどのさらに耐寒性の果樹が栽培

されている。また1984年の栽培面積と を開発

の中で

で、 1987年の

る。 1972年に発足し

センタ

亜熱帯気候、 8カ所は熱帯気候

表N29 ネパールの地域別果樹栽培面積と収穫豆

地域 1栽培面積(ha)j収穫且(t)

東部

中央部

西部

中西部

極西部

計

10,670 
17. 795 
10,484 
7,517 
4,710 

51曽 176

71. 792 
117, 5 39 
7l. 006 
50, 924 
31. 77 4 

3・43, 035 
地域別に見ると（表N29)、カトマンズ盆地を中心とし

た中央部が34%と最も高く、ついで東部と西部が共に21知を占める。逆に中西部と極西部の生産比

は15%、9%と低く、東高西低の傾向にある。

ー—-11



ネパール も重要な である。 197 に に し

ら るように、 の中では に /が=-

でも、下記の 3つのプロジェクト に

国家優先事業計画 ional Priority 。198 に

目標として に で る。

て、接木苗、農薬、肥料、 、灌漑設備 I,'-_ る。

7次 5カ年計画 中 、4,385haの果樹園（ もに柑橘）

② 国際協 事業団の 画 ticulture Development 

に

である。さらに

めている。

←ベ
し、

によっ

どもでき、

。

で1986年から始まった、柑橘(Junar, Sweet orange)、プドウ、クリの栽培技術の確立と普及を目

とした事業である。 Kirtipur園芸試験場で研究と研修、 SindhuliとRamechhapで柑橘栽培、 Ban

keとBardiaでプドウ栽培、 Kakaniでクリ栽培と普及事業を行っている。

③ ADB(アジア開発銀行、資金）と UNDP〈国連開発計 表N30 各生態地域で栽培される柑橘類の地域品種

画、技術）の援助による山地果樹開発計画 (HillFruit 

Develop罰entProject)。1988年から始まった事業で、

東部の11地区を対象に柑橘を中心とする果樹栽培

着化を図っている。計画の目標面積はふ OOOha(果樹園

4, OOOha十家庭菜園用果樹1,OOOha)である。

柑橘の栽培は前述のように標高750-1.600mの丘陵

地が中心である。現在栽培されている柑橘類を表N30に

す。 MandarineorangeではSuntala、LemonではNibu

wa、Jyamirといった在来種が主流であるが、一部導入

品種も栽培されている。

繁殖は接木によって行われる。 Mandarineorange、

Sweet orangeに使われる台木の種類として、 f旦旦竺

tanaka、C. 旦竺ふ IauranUu厭、£ 旱 "_f.fJledica、

I Ja111b/Jiri(Nai te)、Iia瓜bhiri(Floridarough lemon}、

£ 柱享、 I!llegeloxycarpa、Narayani、Sankhatraな

どの生産力検定が行われている。

病害ではPowderymildew (坐山竺 ti1Jgtani11J1J_)な

発生し、またPokhara盆地周辺などでは回青現象(Citrus

Variety Ecolog! 叫 region

Mand印 norange 
Swee! orang a 
(Junar, Maus細 l
Lime 

Lemon 
Eureka Lemon 
(Exotic) 

Mid-Hills 
Mid-Hills 

MはHills
M幻-Hills

Mid-Hills. Tar叫

表N 31 柑橘類の主な害虫

greening di も品質上の問題となっている。ま

Lemon butterfly Papilio demoleus L 
Citrus lea/miner Phy/I四 is/Js匹 el/aStainton 
Ci匹 stemborer Str叩紅umb砂叩m(F)
C四 nutscale Aspidiotus des如 ctorSignore r 
CaJilomia red scale Aon西 Ilaaurant,i"(底紐II)
Cottony cushion scale leery a purchasi MasにU
Ci如 swhite fiy Oialeur四escitri Ashmead 
Bia改 citrusaphid 

Brown citrus aphid 
Toxoptera auranu, {Fonscolombe) 
Toxoptera cillicida (Ki心 ldy)

Ci匹 spsylla Diaphorina dlli Kuw. 
c如 smealybug Pseudococcus citri 
Fluted scale lcerya seyche/1叩 mWes切 0凶

Potato mealybug Nipa釦 occusvastator Maskell 

Aphis spiraecola 
Lepidosaphes sp. 

Fruit sucking moths Othrt11s fullonica C!erck 

0. anc,flia Cramer 
0 matemaL 
Ophiusa janata (Ll 

Cai阻 emarg咋迫 F鼠

Common red ant Oecophy/la smaragdina F 
Oriental加 i!lly Dacus dorsalis Hendel 
Ora'lge bug Rhynchocon・s bumeralis 

Thunberg 
Citrus red spider mite Panonychus citri McGr匂 or
OnentaJ mite E<11etranychus or/en臼/is(Klein) 
Spider mi臼 Tetranychussp. 
Eriophyid mita Eriophyes sp. 

害虫では表N31のような種類が主要害虫とされている。

(2) マンゴー（ヽangifera 立亙竺~)

マンゴーの栽培地域は熱帯、亜熱帯気候に属するテライ平原である。栽培面積7,515ha、生産量

54, 209tでネパールでは柑橘に次いで 2番目に重要な果樹である。特に東部、極西部テライ地域で

栽培が多く、主産地はParsa、 ari地区となっている。品種はBombai、Maldah、Kalkati a、Da

-12---
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の

Powder 

(3) レイン

テ ラ

リカ

Rome 

ド

ど で

゜

large red、

ネパールでリンゴ栽培が始まったのは

ゴー

けて広く

なく況

し＼。

e large red、Hosescanted、Calcuti

らデリシャス系

、McIntosh、Jonathanなどの品種

ふ
べ

ヽ、々

)
t
f
 

/c給レJ

テ

泡

れる

7
J
 

て

の

に

tone肖eevi1が冷。ま

ある。レイ

の

~6月。この

は漸増している。

け

ない冷

では

ほと

に出回る の

ある。 40""-'50年前に、イギリス、ア

delicious、,Golden delicious、Richaredの心ヽ

とも な結果

収めた。適応地域はMustang、Ju開ula、Mugu、Dolpa、Solk暉 buなど海抜2,000m以上の比較

な乾燥地域で、降水量の多い地域では品質が劣る。 1984年当時の栽培面積は約5,000ha、生産量

50, OOOtと推定されているが、現在大規模なリンゴ園が造成されつつあり、栽培面積は急増して

いる。しかし今後の生産拡大を図るうえで、貯蔵施設と輸送手段の確保が大きな課題となってい

る。

(5) バナナ（生竺!!..spp.) 

テライ地域を中心に、標高1,500m以下の丘陵地無霜地帯まで、バナナは古来から広く栽培さ'<V、

親しまれてきた果樹である。在来種は種々の名称を持っており、生育特性、品質に変異が大きい。

近年優良品種としてBasraidwarf、Cavendishが導入され、収量、品質ともに優れていることから

次第に普及しつつある。

(6) パインアップル（出竺堕互 Slitivas)

パインアップルはネパールではBhuinKataharと呼ばれ、熱帯、亜熱帯のテライから低標高の山

間地まで栽培されている。在来種は有刺で果径が小さくかつ甘味に乏しい品種であったが、現在

はGiantkew、Mauritiusといった導入優良品種が主流になりつつある。

(7) グァバ(Psidi11111g111J}livli) 

グアバはネパールではAmbaと呼ばれ、テライ地域から丘陵地の無霜地帯まで広く栽培される亜

熱帯果樹である。過去の栽培では種子繁殖が続けられてきたため、在来種は形態的にもきわめて

大きな変異がある。近年、 Allahabadi、Safeda、

農家に広まりつつある。

know-49といった優良品種が導入され、栽培

(8) パパイア（五江江g且巴旦）

パパイアは低標高地域の家庭菜園で普通に栽培される果樹である。在来種は果形、果肉色など

に多くの変異母系統があるが、品質的に劣るものが多い。最近はWashingtonhoney dew、Ceylon

—B---
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200--2, 

の にも

で

ように

画の
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＇
、 費量は4

4. 4kgであるが、 199

が必要であるか、現在の目

ること増加には限界

他のアジア諸国と

1985年の―-•• 

カトマン

ンケン』沿ピーマン、エ

り、

て低い。

レJ

中心とし

ている。この

'I 

のより一層の

も

こ
b
4
;
9
 

ある。

ネパールで栽培される一般的な野菜は、カリフラ

ツ、トマト、ナス、タマネギ、ダイコン、ニ

で

キ

イ、
、

ラシ、オクラ、力 f ヽ

となっている、ゞヘ

ヽ
地域

東部

中央部

色i 部

中西部

極困部

計

39,882 
63,480 
20,700 
9,798 
4. 140 

.. ~---·· ヽヽ：

138. 000 

37t/haで

と収穫鼠

(t) 

214,322 
341. 135 
i l L 240 
52,654 
22.248 

， 
: 741.600 ， 

カラシナ、キュウリ、カボチャ等である。地勢的に変化に

めに、トマト、ナスなどは平地のテライでは冬作であるが、

時にカリフラワー、キャベッ、ダイコン、ニンジン等も高標高地で

る。このことは、特に南北の輸送体系の整備により、周年的に

1973年、園芸局野菜開発部の発足にともない、カトマン

間地

tarに

夏作である。同

に栽培さ

している。

センター (VRSPC)が設立され、品種育成や優良種子の増殖が行われている。

2) 品種

ネパールでは野菜の組織的な が始ま

に って、カトマンズ盆地でカラシナ、カボチャ、

のはたかだか30年前のことである。 1950年代

イコンの在来種の収集が行われた。また19

72年、野菜開発

部の発足によっ

-/1"1 -
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表N 34 野菜の王麦病害

Dise釦渇

Ruぷ
蕊 cted叫
blight 
Anthracno諄

“ 
＂゚

Al固 m泊

切afs区 t
印ad<四

岡 iterust 

Downy m記ew

Powdeヴ mildew
All由racnose

Oownymiloow 

Powdery mぬ的

Rust 

Late blight 
W.ltdMIU魯

Organisms 

fin凶 m叫 ianum
(S.Kc. 町idMagn.)釦 osi.andC幽

ら四Sが)nl

P炒 iumsp.
and Wolf 

All印 rn:1riabrass心 11(西ホ)Saoo
A匹 ss四 a(schw) wilt~hirn 
Xanthomon年 campestris (P血 D砂り
Al凶 goc.and白 {Pers.L的

Kunlra 
Perooospora匹 asitica(p釘$.)巳.Fr

珈 ipheci,加四砂mDC.
Colletotrichum la匹心rium(Pa叫
FU. arid Haist 
Ps四吻eronosporacaJ畑 nsis
｛西tit.and Curt)脳四

Errsや心9初 MiOC.
Urompsは心 P11rs

Phyfophむ)n,inf.i血ヽ (Mont.)d囃恥
Fuutium oxy1pc,,.,,r心心 Lyco.

”“は(S&o::.)Siy如 iHansllf!. 
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表 1135 野菜の主要害虫

Chim.,,. 

C随畑如ps

Cruell嚢rou葛 Vegel墓U臼

Cabbll9e 
Diamond>aci< 

珈 stard叫ホid
日ea匹山

Mustard sa叫!y
Painbld bug 
M心四 0 面ぷ胆r
Green stink bog 
Stink bug 
Ca比ages加kbug 
Pea leafmin町

Cucurbllace<>us Vegel蘊bin

如 dpumpkin畑edes
Melon fly 
Epilachna beetles 

Pumpkin bug 

即細rbeetle 
Co血 naphid 
Aphid 
Flea bE沿 de

Egg Plant• (BrlnJals) 

Brinjal shoot and fruit b叩 r
Epilachna beetles 

Brinjal stem b匹 r
Cotton aかid
Gre的戸ach叩 hid
Cotton lealhop匹 r
Brinjal lea/ roller 

Okra 

Spiny bollworm 
Cotton leafhopper 
Cotton a的id
Red cotton bug 
Cotton leaf roll臼

Co血 nsemilo叩釘

Onion重ndGarlic 

〇1ioolhrips 

Tomato 

American bollwom 
Cotton leafworm 
Epilac紅tabeeUas 

Cotton aかid
Gre的匹ach却 hid
Collon lealhop匹 r
S町>edmealybug 

Scit10的ripsda臼 /isHo玄。

P涵 is区as泣祖 nepa./en傘恥ub!e虚y
P紅 el/aがostol臼(l.)
U匹屈serysimiK叫L
Phy/lo底,tacrudferae Gooze 
A匹 /iaproxima邸勾

Bagrada叩 die屯 rum(L)
Crocidolom臼binot謹sZeller 
Nez匹け頑J/a(L)
Nez匹 antennata臨 n
Eury虚 mapuに加mWes切ood
Phytom戸 aatrioomis (Meigen) 

Raかidopalpa(oveicollis (Lu中）
Dacus叩 urbitaeCoquille!! 
Ef)l7achna vigintioctopunctata F. 
Epilac:hna dod年 as6gma枷 lsanl
Aspongopus janus F. 
My臼brisphalerara Pall. 
Aかisgossyp1i Glover 
Aかisspiraeco/a Patch. 
Phyllotrera叩 ciferaeGooze 

Leucinodes orbir.a/is Guen細

Epilachna vigintiociopunctata F. 
£pi7achna dodecas~·gma 枷Is細

Euzoph町 aperticel/a Rang・
Aphis gossyp1i Glover 
如 US匹 rsicae(Sulzer) 
Amrasca bigutlula biguttu/a Ishida 
Autoba divacea C;Valker) 

Earias vittella (F.) 
Amr.asca biguttula bigutrula Ishida 
A応isgossyp1i Glover 
Dysdercus cinguねn,sF. 
Syiepは改紅>galaF. 
Cosmo応ila邸は (F.)

加 psr.a位 cil.

Heliothis armigera (Huib⑲ r) 
SpodoptBraヽ研8(F.) 

E炒achna如年stigmaM..!lsant 
Ep,1年 hnaviginlioctopuncta臼 F.
Aphis釦 ssypiGlover 
如 S戸 rsicae(Sulzer) 
Amrasca bigut1ula bigurtula lsh屯
F面血 Krysta{C'-<心"'reU)
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あ

も、 1975年に3

こ
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いる。この

産の

積の

大かのい

であるが、ネパールで

これ以上飛躍的な

地面積の

ふ
J

には年

の

の選択

は望め

),- National P1,rnninJ>: Comm!ssic心inは表N36の

つ

穀類の種類

祖

トウモロコ
小

., Hl75-85年 ,,1 1585-200()年念
. ... . . 

379.6万t 431. 2万t 865. l万t L 
249. l 275. 7 509. 6 

1心゚
2 

79.6 81. 8 175傘 0 0.3 5。2
34ぐ 2 58.8 162. 5 6 7. 0 

穀類

稲

トウモロコシ
小

単収

I. 77阻t/hal.68mt/ha 2.9!mt/ha -0.5" 
2. 0 l 2. 02 3. 50 0. 0 
1. 75 lも 45 2. 50 -I. 9 
1.15 1.26 2.50 0.9 

3. 7% 

3. 7 
3. 7 
4. 7 

り実績 ＊’ 目標

い。したがって残された道は単収をいかに上げるかである。

であった穀類全体の単収は1985年に1.68 t/ha になっ 1~0

での単収の増加目標はふ 7%に設定しているが、このような状

トウモロコシは近年単収 しく低下し、収奪農業による

についてみると、 1975

を 5%の

l' 
＇ n
i
 

1ふ

である。 2000年ま

である。特に

している。

2. 農業生産上の問

1) 優良種子の生産と配布

優良種子の生産と配布について、 1985年までに在来種から導入・育成の高収性品種(HYV)に置き

わった面積率を見ると、稲で25%、トウモロコシで35%、小麦で85%となっている。この

から計算すると、稲32,OOOt、トウモロコシ4,920t、小麦54,480tが種子量として必要になる。し

し農業公社 (AlC}が1985年に実際販売した種子量はわずかに、稲140t、トゥモロコシ70t、

2, 110tでしかなかった。それぞれ必要種子量の0.4%、1.4%、3.9%をカパーしているに過ぎなし 'o

このことは、実際の種子流通形態は、農家が自家採種しているか、または自家採種による

、販売されているかである。 Fl種子で雑種強勢を維持しているトウモロコシはいうにおよ

ず、固定種の稲などでも定期的な品種更新が必要である。農業生産性の向上を阻害する要因の一

っとして、政府の優良品種への転換策がスムーズに進んでいないことが挙げられる。

2) 肥料の不

-1/-
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々に き

しての生産物の

である。またインプットとして

の面でも同様の問題が生じている。

などがあり、人力に頼る割合は32%であるゲヽ

を取っている。搬出できる数量には制限があり、

ます拍車をかけることになる。

の搬 の ら ヽマJ .... '.J r ' ットと

も、テライ では

ではほとんど iw ナ,~-

も .:;,,,;1. ~ ¥ ✓ ヽ桑なに いパ 果 ぃぃーを 吐か

このように農産物の流通と市場形成を妨げている

物は都市間を往来することなく、都市近郊で自

因は、単に道路の

的な市場を い。つまりマ

ーケット間の孤立が認められる。さらに貯蔵施設、加工施設の不備、

供給、販売体制の未確立、なども市場形成を阻害している要因である。

とはいえ、事態は次第に改善されつつある。貯蔵施設にしても、おもにバレイショ

の ヽ な

とし、

野菜、果実等の生鮮食料品も保存できる保冷庫が全国に14カ所に設立されている。 3カ所はADBの

援助、その他は私企業の手によるもので、その貯蔵能力は全国で12,600t、カトマンズ周辺で3』

OOtある。バレイショは堀取り後、 5-6カ月この保冷庫に貯蔵されて市場に出荷される。ま

在進められている丘陵、山岳地帯での果樹振興事業では、生産はできるが流通、販売ができない、

という問題が生じているが、これも産地に貯蔵施設を作るなどの対策で解決できるであろう。

ー、 O~



の

し ネパールの

ネパールの

ヽ と

の役割、存在意識も

がGDPに占める

国民生活を豊かにする上で、農業技術開発のための

されるようになっている。農業研究、開発予算として1981

にはこれが7,6 3 に増加した。現在これらの研

、1993年までにはさらにGDPの1.0%に、そして今

させる計画である。

1) 国立農業研究サーピスセンター

(1986-90)で、これまで膜業局の傘下にあった農場を整備して、試験研究機関

させることが決定した。この決定を受けて、 1985年12月に発足したのがNARSC(National

iculture Research and Service Center)である。 NARSCには上部機関としてNARCC(National

iculture Research Coordination Committee)が存在し、ここでNARSCの活動評価、関連機関と

の調整、予算措置の決定などが行われている。つまり NARSCは、これまで農業局に属していた農場

の、生産機能と研究機能を分離し、技術開発を効率的に進めるための試験研究専門組織といえる。

）国立農業研究サービスセンター (NARSC)設立の目的

NARSC設立の目的は、以下の活動を行うことにあった。

ネパールの農業研究を促進するため、短期あるいは長期の開発計画を策定する。

の認可を受けた開発計画を実行するため、中央研究所、作物開発計画農場、各地の試験

の研究活動を監督する。

③普及部門との協力の下に、研究成果、技術を農家に伝達する。

④研究成果を出版物の形で発表し、また情報交換を行う。

⑤研究環境の整備向上を図り、研究部門の人的能力の開発に努める。

⑥圃場、施設、農機具等の管理システムを確立する。

⑦病害虫、土壌の診断サーピスのため、各地の試験場とのネットワークを作る。

⑧研究成果の農家圃場における実用化についての監督義務。

⑨図書の充実と情報管理。

⑩数理統計事務所の設置と研究成果の科学的処理。

⑪国際農業研究機関との連携の強化。

以上のようにNARSCでは多くの活動目標が掲げられている。

(2) NARSCの組織

NARSCは食料農業省の試験研究機関を代表する組織である。カトマンズ郊外Khumaltarの各研究

（農業生物、土壌・化学、農業工学、畜産など16部門）を中心に、稲、トゥモロコシ、小麦など

作物の種類別に開発計画農場が全国に11カ所あり、そのほか農業試験場11カ所、園芸試験場11カ

、畜産試験場 5カ所、水産試験場 7カ所、種苗試験場 4カ所、作付体系試験場 5カ所を有する

きな組織である。 NARSC傘下の試験場の内、 Khu団altarの中央研究所及び全国11カ所に散在する

— :il -
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Khumal 
Rampur 

Par冒a!llp冒

£ihairnhawa 
サトウキビ

知沼alpur 油糧作物

Belachapi 夕

Kabhre 高原作物

Dhankuta 
hrpha 温帯囮芸作物

璽

知 rpl這

又
s

麗

Dhankuta 

NARSじ

については、すでに

ヽ

パイテ の

られている。

は、①包括

、施肥管理、

に 況とともに研究成果

pac 

の

technol 

の

べたので

、つまり

Cに属さ に と同様に のもとで生産を

し＼ 隠場も い。過去に に配置さ てい 農場数の2/3 、そのまま依然農業局

は 33カ に を の の3 である

こ では の モ ストレー ンヽ たる としている。
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ternational Center 

ールでの開発協力、技術協力も盛んである。今回の調査

い形をとっている国際機関である、国際山地総合開発センタ

と活動の概要を紹介する。

ン、インド、

、1989年から

である。

ed Mountain Development) 

のJawalkhelに所在する。

国際機関の一つである。 !ClMODはネパールを中心に

メンパーとなっている。多くの国も、アフガニスタン、パキス

シュ、タイ、中国などアジアの山岳地帯を有する。初代

ank keが2代目の所長となっているが、歴代所長

、情

されている。

国際機関であるが、その活動領域は、 (1)特定の課題設定による

活動計画策定、の 2分野に大別され、さらにそれぞれが以下

の

の農業政策と投資への助言、農村の支援対策。

問題と雇用の確保(Populationand Employment) 

の人ロセンサスと将来予測、人口の動態・移動状況の把握、農外収入・雇用機会の拡大、

資と支援サーピス、政府の雇用政策、人口資源の活用法開発。

山地開発の基盤整備技術の開発(Infrastructureand Technology) 

華盤整備と技術の現状把握、社会環境（運輸・通信・エネルギー供給・保険衛生・教育）の向

、農業生産向上を目的とした濯漑・機械化・貯蔵技術の開発、基盤整備実施に当たっての

の課題設定による個別技術開発

n Farming Systems) 

発戦略の策定、従来の農業体系の変換技術、山地農業の研究と遺伝資源保護、

ironmental Management) 

地資源の質と活用法の調査、環境の影響評価、持続的資源活用計画の基準策定、河川流域

の総合開発、多様な生物の保護、環境管理とその研究

2) 出版、旧訊．へ応ヽ

版と情報交換(Documentationand Information Exchange} 
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カトマンズの

の

160k罰、 Narayani県Chitwan郡のRampurにキャンパスがある c 開設は198

の高等農業教育機関で他に農業教育を行っている大学はない。講座は農業生物、農業経

落社会学冷農業統計、農学、園芸学、害虫、植物病理、土壌肥料・農業工学、畜産、

基礎科学・人文学の11講座である。教育年限は 3年または 5年であるが、そのほか農業普及員の

の短期研修も実施している。現在1062名の学生に対して、教授 3名、専任講師43名、外部講

17名、講師補29名など合計111名の指導陣容である。これまで5,98 3名の卒業生を送り出し

このうち農学士の資格者は410名、農業教員資格者は275名である。国内では修士、博士過程は

コースを

として現場で

(1-

，
 

）、中

〗 ~3 年〉、

も

(6 ,_, 8 (9、

と、小学校が:7,2 5 

）であっ

に

ふ心
吃）つ ,~0

29、総合大学(universi

ベン大学の農令畜産学部

槻関としての機能

つある。

われている。そ

している。

るものは国外留学となる。卒業生の大多数は郡農業開

ヽ

゜
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している。
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4. の

のネパールの

華姑年の成蓉
ヽ

は、

てい巧

り、

ふ
e

ー
心

考えるとき、

の重要性も

5地域、 14県、 75郡に

にしており、郡の農業開発事務所に郡農業

し

の

る

あり、

ロジ

JTまたはj了〉として

ハU
芍

3

の

ヽ の

の果たす役割はきわめて大きい。し

ら明らかである

る。農業の普及活動は郡を一つの

(JT)、普及員補 (JTA)が配属さ

て

指導する。 JTは10

コ--スを した者あるいはJTAでJ に合格した

、’
全
}
I

て

である。 JTAはJT る にあり、

身分のものである。県レベルではさらにADOを指導する

るむこのように、地域一県ー郡一村落（バンチャヤット）と国の行政機構に基づい

も行われている。普及員の活動は村落担当制であり、普及員一人当りの担当範囲

、i 数で2,000~2, 500戸となり、曰本に比べると対象範囲が 4~5倍である。普

内容は、①技術指導、②統計調査、③農民組織の育成、④宮農資金の相談、⑤生産

材の ヽ の農業開発計画の 、など多岐に及んでいる。
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l) 燃料材の

985年の統計によ

された

の

ヽ

ろで

にネ

らのもので、

の4

るc 

はどの様に

に基づい

はインド

発

の結果、

゜
しい覇権国家に囲まれているという問題は残されており、今後も輸出入にインドが口出し

ることは避けられそうにない。その他の森林産物の利用で特記すべきものとして薬用植物と芳香

含む）があるゲ＼

の利用以外に、

については、一部を除いて

950万tと

も

ヽ

ており、 260万tの

、199

D p 

ヽ

ネルギー供給

図N 28 動に る の

の まる どの て、燃料材としての

は解 てしる ヽ 、インドという

困難なため，ハ

とか水資源管理のために森林を利用するという利用方法

はとられていない。ただイギリスの影響を強く受け

に置い

まんべ

いる。ネパールの

ている。

いない。

野生生物保護

されていて、

は近年伸長が著しい

ま

と

‘~` 

に

的に

に外

な産

は 690万t生産されている“ヘ

となっている。

に対する

にみると、テライ

は

では供給量
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し¥ 30 令C る る。

きわ

べき森林からの

るし、村落自

紀となろう。

のに

問題で、日本も199 らフ

のための

は、

の

'いますぐ始めても実際の効果は21世

プロジェクトを始めている。

2) 加工用材生産

加工用材用の樹種は特定されてはいないが、建築材としてサル（フタパガキ）、モミ、チールマ

ツ(Pinusroxburghii)、ナラ・カシ類、プルーマツ (Pinus wall ichiana)などが代表的で、家具材

として利用される種類はアカシアやローズウッド (Dalbergiasisso)などが代表的である。

加工用材は燃料材に比較すると重要度が若

在的な需要は大きい。流通量

由は交通システムが未整備の

制限されていることと燃料材確保のために用

材として利用できるまで森林を育成できない

という問題があるためであろう。事実、 1985

年現在、全国で供給されている用材は60万ffil

で、需要は90万maと30万maの不足となってい

る。中山間地では不足はないが、全国の

るが、 でも木造家屋が主体となるた に潜

表N4l 材供給の現状と今後の見通し（百万町）

地域 供給藍 需要最 収支

1985:r: 
o. 1 0.4 -0.3 

ライ ↓ ↓ ↓ 

2010 0. 7 1.4 -0. 7 

1985年 o. 5 0.5 o. 0 
（中山間地） ↓ ↓ ↓ 

2010年 0. g L3 -0.4 
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ネパールの
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は

を農産物に

ライ平原などの

は

しないが、牛乳生産の

も

み

ようにインド菜のヒ

はヒンドゥー教となってし

とし＼

く、

ヒンド

ゥー教とチベット系の

の餌の問題

なわち

する量は非常に多い。またネパールで

に大きい

が混在している

ヽ

えられる。ヒンドゥーは牛

ど

る

こ

'，
 

る

とは関係な

曰本と違って

きるほど食糧が余っているわけでもなく、

に森林を原野にかえるか、森林そのものから餌を確保する以外道はない。データが物語ってい

るように、家畜の餌に回される董は最大の林産物利用である燃料材の約65ほ程度にも達する。

現在ネパールでは家畜飼料として利用され 表N42 地域別家畜飼料供給の現状と今後の見通し（百万t)

る林産物量は全土で450万t生産されているが、

の必要量は480万tで、約30万tの不足と

っている。地域的にはテライでは 150万tの需

に対して150万tの供給、中山間地では320

tに対して300万tと地域的に大きなばらつきは

ない（表N42)。

今後の見通しは、テライでは2010年に210万

t、中山間地では380万tの需要量と、 3~40t隣の伸びが予想されているが、テライでは大きな不足

はないと予想されており、ただ中山間地では 110万tの不足になる見通しである。したがって家

畜飼料としての林産物生産は中山間地に集中されることとなろう。

4) 保護管理地の配置

現在国立公園などの保護されている森林琴原野は11地区で、国土面積の約7.4裳を占めている。

保護区の内容は、国立公園、野生生物保護区及び狩猟保護区である。これらのうち、国立公園は

地域 供給量 需要最 収支

1985:r=-- 1.5 1.6 -o. 1 
↓ ↓ ↓ 

2010 2. I 2. 2 -O. l 

1985年 I 3. 0 3.2 -0.2 
（中山間地） ↓ ↓ ↓ 

2010年 l 3.8 4. 9 -l. 1 

図示したように 6箇所、野生生物保設区は 5箇所、狩猟保護区は 1 となっている。これらの

を拡大しようとする動きがある 、保護区の管理については現在の状態は十分とは考え

ー：ぅ~-~
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ヽ 1 l JP.}ヽ 自

の組織は林業研究部、 儒植物研究所、王立植物園

ルの 4組織から構成されている。構成人員は、

24名（うちDrが4名）℃
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3) 林業教育と普及

までの

の組織と構成に

となってしる

Vで説明

する。
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9
、

中

調べ

＇と

のもの

てしヽ る

パスは西部ネパールの のポカラ

Ins 

にあり、サ

る高等教育について、特に

ャンパス

ヽ

ライ

イン干ャン

のヘトゥ

ーダ市 (Hetauda)に設置されている。ボカラキャンパスは国際槻関が最近になって建設したもの

で、風光明美な場所にすばらしい校舎が立ち並ぷ大変立派なキャンパスである。

学部全体の組織構成は、研究教育スタッフと管理を行う行政スタッフ、それらを統括する

機関が入った各種委員会やプロジェクトなどで構成されている（図N31)。また参考までにヘトゥー

キャンパスの組織も図示してある（図N32)。なお林学部の最高機関である学部評議会のメンバー

は、学部長、森林局長、国立公園・野生生物局長、林業植物研究局長、大学本部計画部長、他 2

名の関係者である。学部長はボカラキャンパスに、また副学部長をヘトゥーダに 1名とポカラに

2名、うち 1名は行政担当、配置している。研究教育スタッフの布陣は教授ー講帥ー講師補ー副

というシステムをとっていて、ボカラキャンパスは教授 1名、講師12名、講師補18名（臨時契約

ーすなわち客員を含む）さらに副手 8名、ヘトゥーダキャンパスは教授〇、講師 7名、講師補 8名、

副手 5名で構成されている。したがって研究教育スタッフだけで林学部全体では51名というネパ

ールでは大所帯の組織といえる。学問的な水準からいうと講師以上は作士過程卒以上、講師補は

大部分が修士過程卒で一部が学卒、副手は学卒となっている。日本のシステムに読みかえると、

教授は学部長級の教授、講師は教授、講師補は助教授、副手は助手に相当すると考えられる。

教育訓綽に際しては、専門別に教育訓錬委員会を設趾して各部門別の教育方法、研究、カリキ

ュラムなど、具体的運営の責務を担っている。教育訓練委員会は、メインキャンパスに森林経営、

野生生物管理、生物学および造林、森林利用および機械化の 4委員会、サブキャンパスに土壌保

全、野生生物、林学、一般課題の 4委員会、合計 8委員会が作られている。なおメインキャンパ

スでは一回生だけの一般問題委員会が作られている。各委員会の長は講師あるいは講師補で、他

-(i'.2-
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に数人のスタッフで構成されている。この教育訓練委員会は日本のシステムに当てはめると「講

座」に類似し、一般課題委員会は「教養部」に相当する。

教育訓練のコースは 2つあって、森林土壌保全省で下級専門員として働くための資格を得る 2

年間の林業講習コースと同省の林業あるいは土壌・水保全業務に従事する上級公務員としての資
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的に取り組む必要のある問題と解決

1)問題と解決に向けての動き

ネパールの森林の荒廃はすさまじく、 FAO統計によれば国土面積の53裳

となっている。これらの荒廃地は、一部は草地や農地として利用されていたものも含ま

気候的条件からすれば大部分は森林であったものと考えられる。荒廃地の急速な拡大は

のインドやバングラディシュの恒常的な大洪水、国内的には燃料材の不足や土壌

く。森林荒廃の原因の一つには最近のインドの経済封鎖もあり、インド国内で発生

る洪水については因果応報という側面もあるが、イスラム教のバングラディシュはたまったも

のではない。荒廃地となった林地の森林化も非常に大きな問題であるが、さしあたりは林冠閉鎖

の低い、荒廃地予備群の劣化林地をいかに荒廃地化させないかという点にあろう。というのは

いったん荒廃地となった林地は回復にきわめておおきなエネルギーを必要とするからである。そ

’’ ---fヽ.:
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のた は なった ・ヱwo  
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FAP とし

スター

1〉 tふ~ と

の と iこ て

ること

_ヽ,_1V'/:)J"j~ ~1V' 応 1 いこらにそ の にと う の

源

④ 森林管理や産業造林を発展させ、そ

て地域や国の経済成長に貢献すること

の計画は、

に個人、団体及び機関が役割を

問題を促進できる林業関係の組織の

ている。取り上げられた具体的問題は次のようなものである。

①部落林業と私有林業

彼らの

には、荒廃地

チャヤットにまかせることとし、 では苗木 するか、補助金

料効率のよいコンロの使用と配布を行う。

国有林業と分収育林

部落林業や私有林業を補完するために国有林を政府機関や私企業のリースによって開発管理

する。まず林地を区分し、燃料が不足している地域の生産目的林分を摘出管理する。産業造林

に適した林地を貸与し、劣化した林地の大規模造林を進める。さらに国有林で造林実証を行い、

にあった伐採制限を行う。

③薬用植物と芳香植物の繁殖と利用

薬用及び芳香植物の供給を増やすことと有用産物に加工し地域や

ヽ ょ

み

よって

に、彼ら目

にバンチャヤソト林を作り、

薬草園のネットワーク

に

こと

こ
~:,9, 

と

させる

ること、

ることに

らの の

さらにこれらの

目標として作ら

行うことを求める。具体的

ヽ

るとともに、産業として必要量を確保する

では管理をパン

と同時に

出する。標高毎に

に地域集荷センター

設定する。同時に品質コントロールのための教育・普及を進める。

④森林を基盤とする産業の開発

国民のニーズに応えて木材等の林産物の加工を促進し、工業化によって経済発展に寄与する。

木材や他の林産物素材を集めるシステムを構築すると同時に素材にあった工業の開発を企画

る。既存の工場の近代化と市場開発を進める。

⑤土壌保全と流域管理

-b:i―--



の

普及

ン）

ることによ

のた

と同様、森林生態系

地域外の植物蓄

ヽ

な

る

に

る。その

り,,

物の

インフラ整備および支援体制の強化によって保護地域の管理

物の代替品開発によって保護地域に隣接する地域住民との

⑦森林資源情報システムの開発と森林管理計画の策定

森林土壌保全省内で各種調査、資源量解析、さらに活力を生み出すその他の情報のための

ス～

キ
6

゜

ま

と゜

とし

シJ

林資源情報システムを開発し、このシステムを使って長期及び作業計画を作る。そのために森

資源調査と資源量の把握を一連のものとして進め、資源情報の適切な管理、加工シシステム

構築する。さらに適切な訓練計画とアフターケア、モニタリングおよび管理計画実施によって

国や地域の森林管理計画立案能力を高める。

⑧林業研究と普及

林業部門の研究開発と同時に普及と情報提供能力の増強、さらに研究成果の利用促進を図る。

そのためには人材確保、国や地域での研究のネットワークの構築、施設の改善、研究の優先度

の策定、研究者の待遇改善等によって研究開発能力を高めると共に、林業改良普及所の組織化、

普及員の訓練、メディアを使った宣伝、普及員の良好な普及環境の整備などによって普及と

報提供能力を高める。

⑨人材養成

林業開発計画策定と実施を進めるために林業部門の人材能力を開発する。そのために人材と

訓練の必要性を把握し、林業と関連分野の教育訓練計画の改善を図るとともに訓練所のネット

ワークを作る。また訓練に応じた資格を付与する。

⑩モニタリングと評価

林業開発計画をモニターし、開発方向を導くためにモニタリングデータを加工するためのシ

ステムを構築する。そのためにはデータ収集方法、加工方法、保存と普及のためのシステム

開発すると共に、加わったインパクトを評価するシステムを開発する。

⑪既存組織の改革

より効率的で、効果的な開発計画を実施するために、林業部門の組織機構を強化する。

⑫政策と法律の再構築

個人、部落および組織の参加を可能にし、また向上させるための現在の法律の見直しを図る。

そのために既存の政策、法律、規則など将来の姿に適合しない場合には変更する。

これらの計画の実施によって、このマスタープランでは2010年には燃料材の供給量は、現在の

690万tから 1.490万tに増加し、人口増加による需要の増大を含んでも 70万tの余剰ができると推定

-(ifi---
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の推進に大きく寄与するものとして

レストリーとして位置
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し、 80万tの

10万口に

t 
し、

るもの

きな改善となる

は図に示したよう

のトップに位置づけられて

たもので、国際的には

である。ネパールのような

口が多い国にとっては非常に効果的な森林利用の方法として

のネパールの森林魯林業部門に対する協力も大筋ではこの

センター (ICIMOD)も同様の研究を進めているし、日本も J!CA

られている。

にあり、国際

ロジェクトと

して「ネパール林業普及計画」プロジェクトがボカラの国立大学林学部と共同で1992年から 5年

の予定で初められている。その他多くの国が二国間の協力を行っているが省略する。

2)日本の対応と林業部門における熱研の協力の

これまでの論議から、基本的には耕地面積が相対的に少ないことおよびそれに対して人口の増

加が非常に急速であること、また既存の農地の生産力がきわめて低いことおよび木材以外に家庭

の燃料を確保するすべがないことが荒廃地の急増や森林からの生産性の低い農地の開発という

ネパールの林業問題に直結しているという結論に達するのではないかと考えられる。したがって、

耕地面積に対して人口の多い開発途上国に一般的なこのような錯綜した林業問題の解決には、

業と林業を結び付けた、例えば最近注目されている社会林業やアグロフォレストリーが基本的な

解決方法と予想され、現在進められている JICAの社会林業計画プロジェクトは時宜を得たものと

評価できる。しかし、ネパールやパングラディシュのように耕地面積が人口に比して狭く、恒常

に食糧不足が続くような国では燃料材としての木材生産はともかく、基本的には人口増加を抑

える方策が必要であるし、単位面積当りの穀物生産置の増大に焦点が絞られるべきであろう。そ

の場合に農業の項で述べたように多収穫品種の導入が必ずしも多収穫に結び付いていない現状で

は、育種の問題よりも水管理や土壌生産力の増強がきわめて重要であると考えられる。林業につ

いては、基本的には衣食たって知る礼節として位置づけられる本来の加工木材生産や森林・原野

の自然生態系保全を中心とした林業は、その意味では重要度が低いものと位置づけられよう。た

衣食の中に位置づけられる燃料材生産や家畜飼料生産については集落の安定に強く寄与するも

のとして十分な配慮が必要であろう。
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のような も、
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の の諸国とのいろいろな

とすでに

ヽ の生活についてはネパールの他の地域との比較では良好と考えられる。

とは既述のように社会林業技術移転と普及に関してJI

゜

し

の

にくい

に対する

、技術協力関係では唸

を進めている。国の研究機関のほとんどがカ ズにある

し＼

ま

と

9

,
．，● し

るこ

てい

る。他の国との競合は大学の場合は比較的少ないので、 Jl CAプロジェクトの成功率は高いものと

判断される。しかし、研究協力となると、設備等の問題があって、十分な実を上げるとは考えに

くい。また大学の場合は林学部が PokharaあろいはHetudaという田舎町、農畜産学部がRampurと

いう田舎町に位置していて、家族の生活にとっては文化魯教育、さらに医療や食事の問題が必

るものと予想されるので、熱研のように単独あるいは少人数での派遣には困難が伴うものと

られる。たとえ単身で出かけたとしてもダールスープとカレーを中心としたきわめて独特な

はおそらく日本人には耐え難いと考えられるし、不時の病気の際にはカトマンズまで出ざる

得ないので、派遣される場合にはかなりの覚悟が必要であろう。

結論的には熱研からネパール政府機関への研究者の派遣は得策ではないと判断される。一方、

カトマンズにある国際山地総合開発センター (ICJMOD)はアグロフォレストリーや社会林業を含め

た研究を行っており、半国際機関として主要な位置を占めている。研究環境は非常に良好と考

られるが、基本的にはヨーロッパ諸国の仲良し機関の地位を出ないし、研究内容が社会経済的な

評価に偏っている。自然科学的なアプローチを重視する熱研の現状では対応するのは得策とはい

えない。
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I ラオ

1. 

） 

ラオスは楊子江以南から

ってラオスの歴史は

(1) 

ランサン

ン国はカン

スロロ謬よ芦言己二木不苧写〗

がsDemocratic Republic)の概要

したタイ

しく、

ラーオ 12世紀に定着したの

14世紀に始まっている。

まりである。した

Ngume)王が現在のラオス全域と東北タイの一部を含む

の象を意味する）を建国し、 LuangPrabangに王都を築いた。ランサ

継承し、一時期隆盛を誇った。しかし王国はその後、シャム、

ベトナム、ビルマなど近隣諸国の圧迫を受け、これらに隷属しつつ17世紀末に王位継承をめぐっ

てVientiane、LuangPrabang、Campasakの3王国に分裂した。 18世紀後半、シャムは 3王国を自

国の属国とし、 19世紀にはベトナムの院王国もラオス領土の一部を自治領に縦入した。

(2)近代： 19世紀後半、ベトナムを保護領としたフランスは、シャムのラオス蚕食に干渉し、

1893年フランス・タイ協定によりラオスの保護権を獲得し、 1899年には仏領インドシナ連邦に編

入した。植民地経営に当たってフランス人はラオス人民に対して徹底した愚民政策をとり、ベト

ナム人を中級官吏に登用してラオス人の敵懐心をベトナム人に向けさせるなど巧妙な分断統治を

行った。フランス統治時代は鉱山開発のほかは見るべきものはなく、経済的発展は進まなかった。

(3)現代： 1941年日本軍の仏印進駐、 1945年の仏印処理は民族独立運動に火をつけた。戦後フ

ランスが宗主国として再度復帰したが、 1949年ラオスは仏連合内の独立国となり、 1953年プーマ

首相はフランス・ラオス友好条約で法的にも完全独立を達成した。他方急進派のパテトラオは共

産主義化を進めて穏健派と対立し、プーマ首相の二度にわたる調停工作にも関わらず{1957、196

2年）、ベトナム、カンボジアにおける共産剪力の勝利を背景として次第に勢力を拡大した。 1975

年、愛国戦線はベトナム人民軍支援のもとに進駐を開始して全土を掌握し、王政の廃止、ラオス

人民革命党による共産主義国家を建設した。その後ベトナム、ソ連と緊密な関係を保ちながら現

在に至っているが、最近の計画経済のもとで資本主義各国とも協調態勢を図るなど徐々に共産主

義国家の形態を変えつつある。

2) 民族

民族的にはタイ系のラーオ族が中心で、総人口の60%を占める。ラーオ族の他に少数民族として、

タイ系の黒タイ、白タイ、ル一族、ラオ・トウングと呼ばれるプロトネシア系のカー族、またラ

オ・スーングと呼ばれるメオ、ヤオ、マン族などがあり、これら少数民族は67種、人口は100万人

と言われる。さらにベトナム人、中国人が全土に分布している。特に中国人（華僑）は、旧王政下

では10万人がVientianeをはじめ主要都市に在住し、商業活動に従事していたが、 1975年の革命の

戦乱とその後の人民共和国の成立にともない、相次いで国外に脱出し、現在その数は 5千人以下

にまで減少したといわれている。
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2. 国土と人口

1) 国土

ラオス人民共和国は、北緯13'54'---2 が 30' 、東経100·05•
ぶやや左に傾いた帯状の内陸国である

---1or 3がに位置し

。国土面積は236,800km2 
、南北1.000kmに及

ほぼ匹敵する。国境域は、北部は中国と で日本の本州の面積(22.7万kmりに
416km、北西部はミャン

km、東部はベトナムと1957km、南部はカンボジ
マーと230km、西部はタイと1730

アと492kmの距離で接してし
ヽる。内陸国のため、主たる交通手段はメコン川をわたっ

てタイヘ出るか、山越えで陸路ベトナム
ある。その他の第三国へは航空機によ へ出るかのいずれかで

うな内陸国故の閉鎖性が産業発展を阻害す
る以外直接的な交通手段はない 、

o ネパールと同じくこのよ

国内は、北部、東北
る要因にもなっている。

部、中央部、南部の 4

地域に大きく分けられ
、、 中国

，
 

る（図Ll)。中国、ミャ ミャンマー

ンマー、ベトナムと国 ベトナム

境を接する北部、東北

部は海抜1.000~ 2, 000 

mの高原あるいは山岳

地で過疎地が多い。中

央部、南部ではベトナ

ム国境側の東寄りに海

抜1,000m前後の安南山

地があるが、タイ国境

側の西寄りにはメコン

平原が開けている。メ

コン平原の平均標高は

250-SOOmであるが、

Champa sack平原や

AttopeuのMuongMai平

原など海抜100m以下の

土地もあり、ここでは

農業が盛んで人口も多

い。一方行政区分でみると、国内はV
ientiane特別区を含めて

（図12)。県の下には郡(d.
17の県(P

1strict)が117、町村(sub-d・
rovince)に分割されている

1strict)が937あり、さらにその下に村落(v

ー／ ＇ 

，田ffi北部

:-:-: ゚.:-:-:-:-:-:-

ぇ::::翠：:;: 翠：・・::・ 東北部.・.・.・.・.・.・ 

llllll lllllllll Ill II 南部

タイ

,_,, 
ヽ• , -----~--~ ,,,.,、-

図L1 
ラオスの地域区分

i l lage)が11,512ある。

2) 人口

人口は1976年の289万人カ
〕ら1988年には394万人に増加しており

、年平均人口増加率は2.6%であ

-70-



る。 のアジ
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％に高まっているとい

もし

17人/km

度で、広大な

と増加し

て

増加

し人口密度は、

12人/k耐から

だ希薄であり、人口

問題と

ることは

会的

は2.9~3. 0 

3オ、

0986年）で

域は2,OOOm以

われているが、

南部

イ国境沿し

に比し

る。

メコン川沖

976 

程

5L 

部地

の

図 2
 

ラオス

部及

る。 し て国 の人口密集地、 都市 し も夕

の国土の西側

都はVientianeもメコン河畔の海抜l

り、人口は42万人(1988年）に達し

Luang Prabang、

する。首

平地で
L 1 ラオスの県(Province)別面積と人口(1988)

の

力が弱しヽため、

と

3) 

はある

な都 である

ることが分かる。

行政組織

部門の

口の都市集

いる。 この他、

ラオス

慟人口吸収

は15%と低く、

どの国民は農村に居住する。ラオス各県の面

積と人口を表Llに、人口密度の分布状況を図L3に

。中央部、南部に人口が片寄って分布してい

ラオスは現在の計画経済圏国家とし

少しずつ変更する方向にある。すなわち徐々にで

の立場を

自由経済圏の利点を取り込む方向で現在

県 名

Phong Saly 
Luang Namtha 
Oudomxai 
Bokeo 
Luang Prabang 
!louaphanh 
Sayabouri 
Xieng Khouang 
Vientiane 
Vientiane Muni. 
Borikhamxai 
Khammouane 
Savannakhet 
Saravane 
Sekong 
Champa sack 
Attopeu 

， 
面積(km2) : 人口（千人）， 

i ， 
， ， ， 

16,270 
9. 325 
21. 190 
4,970 
16.875 
16. 500 
I I. 795 
17,315 
19,990 
3,920 
16, 470 
16, 315 
22. 080 
l 0, 385 
7. 665 
15,415 
10,320 

134 
107 
275 
60 
323 
230 
174 
178 

293 
416 
135 
235 
603 
202 
56 
443 
76 
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図L3 ラオス 口密度

人口密度（人/k記）

。ま

いる

った新しい

併示し

は図L4に

ものである。

内の部局戸ヽ

の試験研究機関及

艮

ま＂ 
こ
t

,

 

の

したような

には農林

の技術・教育関係の

機関の試案段階の組織を

なお農林省

農業恩灌漑・組合

と呼ばれていた。省に

は5人の大臣補あるいは

臣を配置し、官房、

経済・計画・財政・国際

協力局、農業局、畜産局、

同組合・地域振興局、

、林業局、気象・

理水局、農業情報宣伝局

および農業機械局の10局

図 L4 ラ オスの行政機横（中央省庁）

（試験研究祖閲のみ） （技術・数育関係のみ）

只菜研究センター

・積子増殖センター

．ぽ物保護センター

・種子センター

(Savanakhe t, Champasak) 

・租試験填

・農策試験場

e 国立栽培研究所

・環境保腹事務所

・資加経営事務所

必野生生物水産事狂所

，森林保護事務所

・造林事務所

• 高等枯菜学校

• 森林技術学校（全因で 3校）

• ;)Q綽センター
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、ラオスの地万紐眠についても

に作られている。県の行政機構は図L5に

る

部局で扱うのかま

はまだ十分定着し

である

にはな

と 管轄する

るはずであるが、現在動いている

て動かされている。

いノ

について を しI'-O 

図 L5 ラオスの地方組織（各県）

各地方（郡）対応組織

3. 気候と土壌

1) 気候

ラオスが位置するアジア大陸東南端のインドシナ半島では、気温は亜熱帯または熱帯の条件に

あるとはいえ、季節風の影響が大きく雨期と乾期が明瞭に認められる。雨期はインド洋または南

シナ海から吹きつける南西季節風、乾期は冬期にシベリアから吹きつける北東季節風によっても

たらされるが、乾期はさらに寒候期と酷暑期に区分され、 1年を 3つの気候に区分することもで

きる。インドシナ半島の季節風の概況と降水量分布については図 L6に示してある。

南西季節風は 5月頃から徐々に始まり、最初は南東の風であるが、 6月以降10月まではほとん

ど南西の風で安定する。この時期は海洋からの湿気を帯びた雲塊が絶えず降水をもたらす雨期で

ある。 11月にはいると風は北東の季節風に変わり、大陸から冷たい乾いた風が吹き込み、翌年の

4月まで乾期が続く。ただし 3~4月は気温が上昇するので、乾燥、酷暑の気候となる。

ラオスの降水量はタイより多い。メナム平野のパンコクの年平均降水量は1.418mm(1953-1980) 

であるのに対して、メコン河畔のVien ti aneでは 1,666mm(1951-1975)である。ラオス国内各地の平

--,:~-



1, 500~ 2" GOO 

トンキン ヽ

といった標高800--2, 500 

にかけての

では2,000~3, OOOm阻と

ぷこン

もたらすものの、ラオス

る

に

と

4
{
 

~.~; 

なってほとんど降雨をもたらさ

い。したがって降水量の75~

90%は5月--10月の雨期の半年に

降り、乾期の半年は年間の10~

25%の降水量に過ぎない。

北部のLuangPr 

のVien ti aneの気温、降水量を図 L

7、8に示す。 11月~4月まで

は乾期、 5月~10月までは雨期

で、乾期は気温が低下して12月

,_,, l月が最も寒く、逆に雨期

前の 3月,..,_,4月に気温が急上昇

することが理解できる。

なおVientianeの気象条件につ

いて、 1968-87年の観測平均値

をもとにさらに詳述すると次の

ようになる。年平均気温は26.5' 

Cであるが、最高気温は最寒月

(12月）で27.9・C、最暖月 (4月）で34.1'C、最低気温は最寒月で16.7'C、最暖月 (6月）で25.l'Cで

冬(12月-2月）の季節風 忽移山地 夏(6月-8月）の季節風

インドシナの季節風

亡コ 巨言
75mm以下 250以下

インドシナの降水菰

図 L6 インドンナ半島の季節風と降水量

ある。冬も比較的暖かくこれまでの最低気温の極値は4.7" Cであった。気温の日較差は 1-2月に

11.4・cと最大であるが、 8月には6.o・Cと最小になり、夏には熱帯夜が続く。年平均湿度は72%。

月平均湿度及び月最低湿度は 3月が最も低く 64%と40%、8月が最も高く 79%と64%である。年平均

蒸発量は4.2mm/日で、 3.7mm/日(1月と 8月） ~5. lmm/日{4月）の範囲にある。年平均風速は1.7 rn 

/sec (1. 5-2. Om/sec)。日照時間は年間2,446時間、一日平均6.7時間である。日平均日照時間は

12月、 1月が最も高く 8.3時間、 8月が最も低く 4.3時間である。年間降水量は1.608mm、12月が

3mmと最も少なく、 8月が302mmと最も多い。年間の降雨日数は118日で、月別にみると 8月の21日
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図L7 Luang Prabangの月別気温と降水最
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統計明間U9Sl-75年）

図L8 Vientianeの月別気温と降水餓
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に対して、 12月、 1月は 1日の 曰 ある。

また1986年 1月~1988年12月までに、メコン沿岸の Pr 、Vientiane、Savannakhet、

Pakseの各都市で観測さ

水位 m

16 

l{ 

12 

10 

、メコン川の月 。メコンはラオスの母なる川であ

4 

2 
1986. l " ， 5 7 

水位 m

l2 

lO 

8~ 

11 1987.1 3 5
 

ー 11 1988, ! 3 7
 

ll 

2 

゜1986, I ll l 987. 1 7 !l 1988. l 7 II 

小：位 B

I 2 

I 0 

2ト LID ＼冒 i>,., ... .. I翡:'/

,~~ I :::::rこ＿ミ＝三d I I I 
7 ll l 987. l 9 ll ! 988. J jj 

水位"'

H 

12 

10 

ll 1987. l 
月？ 

ll 1988.l II 

! 98ふ88年のデータによる

図L9 ラオス各地におけるメコン川の月別水位 （上段：屈高水位．下段：屈厄水位）
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ているものの、 Vientiane、Savannakhet、Pakseなど

の 3
 

ナゴ
5

,~~, 
の

に低下する。特にSavannakhetではほとんど なくなる。一方雨期に

し、時に堤防を越えて氾濫することもある。メコン の限界

が

が 6--lOmまで

はLuang

で18.00m、Vientianeで11令 50m、Savannakhetで1ふ00m、Pakseで12.DOrnであり、こ

増水すると洪水になる。 LuangPrabangでは洪水の被害はほとんど起こっていないが、 1978年 8月、

1980年 9月にはVientiane、Savannakhet、Pakseの各都市で限

た。

を超えて増水し水害が発生し

2) 土壌

ラオスの土壌は一般に、

①肥沃度が低く、酸性土壌である (pH4.5--5.8)。

②溶脱が激しい。

③エロージョンが起こりやすい。特に雨期の始まりの土壌侵食が著しい。

といった問題があり、これを解決しない限り生産性の高い農地開発は望めない。

ラオスの国土面積は2,3 70万haであるが、 1986年のFAOの資料によると、そのうち鹿耕地に86万

ha、草地に80万haが利用されているだけである。したがって残りの2,200万ha、国土面積の93%は

森林、荒廃地を含む未利用地である c ラオス側の見積りでは、現在350-400万haが開発可能地域

とされており、うち膜耕地が150~200万haで、残りが草地として開発できるとのことである。こ

れを地域的にみると、北部地域は24万haと最も少なく、中央部～南部のBoleven高原、 Nalai高地

など高原地域で110万ha、メコン河畔の平野部で210万haとなっている。しかしこのような開発可

能地域はいずれも前述の土壌の問題を抱えている。
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。それによると苓
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t)1200万ha、

600 

tru 

ction)150万ha、その

253. 8 

ている（図L10)。一方 FAO

の資料によると、 1986年

のラオスの土地利用状況

は、農耕地88万ha(全国土

の3合 8%)、森林1320万ha(

同55.7%)、草地80万ha(同

3. 4%)となっている。両者

の数値をそのまま比較す

ると、 1981~86年の過去

5年間に、森林が10%増

逆に農耕地が46%も減少し

の利用 に関して、

l ti vated 1 

建初、道路 6、

ラオス

164. 

;
5

つ

ヽ

む
~
3

r
9
:
 5

 
f
 

~
 ．．

 
含鳥＇ ーグ`

たことになるが、これは

全く現実的ではない。ここ 5年間で、森林の急増や農耕地の急減が起こったとは考えられず、

しろ実態は反対の方向に動いているからである。アジア年鑑には、ラオスでかっては国土の68%を

占めていた森林地帯は、焼畑農業によって毎年20万haが破壊されつつあり、現在の森林面積は11

00万ha、47%にまで低下したとの記述もある。したがって土地利用状況に関する正確な情報は不明

である。

図 L10 ラオスの土地利用状況(1981年、ラオス農業統計1984年版による）

2. 農業生産

1) 最近の食料事情

ラオス側の資料によると、ラオス人民民主共和国の成立以前は、食料の多くは輸入されてい

という。例えば1969年には米11.5万t、肉類及び魚類1,800t、野菜・果実5,OOOt、金額にして l

万US$の輸入であった。しかし 1975年の革命政府成立後、干ばつや洪水など数多くの天災に遭遇し

ながらもラオス国民は苦難に耐え増産に努力した。そしてついに1981年以降は稲の生産量は年間

100万tを越えるようになった。

現在主食となっている稲の国内生産力は で142万tと ている。し って つ

---I 
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図L14 l 甕作物の種類別作付而梢

で る

ま ラ では畜産の振興も られている。 府は 、医薬 の の施策

による の近代化を図ってき 、家畜生産の と だに小規模の による

である。国内の についてみると、 用状況と同様、 によって

なる数値が発表されている。 1986年のPAO統計では、水牛151.6万頭、牛59.3万頭、羊・山羊7

4万頭、家禽679.8万羽となっており、同年のラオス側数値とは 4~54%の差がある。しかしいずれ

にしても1976年当時と比較して、近年家畜の頭羽数が増加しているのはまちがいな
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口の7

前述のように、ラオスの人口は394万

口は310万人で総

ている。また農業生産額も

10. 000 

謳の65%を占めており、したがって農業は

ラオスの基幹産業である。しかし農業生産

活動は、その多くが小規模な農家の自給生

の域にとどまっており、主要作物の稲の

栽培も天水依存の一期作で生産効率は低い。

る状況から、ラオフ、政府は農業及び

林業の健全な発展を国の最重点政策の一つ

に位置づけ、国家の産業振興と国民の食料

確保のため、 1986年11月のラオス人民革命

党第 4回大会で以下の 2点を決定した。

国民の食料を確保し、食用作物増産

のためのプロジェクトを開始する。

② 焼畑農業を制限または停止し、環境保護を行う。

この国是は第 2次経済社会発展 5カ年計画 (1986~90年）に盛り込まれ、現在進行中である。 5

カ年計画は、食料増産、農業生産構造の改革、農産加工原料、輸出商品としての農林業振興を目

的としており、それを遂行するための具体的
目標を列挙すると次のようである。
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農業関係の は、

ぐ形で進められている。これまでに整備念

ようである。

lakham農業試験場の研究体制強化。 Sal

の在来種と導入種の交配、こでは

ている。組織強化では国際機関のFAO、メコン

t Dok Keo農業試験場の研究体制強化。 Hat

ある。ここではトゥモロコシのペト病抵抗性

：：：シ乃び百籾の原祠の生席、果樹の苗木育成も

けている

の
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して、
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らの資金・技術援助を

の主なものをあげると以下の

は水稲研究のセンターである。こ

る原種の生産や栽培試験を行っ

ら技術援助・協力を得た。
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の

②農村総

③農村総合開発プロ

ロジェクト

りである。

: Khamkeut-Phathon 

ト：

NGOSの れてしヽ る。

03) 

50〉（

地
¥
I
 

t
 

プロジェクトの目的は、焼畑農業をやめさせて環壊保護を図ると共に、山間地の

を確保させることであり、食料自給さらには過剰農産物の市場供給にま

でレベルアップをめざしている。そのため開発プロジェクト地域には、ダム、灌漑施設を配置し、

田開発の基盤整備や果樹等の永年作物または換金作物の植栽が進められている。

さらには、小規模農家を対象とした研修センターや、保育園、病院、道路、精米場なども建設

されている。予備調査の結果は上々であり、現在計画の第 2、第 3段階に至っている。これまで

に山間地を移動する数百家族が新たに開発されたプロジェクト地域に定着した。

(B) 農民教育と生産体制の強化

食料増産の には農民の技術向上が必須であり、技術の橋渡しとして普及員の果たす役割も

大きい。農林行政については、中央から県、郡、村、部落へのラインの組織作りができている。

政府は農・林専門学校を通じて農業技術士の育成に努めており、海外への留学も積極的に進めて

きた。したがって現在は 1県当り 4~5名の農業技術士が配置できるようになった。国内の稲作

を安定化させるため、雨期、乾期にかかわらず毎年農業省から各県に技術士が派遣される。これ

までは技術士の直接指導が中心であったが、農家自身の考えで水稲管理を行い必要に応じて技術

士にアドバイスを求めるという試みも最近行われている。地域的には特にビエンチャン特別区の

集約的稲作栽培で多くの普及員が活躍しており、 1989年には灌漑水稲でha当り 7tの収量をあげた

例もある。

その他生産体制の強化としては、農家に営農資金の貸付を行う方法も取られている。ビエンチ

ャン特別区の銀行ではこれまでに 1億6千 5百万キップの貸付実績を上げている。こういった資

金援助による生産体制強化も、これまでの共同農場から個々の農家に重点を移そうとする農業政

策の変換を象徴している。

(C) 生産資材等の資本投下

農業の生産力増強を図るには、トラクター、肥料、農薬、噴霧器、精米場、籾摺機、ボンプ、

種子など多くの生産資材が必要であり、またその適正な使い方を農家に指導する必要もある。こ

のようにアウトプットである生産量の大幅増大にはインプットの強化が必要であるという認識の

深まりは、近年農業生産資材を扱って農家に供給する公社や私企業が急増していることでも具体

的に現れており、過去とは大きな隔たりがある。
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Grade I : 

Grade m: 生産力

IV: ―- -

3, 501 の水田では、 140

Il: 生産力が3,001-3, 500kg/haの水田では、 120

501~ふOOOkg/haの

2苓 500 の水田で 、80

の

の税率

の税率

の税率

による陸稲栽培では、 50kg/ha/年の

II : テラス状耕地の定着型陸稲栽培では、 30kg/ha/年の

ヽ
その他の

コーヒー、タパコでは収入（生産物価格）の5%の税率

果樹、その他の作物では、生産物を販売して得

畜産物

の3%の税率

可販家畜 ial livestock、牛、水牛など）を販売した場合、 わ ヽ

時間の価格に対して5%の税率

(2)価格政策

1987年半ば、政府は市場自由価格制度を採用した。したがって、政策・戦略上特別措置の対象

となる農産物を除いて、行政サイドから公定価格を指示するなどの干渉はいっさい行われない。

(3) 食料品の流通に関する政策

農業生産意欲を向上させる動機付けとして最も効果的な措置は、流通の自由化、すなわち生産

物の移動、販売、そしてその結果もたらされる収益を生産者自身が享受できることである。従来

と異なり、ラオスでは現在私企業が国内で農産物を含む商品を数璽の制限なしに購入し、さらに

ることが法的に認められるようになった。このことが農業を含む経済の活性化の原動力に

りつつあり、 の は }
J
 

9.~ 

られつつある。

のラオス農業の発展を図る上で、以下の問題点が未解決で残っている。

、生産基盤の整備が進められているとはいえ、その対象は平原地域の 3__, 4の

されている。北部の山岳地帯などの農業開発を進める上で、温帯作物の栽培や畜産など、

目的とした農業振興を図り、その実現に向けて模範牧場等を設置する必要がある。

くの している。 の多くは農業省の中枢で働き．、または都
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22に
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や北部、東北部の諸県では生

産量、消費量ともに少ない。

稲作の栽培面積は例年60万

haを前後しているが、そのう

ちおおよそ水稲が 6割、陸稲

が4割を占める。陸稲は北部、

東北部を中心とした焼畑で栽

培されており、これらの地域

では焼畑稲作率が75%を越える

ところがほとんどである（図

L23)。1987年の平均単収は、

雨期作水稲2.58t/ha、乾期作

水稲2.77t/ha、陸稲1.30t/ha 

であり、各作型の生産量はそ

れぞれ、 93.2万t、2.8万t、

31. 5万t、合計127.5万tであ

った。つまり陸稲は栽培面積

は4割と大きいがきわめて低

収であり、それとは反対に乾

期における灌漑水田はわずか

1万haであるがその収量水準

は高いことが明らかである。

しかし現実の稲作はほとんど

が灌漑施設を持たない天水依

存の雨期作栽培が主力となっ

ているため、収量は天候に大

きく左右されやすい。このこ

とは既述のように1987、88年

と2年連続した干ばつの被害

で、生産量が100万t近くまで

落ち込んだことに如実に示さ

れている。

2. 稲に関する試験研究成果

稲の試験研究の現状と成果

について、サラカ L農業試験
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105, Chao Saveu 

Phaioなど

, D 

゜

の数が700あるとい

である。 で

さ

Leua Nhiaといった

゜
このよう

である。

ー

の は、

のよう

もさらにその能力

の中には、干ばつに強いPhouaMiaや、 Rice

あり、これらは世界的にも貴重な特性を持っ

または改

に抵抗性

よう。

められてきた。

ウルチ米品種： IR-8, C4 63-1, IR-・22, lR-36房 IR-2823-10気 B-1014,

N-75-1, CR-203。

して

られるぺき

られるDo

され普及

8-1-4., !R-42, N 

モチ米品種： IR-25 !R-848-120, IR咽 4 , IR-789-98, RD-10, Salakham 1-7-2 (RD-1 

日長不感応品種： RD咽。

これらの品種はおもに または の平地で され、施肥、栽培管理が良好で 3. 5~ 

6. 5t/haの潜在収量を有する。

水稲の生育に好適な条件が整えば（肥沃な土壌、高温障害がない等）、北部地域ではKu84B, IR 

-848-120, NN-7 5-1などの品種で9.5t/haの収量が得られる。また1988年乾期の模範試験圃では、

NPK 120-60-0の施肥量でCR-203は'l.5t/ha、B-1014は8.9t/haの収量実績をあげた。
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る

0どし＼っ

して、

までの

も満足できる

短程に過ぎ

られている。耐病性、

ていない。

することにあった。 Salakham

゜の目的は、 !R-848-12 の収量

、Salakham

育成品種は品質的にはSanpa に匹敵し 、しかし収量の面では, IR-8 

4炉 120を ることはなかった。唯一の例外は、 41日育苗の移植栽培で、 IR-848-120が2.Bt/haの

収量であったのに対して、 Salakham1-3-2が4.3 t/haの

② 第 2回目の組合せはMeHang(淡色の大きな頴のモチ米） XI 

のみである。

23-103(黄色の小さな頴のウ

た。

どうにか完了した。

かけ離れているため、

の交配から各種の特性を持つ

の恋異が大きく、 F6に至って固定が

出現している。 1988年の乾期作では、

F12の系統の中では、 Salakham(SLK)2-2-1、SLK2-21-4、SLK2-18-1-2が約6t/haと高収量であっ

た。 1988年の雨期作では、モチ米のSLK2-10-2、ウルチ米のSLK2-18-1-1が5t/haと高収量であっ

た。同じく 1987年の雨期作ではSLK2-9-1、SLK2-17-3の収量がRD-10より高かった。

③ 第 3回目の交配組合せはYKhao X !R-2823-103である。 Flには雑種強勢が認められ、分げつ

きわめて旺盛であったが、 F2ではほとんどがYKhaoに似た頴が大きく粒も大型の半わい性種

となった。 F3に至って分離が明確になり、その後世代を重ねるにつれて変異の増大が大きくなっ

てきている。 F6では生育旺盛で親のYKhaoより草丈があり、分げつも盛んで頴も大きく、曰長に

不感応な品種が した。 されているのは、 ヽ どの品種である。

2) 栽培法に関する試験

(1)栽植密度

栽植密度については、以下の要因を勘案して決定する。

① 品種：（頴の大小、分げつ能、草丈、葉の棒との角度など）

が小さく、分げつも少なく、かつ葉が直立する品種は、栽植密度を15X15cmあるいはそれ以
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x 吝り
{:C1 

に ；箋＼ X 20c閉 15cmの

し の

き し＼ の る 0 X 25cに てもよ

20 X に の日射 送1シよ叱 '" . ' 

゜
〈

ヽ 留意す
゜

る1 に るので、

は5月 ら6月 と 播種時期の なり、

い(8

は に 6月 で
゜

7 でもよい。最も

の 8月1日より e,  し し、

る10月15日 くよ 年には、 の遅 による減収 ら

は特に日 である。

くともよい。 え ヽ の 03 の

IR-・3 6では、 9 25日 と れ た 1 5 

日 の で になる ヽ 高 つ の に姫も し＼

Sanpa とRD-8で 7.,, , () 

きい

っ

逆に移植期があまり

乾期作では、移植

期間が長引くため、

も開花期が雨期直前の

ぎると、

は1月

曰数の割に収量

、乾燥と重なるため、

の増大で倒伏しやすく、収量が低下する。

が早すぎると生育初期に寒さにさらされる

月に入って遅れた

が多くなり収量が上がらない。高温・乾燥

の4月中旬にはBPH(トピイロウンカ〉の被害も大きい。

(3) 播種、育苗

②
 

苗床での播種量は籾で100

によって栽植密度

必要とする。

）当り

、雨期作では

ある。

④
 

3) 施肥

無施肥あるい

なるため

で20日、

である。

作では3 Okg/ha、乾期作では45-60kg/haの

は2-3、在来品種は3-4苗程度とする。

で25曰、晩生で30日とする。乾期作では葉齢

が黄化するが、このような現象 内各地でみられ、特に
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に である。またリン

されている。

の栄養障害による

(1)有機質肥料

ラオス政府は

、Vienti

もSavannakhetやVien ti 

Bane 
苓

ピ いる。このような

きない である。

ており、

ど）、グァノ、鶏糞、その

有機質肥料の

① 堆肥、厩肥

堆肥または厩肥（水牛あるいは牛）の施用量として、 5

の塩類土壌の試験結果では、厩肥の施用量 lトン当りで170

している。

衣
3

は4000kips/t、籾の価格は53kips/kgであるので、十分採算

稲よりもより収益性の高い野菜等の園芸作物

② 緑肥

f11patori11f!Jを緑肥として土壌に鋤込み、トン当り 100kg/haの増収が得られた。また生立叉では2

5t/haの土壌混入で1.2 t/ha、Sesbaniaでは同じく 25t/haの鋤込みで1.4t/haの増収（トン当り約50

kg/ha)が得られている。しかし緑肥の場合、堆厩肥より収益の見返りは少ないこと、播種、栽培、

る。 BanePhrakhao 

。厩肥の価格

る。しかし農家は

い。

窒素固定の接種源等で手間がかかること、 Sesbanjaのような緑肥作物の鋤込みにはトラクター

必要であることなどの問題のほかに、~亙では50t/haの施用でも後作で残効が認められなかった

例などもあり、その効果は安定的とはいえない。

③ グアノ、鶏糞

Bane Phrakhaoの塩類土壌の試験結果では、グアノ 3.2t/haの施用によって雨期作でグアノ 1ト

ン当り 170kg/ha、乾期作でグアノ 1トン当り 400kg/haの増収が得られた。この結果から計算する

と、グアノの価格が6000kips/t以下であれば十分採算が採れることになるが、市場価格は8000ki

ps/tで収益はなかった。

じ塩類土壌で鶏糞の施用試験の結果では鶏糞5t/haの施用によってトン当り 650kg/haの増収と

なり収益性がきわめて高いことが判明した。 BanePhrakhao周辺では養鶏場があり、この地域で

鶏糞施用が勧められている。

④ 有機肥料

Azobac、Azominといった有機肥料の施用は、 とほと

。
2
 

ヽ
ノ、`な の収量

ではとても有機肥料の

(2) 化学肥料

① 雨期作

在来種の雨期作栽培では、 NPK-30(15/15): 30: 0が最も収益の高い施肥量であった。導入品種の

コスト うものではないつ tc..o

RD-10、IR-848-44、IR-42も同じ

R-24、IR-2823-103、NN-75-1、

には窒素肥料を 2倍にする

で収益が高かった

014 、CR心心203、IR-25 

があった。施肥量を多くし

、その他の導入品種、例えば!R-8、I

、!R-848-120では収量を高める

の在来種の収量は3t/haであっ
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ヽ

標準

の増加となった。つまり、 124kips

一方塩類土壌では尿素 l

の湛水田での

した。

ろっ (; 虔 ~5 の な
゜

0〉： 30さの

(IR-2S3な・100 尺--848-1 の
が＇`  - ヽ

茸間

" 

ヽ よっ も

'ゴ
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の によ

は"p月の

リン酸肥料

一般にリン酸肥料は、稲の収量に対する

や、 BanePhrakhaoのような

よい :

〕

＼
訊

わが
了念

の害と思われる葉の

いと

壌ではその効

: 30: 0 

この

で

ヽ

ぁ

ルチ

では8.Oki;; の

は1:3, 4で

さ

0 

いる。しかしSal

に

．し は

ょ

、リン酸肥料 l

kg当り 73-86kgの籾増収も得られている

収量には直接結びつかなくても、稲のリン酸吸収による圃場からの持ち出し量を補う窓味で、

30kg/ha程度の施用が望ましい。ただしリン酸施肥蜃を30kg以上に増やしても効果はない。

壌でみられるリン酸欠乏の改良には、無機リン酸よりも有機リン酸が有効である。

⑤ カリ肥料

カリ肥料は、低地の稲ではその施用効果

料で得られる籾の増収は 5kgと低率である。

⑥ カルシウム肥料

低地の稲栽培では、石灰を施用しても

4) 雑草防除と水管理

① 半わい性品種の栽培で、栽植距離を25X25cmかそれ以上とした場合、 2回の手除草で収量

が1.050kg/ha増加した。同じく長樺品種で 1回の手除草を行った場合は、無除草と比較して、移

く認められていない。塩類土壌でも 1kgのカリ

はほとんど変わらない。

植後30日目の除草は230kg/ha、so日目の除草は450kg/haの増収となった。

② 同様の処理を、 25x 25cm以下の密植栽培で行った場合、手除草は逆に収量を低下させた。

減収の程度は半わい性品種では、 200kg/ha、長禅品種では移植後30日で620kg/ha、60日目で295k

g/haであっ ,~0

③ 除草剤Roustar25EC(Oxadiazon) 2L/ha、Rilof S395EC(Piperophos+Propani 1) 10L/ha、S

a tun i 1 6 OEC (Thiobencarb+Propan il) 10L/haの施用は、手除草と比較して効果が高かった。同じ

＜除草剤のMachete60ECは3kg/haの施用で効果があったが、 4kg/haでは薬害が認められた。

④ 大型トラクターの耕起、整地は雑草防除にさほど有効ではなく、むしろ硬盤の破壊によっ

て水や肥料の流亡を招いて逆効果であっ ,~o
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⑤ 水深 して 防除

である。ただし水深は、常に

るのが最も

にする

L 3 慣行農法による水稲栽培所要労働時間

労働の内容 人数x曰数/ha

よりは、農家の実践にみられるように変化をつ

けた方が収量が高まる。

5) 労働時間

Udomxay県のBaneBeng公社で調査した、慣行

農法の水稲栽培に要する労働時間は表L3のよう

であった。

播種床の準備 3 

本圃の耕起、整地 10 

種籾播種 (60kg) 2 

移植苗の抜取り 4 

田植(20x 20cm) 20 

施肥(Eupatorium+compost, 3t/ha) 25 

手除草 20 

水管理、畦畔作り、害虫防除など 37 

収穫 15 

圃場からの搬出 10 

脱穀、乾燥 15 

貯蔵 10 
3. その他の食用作物

稲以外のラオスの食用作物としては、トゥモ

ロコシ、サツマイモ、キャッサバ、落花生、マ

ングビーン、大豆が主たるものである。これらは一般に、自家消費を目的として農家の家屋周辺

合 計 171人・日/ha/1作

に小規模に栽培されている。 Vientiane市内ではメコン川の河川敷にトゥモロコシの菜園を多く認

たし、また郊外でも家屋の周辺に柵を巡らせて豆類を栽培している状況が見られた。しかし水

田はあっても、稲以外の食用作物がモノカルチャー的に大規模に栽培されている状況には遣遇し

なかった。したがって自家菜園の余剰生産物が市場で売買される程度ではないかと推察する。

トゥモロコシ、サッマイモ、豆類と云った食用作物に関しては、 HaddoKeo農業試験場で育種、

栽培の研究や種子増殖を行 表 L4 育成された食用作物の品利概要

っている。 トゥモロコシと

豆類について、これまでに

育成された品種の概要は表

L4のL4のとおりである。

Haddo Keo試験場で育成さ

れたトゥモロコシ品種、 HDK4

は、集団選抜によって高収性、

ベト病抵抗性が付与されてい

る。現在ラオス農民の多くが

この品種を栽培し、生産物を

ベトナムの飼料工場などに販 20 

40 

30 

売している。さらにCIMMYTか

ら品種を導入し、ラオス国内

での適応品種の選抜を継続中

である。 トゥモロコシ以外の

食用作物についても、品種改

良計画が始められており、生

10 

作物名

トゥモロコシ

マングビーン

大豆

落花生

品種名

HDK 4 製色Fl品種

!IDK 12 

!IDK 002, 420, 425, 

!IDK 005 

i施肥団 ：予想収只
’ ’  、ヽ, .'  
: 150-120-JOOkg/ha: 4~8t/ha 

: 25-90-60kg/ha; I. Zt/ha ， 
429: 25-90-60kg/ha: I. 8~2l/ha 

; 25-90-60kg/ha; 0. 8~0. 9t/ha 

作（寸面l1l(I OOOha)、生産塁(IOOOIL出収(IOOli/ha)

間

作付面用生荏口 倖収
t,st-≪t・i I I 

1978 

1976-79<-<がrr.ir~を1978年で示した

1981 1382 1983 

年度

1986 19WI 

図L24 トウモロコシの作付面積、生産量、単収の推移

--~):i 一
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図 L28 

作付面楼 生産雹 出収
ト.f;;jl<1,I', 叶 I l 

サトウキピの作付而積、生産量、単収の推移

作付面IJ;(IOOOha).生産塁(I0001 l. .Ii! 収(IOOi1/ha)

8 

1978 1930 1981 1982 1983 I 934 985 1986 198'1 

年 后

図L29 

作付面店 生産覧 榮収
1,111書1I I 

綿花の作付面積、生産員、単収の推移

4. 工芸作物

ラオスにおける主要な工芸作物は、 コーヒー、 タバコ、サトウキピ及び綿花である。工芸作物

の生産は、解放前の内戦及び解放後の不十分な管理により大きな損失を被ったが、

復しつつある。

近年次第に回
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は小規模な畑

内工業の原料として

われている。

されている。 1987年の

の綿繰機で綿糸を採り、

、収穫量、単収は各々 5,600ha、4,0 

OOt、0.71 t/haであっ 1.0

なお、コーヒー、タバコ、サトウキピ及び綿花の過去10年間の

を図L25-29に示すc コーヒーは近年栽培面積が増加している

はさほど増加していないことていないこと、サトウキビは面積、

る。

は農

、収穫量、単収の

に低下しており、

とも急増していること

＊
 

t
d
 

園芸作物

果樹では、柑橘、パナナ、パパイヤ、マンゴー、ココヤシ、ジャックフルーツ、ランプータン、

レイシ、リュウガン、グァパ、サポジラ、カシューナッツ、パインアップル、タマリンド等が栽

培されている。 19'86年の統計によると、果樹は栽培面稜4,600ha、収稜旦56,100t、単収は16.15 t 

/haである。またプドウ、オレンジはタイから、リンゴはインドからの輪入品が市場に出回ってい

る。果樹は今後外貨獲得のための目玉商品の一つにあげられており、北部のHoueiKhot試験場で

はマンダリン、タンジェリン等の柑橘類、南部のKM20試験場ではドリアン、ランプータン、レイ

シ等の果樹類の研究が始まっている。

野菜では、キャペッ、ハクサイ、レタス、ナス、トマト、ピーマン、キュウリ、カボチャ、カ

リフラワー、カイラン、ダイコン、ショウガ、パレイショ等が一般的である。またラオスの野菜

は、バジル、ハッカ、コリアンダーなどの香辛野菜の種類が多いことも特徴である。ラオス料理

にはこのような香辛野菜がふんだんに使われている。 1986~88年にかけて野菜の栽培面積は、 2,

741ha、4,329ha、9,620haと急増しており、また収穫蜃も 18,690t、30,300t、68,476tと年々倍増

の勢いである。ただし、単収は7t/haと変わらない。農業省傘下の農業試験場では現在野菜に関す

る研究は行っていない。 HatdokKeo農業試験場では197 9年まで野菜の生産指導を行っていたが、

農家のレベルが向上したので、 1980年からは試験場として野菜の栽培試験は取りやめたという。

このように園芸作物の振興の兆しはあるが、ラオスでは食料自給のための食用作物、外貨獲得

のための工芸作物の生産が侵先されている状況にあり、その発展にはいましばらく時間がかかり

そうである。
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とNARC

ラフ

し 1~O

Dok KeoとSalakhamの

くると

198 

ンター

の

の いて簡阜に

ら、試験研究

の

る。 1975年の革的以前から

ヽ

の機能低下、廃止

国の独立宣言後、 1975-1984年まで

の試験場のみであったという。ラオス

の見直し、連携的な

、その組織は縮小

を継続してきたのはHat

国も国情が安定して

の下でも鹿業の発展に及ぼす試験研究の重要性は次第に認識されるようになり、

の試験研究桟関の再編・強化を進める目的でNARS(農業研究システム）

。このシステムのもとで、試験研究の担い手として活動を始めたのが国立鹿業研究セ

である。

は以下のようなものであった。 1984年以前は試験研究槻関に対する政府の

協詞政策もなく、 Vientiane周辺の農業試験場、プロジェクトなどで別個独立に細々と農業研究活

が続けられていた。しかしUNDP、FAOの協力のもとにラオス政府が総合蔑業開発プロジェクトを

始めようとした際、まず直面したのが漿業技術情報の不足である。農業研究の必要性を再認識し

たラオス政府は、農業研究組織化国際サーピス (ISNAR)に国内の鹿業関係試験研究機関の再編整備

についての基本方針と効率的組織化の提案を求めた。 !SNARはNaphok試験場を国立農業研究センタ

-(NARC)の中心場所に発展させ、外国の技術援助を受けて新しい研究紐織整備を行うことを提案

し←,~o 

提案を受けて、さっそく UNDP、ADB、ラオス政府は合同で、股業試験研究の組織強化計画プロジ

ェクトを発足させた。その内容は、

(1) 現在活動中の農業関係試験研究機関を再編して、国立農業研究システム (NARS)を発足させ

る。

(2) 試験場から農家の圃場レベルまで、試験研究の領域拡大のためのスタッフの研修

(3) Naphok、Salakham、HatDok Keoの 3試験場の研究業務調整

(4) 農業政策と合致した長期、中期の試験研究課題の設定

であり、組織完了までに与えられた期間は 18カ月であった。

このようにして発足したNARCは、ラオス国内の全ての農業試験研究の企画、調整、運営に責任

を持つ立場にある。現在NARCはNaphok試験場をセンターとして国内11ケ所に試験場を配置してい

る。研究対象作物は、水稲、陸稲の他、トウモロコシ、サトウキピ、豆類、キャッサバ、綿など

の畑作物が主であるが、その他、北部のHoueiKhot試験場ではマンダリン、タンジェリン等の柑

橘類、南部のKM20試験場ではドリアン、ランプータン、レイシ等の熱帯果樹類、同じく Ban ltou 

試験場では輸出膜産物としてのコーヒー、カルダモン、チョウジ、ゴムについても研究を行って

いる。 NARC傘下の各試験場の配筐状況は図L30に示すとおりである。
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は、

Naphok試験場が42仁ヽ

Salakham試験場が25名、

t Dok Keo試験場が29名

であり、また 3場所合計

の研究者数は49名であっ

。学歴別ではPhDの2

含む学士以上は26名で、

その他は鹿業専門学校卒

の技術士などである。

試験場名 1 対 象 作物

Naphok I食用作物全般
Salakham 租

Had Dok Keo 
Tha Ssano 
Phone Ngam 
Ban ltou 
KIi 20 
Pakcheng 
Hin Ileup 
Namtame 
Rouei Khot 

Naphok、HatDok Keo、

Salakham試験場はラオス

内の農業試験場として

は比較的規模が大きい組

織であり、かかる状況か

ら判断して、ラオス全国

の農業研究者総数は150名前後ではないかと推定している。このように研究者の絶体数不足のため、

現段階では研究の深化よりも、より実用性の高い優良品種の選定とその増殖に力点が置かれてお

り、研究内容は導入品種の生態特性解明や耐病虫性の検定など、品種比較が中心である。

図 L30 NARCの農業試験場の国内配置状況

食用作物の生産に関する試験研究では、 HatDok Keo農業試験場と、 Salakham稲作試験場が中心

的存在である。その活動の概略を紹介する。

(1) Hat Dok Keo農業試験場 (HatDok Keo Agricultural Station) 

試験場の設立は1964年である。 1980年から外国の援助を受けて農場の修復が行われ、組織も 6

セクションに増えた。圃場面積は20ha。研究目標として、

① 稲以外の主要作物（緑豆、大豆、トウモロコシ、落花生、ジャガイモ、タパコ、小麦など）

の品種改良と栽培法に関する試験

② トウモロコシと豆類の種子生産、増殖

③ 地域鹿業技術者(provincial technician)の研修

を掲げている。この他果樹の育苗試験も行っている。
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Hat Dok Keo農業試験場はメコン川の にあり、 な固場面積は10haであ'.,)0 

は沖稜性砂塩土、弱酸性でかっ いため、 1 に果樹の栽培に同いている。

しかし本試験場での研究槻能は しているとはいい難い沌との評価がなされている。そ

の理由として、 スタッフが定着し いこと、財政支援が乏しいこと、河川の氾濫の

いこと等が挙げられている。

(2) Salakham稲作試験場(SalakhamRice Research Station) 

1954年に稲の研究センターとして設立され、 FAOの援助の下にラオスの中央稲作試験場とし

く試験研究を続けてきた試験場である。圃場面積は20ha。研究目標として

① 稲の品種改良（新品種の導人、育種）

② 稲の種子増殖

③ 稲作技術者の研修

を掲げている。

現在試験に使われている圃場は8haであるが、うち Zhaは地下水を利用して灌漑可能であり、

稲 2期作の栽培試験が実施されていた。 HatDok Keo農業試験場と同様に、年間に消化できる試験

課題数は 3,,.__, 4と少ない。その理由はやはり人的、資金的な問題である。

(3) Naphok膜業試験場(NaphokAgricultural Research Station) 

政府が掲げている食料自給計画（穀類の増産、作付品目の多様化）を遂行するためには、膜業気

象的地域区分に従って鹿業試験場を適正配置し、研究のレペルアップと有用技術の開発を図る必

要がある。また膜民の指導、教育も必要である。このように総合農業開発プロジニクトの中で研

究、教育部門の中心場所として、 UNDP、FAOの協力のもとに1984年に設立が決定されたのがNapho

k農業試験場である。

圃場面積は30ha。Vientiane市から25km離れた、 XaythanyDistrictのBanTha Dok Khamに位置

する。土壌は代表的なVientiane平原の沖積土である。圃場は泄漑、排水が整っており、区画は

形に区切られている。設備はオフィス、実験室、倉庫、乾燥舎、膜機具庫、宿舎があり、 1985年

から整備が始まった比較的新しい建物である。

これまでの研究実績は

① 水稲、 トゥモロコシ、サトウキビ、大豆、緑豆、キャッサバ、緑肥(Sesbania)の品種比較

試験。一部、施肥、病害虫に関する試験も含む。

② 稲とトウモロコシの種子増殖。

③ 農業技術者の研修。

である。

Naphok農業試験場では農業技術者研修用の施設、備品が整っており、これまで45名の技術指導

者（研修コース終了者）を送り出している。

3) NARCの改革提言

NARCは発足して間もない組織である。そこで、その組織強化のため以下の改革案が提案されて

いる。

-101-



1) 5~7年の青い において、研究戟

に 2つ創設する。一つは

合研究所である。

(2) 農林省傘下の現在の試験研究椴関己、

(3) 農林省に

投資、研究計画、

(4) 地域別に農業研究の

を設立する。

の 2倍にする。

">いま一つは農業、

生産、

術会議の

の に

はNARCの人事、

し

゜
ヽ

のエパリュエーションを行う。

る。短期計画では、 Vientiane、Champasak、Savannakhet、L

uang Prabangの 4地域を重点とした研究強化を行う。既存のインフラストラクチュアーは最大限

に活用するとしても、依然スタッフの確保や財政上の制限があり、問題は多い。

(5) 農業研究と現場との結合を強めるため普及活勁を強化する。これまでの研究の弱点は、そ

の成果が普及に効率的に結び付かないことであった。そこで例えば、 NARSと普及員との連携チー

ムで鹿家圃場を使った試験を組み立てるという試みを行う。農家からの情報は次の研究計画作成

にフィードパックされる。

(6) 人的資源の強化、能力開発を図る。このた

研究の持続性、安定性を保証する必要がある。

4) 人的資源と研究開

(1) 研究職員の研修

研究者の資質向上のため、これまでに29名の研究職員、技術士を国際機関などに派造してきた。

はそのスタッフに全責任を持ち、職員の

研修の分野と課題は以下のとおりであった。

① 土壌（土壌分析、土壌分類、施肥改善）。

② 稲作（品質評価、遠伝資源管理、病害虫防除、栽培法）。

③ サトウキピ（栽培、品種選抜、育種）。

④ トウモロコシ（交配法、栽培と病害防除）。

⑤ 植物保設（植物検疫と病害防除）。

⑥ 種子増殖（種子生産技術）。

⑦ 普及（計画法、研修法、管理、印刷）。

今後も人的資源の資質向上を図るため、積極的に研修の機会を活用する。

(2) 研究開発

これまで停滞気味で調整が遅れていた研究活動であるが、最近は農業生産上有益ないくつかの

成果が得られており、この結果、稲の集約栽培地域では単収の増加が顕著に認められている。例

えば稲の品種育成については、乾期、雨期共に収量の高いいわゆるダプルクロッビングの品種が

見いだされている。 CR-203, B-1014, RD-10, CHといった品種である。また雨期作では、 Sanpato

ng, Homma! i. Do Nang Nouan, Do Dok Tiou, RD-6, RD-8といった高収性の主要品種が明らかにさ

れた。その他、 IRR!、ペトナム食料公社との共同研究でもいくつかの有望品種が選定されており、

現在普及に移すべく種子増殖が行われている。

一方栽培法の改善についても、稲の栽植密度試験の結果から株間20cmx 20cmを推奨し、 Vienti
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備、 ヽ ど、 〈の ら し＼ 題

えている。ま も 稲に キャ サ どの 、サトウキピ ど

の工芸作物等多くの がある。

の組餓として取り祖むべき研究課題 し＼ ヽ はスタ フの数、資金の から、

で著しい研究成果を期待するのは無理である。 もまずは品質比較試験など実用性の

あろう。同様に若い研究者も、それぞれニ

さらに研究者の職域の拡大や階級付けも、

い項目から始め、徐々に研究内容の深化を図るべき

ーズに応じた割ふりを考えて教育する必要がある。

の研究の活性化に刺激となるであろう。

5) 国際機関による研究協力と研究礫境整備

農業研究の重要性は政府も認識を深めているところであり、試験研究体制の整備、拡大が進め

られてきた。また一方では国際機関の資金援助によるいくつかのプロジェクトも開始され、この

うな国際機関から受ける資金・技術協力もラオス国内の研究斑壊整備に大いに貢献している。

(1)農業研究計画 (UNDP/ADB/LA0/88/004)

前述のようにUNDPの資金援助で発足したプロジニクトで、その目的はラオス国内での農業研究

体制のネットワークを確立することにあった。

(2) 世界銀行の高地農業開発計画

世界銀行の資金援助による高地農業開発計画が提案されている。その内容は高地作物研究普及

センターを国内 2カ所（北部はVientiane県のHinHeup、南部はChampasak県のBanI tou)に設立す

るものである。 Champasak県のBanltouの高地作物研究普及センターの場合、設立の目的に掲げら

れているのは焼畑による土地の荒廃防止、高地作物の収量増大、輸出品目として価値の高いコー

ヒーの品質向上、センター内での普及員の研修による膜業生産意欲の刺激等である。

6) 農業研究を進めているNARC以外のプロジェクト

NARC以外にも農業研究を進めているプロ｀ジェクト研究農場がある。その一例としてあげられる

のが、今回調査団が訪問し、またその後の調査活動でも多大の協力を得たJICAの派造専門家、安

尾博士が技術協力活動を行っているThaNgon農場である。

Tha Ngon農場は、 Vientiane郊外のThaNgon地区内にあり、おもに水稲を対象とした泄漑による

農業生産力向上の現地実証試験センターとして設立された。 1971~74年にかけて、アジア開発銀

行、日本政府の資金援助を受けて完成したものである。灌漑の受益面積は610ha、受益農家数は約

620戸。しかし1975年の革命後、運営予算、技術者不足により農場機能が著しく低下した。そのた

めラオス政府は1986年、 ThaNgon農場の再建を日本に依頼し、日本の援助で農場改修が1987-89

年にかけて行われた。完エ、引渡しの後、日本から技術専門家が派造され、ここで営農、稲作の

指導をしているのが安尾博士である。
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Tha Ngon農場では、管轄下の周辺農家の農業資材の投下状況、経宮調査を行うと共に、

断、施肥、水管理、品種比較試験に基づいた地域膜業の技術開発と普及を行っている。例えば、

Tha Ngon地域の農家の平均所有農地は、水田L9ha、畑1.lhaであり、村落の自宅から水田までの

距離は平均2.7kmである。当地区の土壌のpH(KCl)は4.4--4. 9で、土壌の有効態リン酸 (BrayII) 

3. 5-9. 9ppmの範囲にあり、有効態リン酸が多い土壌ほど多収田であった (3.5ppmでは2t/ha以下、

9. 9ppmでは3.5t/ha以上）。またペトナムのCR-203、インドネシアのB-1014といった新しい品種も

導入試作し、多収であることを明らかにしている。このように、膜業試験場以外でも農業技術は

創出されている。ただしThaNgon蔑場の活動の当面の目標は、地域の平均単収Z.8 t/haを3.5t/ha

まで向上させる点にあり、その一環として研究活動も位置づけられている。

2. 農業教育と普及

1) 農業教育

1985年のラオス政府資料によると、ラオスの教育制度は11年制であり、初等教育の小学校 (5年）

は全国で7,500校、生徒数は49万 6千人、中等教育の中学校(3年）は495校、生徒数 7万人、高等

学校 (3年）は70校、 2万人の在学数である。教師数は 3万人。教育施設のレベルは、小学校が部

落、中学校が町村、高等学校が郡を単位にしていると考えてよいが、小学校教育は青空教室に近

いものも多い (ThaNgon膜場の近くでの観察）。学期は 9月から始まる。 15~45オまでの識字率は

85%と高い。高等学校終了後の高等教育機関としては、国内に高等師範学校、医療専門学校、郵便

通信専門学校など大学または単科専門学校に相当するものが 8校ある。農業関係では大学はない

が、農業技術専門学校(AgriculturalCollege)が全国 4地区 (NabongVientiane, Savannakhet, 

Champasack, Luang Prabang)に配置されている。しかし大学以上の上級コースの修学（学士あるい

はさらにその上の修士、博士過程）は、ソ連、東ドイツ、ハンガリー、ベトナムなどの共産圏ある

いはフランス、タイなどへの国外留学しか道はない。 1985年の統計では、海外留学生は過去10年

間に総数10,510人に達しており、そのうち約6、400人が留学先から帰国して、各部門で就業してい

るとのことである。このうち何名が農業関係かは不明である。またNaphok農業試験場の例のよう

に、農業技術士育成のため、農業専攻学生の短期研修も行っている (Naphok試験場では17名、 4カ

月半のコース）。

2) 農業普及

5カ年計画のなかで農家教育と生産体制の強化の項でも述べたように、政府は農・林専門学校

を通じて農業技術士の育成に努めており、現在は 1県あたり 4~5名の農業技術士が配置できる

ようになったという。国内の稲作技術向上のため、毎年農林省から各県に技術士が派遣されるが、

農業技術者の多くは膜林省の中枢で働き、または都市に住むことを希望しているので、鹿業技術

者の不足に悩む地方の県は多い。その結果、技術普及担当者の不足あるいは普及組織の欠落によ

って、農家に試験研究成果の恩恵がもたらされないという問題が生じている。例えば優良品種を

知らない、誤った肥料、農薬の使い方をしている等である。

農業の普及活動は、本来県または郡のレペルでの行政の責任に娼するものである。総合農業開
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発プロジェクトでは、晋及効果を高めるため、模範農家の圃場で品種比較試験のデモンストレー

ションを行ったり、またテレピ、ラジオ等のマスメディアの利活用によって、限られた普及要員

の中でより広域の農家を対象とした教育・宣伝活動を図ったりもしている。また稲とサトウキピ

では、農家を対象とした栽培法のトレーニングコースも設けられており、さらにラオス、オース

トラリア共同の家畜飼料プロジェクトでは、普及部門を持ち現場への技術の伝逹も積極的に進め

ている。残念ながら現在の普及活動の多くはVientiane平原に限られているのが実情であるが、今

後のラオスの鹿業発展上、鹿民教育、すなわち普及活動がきわめて重要な役割を果たすであろう

ことについての認識は行政サイドに次第に浸透しつつある。

--10:1-



V, と

食糧作物として、稲は 番目に あ 、ついでトウ （タロイモヤ

マイモ、ジャガイモ）の順になる。キャッサバは政府の統計!)には載っていないが、 Vienti

ら約70km離れたNamNgunダムの直前の農家圃場で、我々も目撃していることから、商品価値は

いものの、農家では小規模（家庭菜園的）に作付しているものと思われる。

236, 800km2のうち、山脈、丘陵、高原が

Sannakhet、Champasack平野にみられる。全作物の

、穀倉地は.,,Vientiane、

、1988年で868,418haで、耕 の

利用は こ
,
.
9
 

L5U 表L5 ラオスの耕地利用と稲作0988年） !) 

示される。

はその約60%、

524, 800haであ

る。稲のうち 全

に水田（主

として天水田）

作付面積が59%、

陸稲＊が41%

占める。乾期

作付面積 み収凪

(ha) (X) 

耕地 、コーヒ 、果樹 868, 418 100 
穀類 814.500 
稲 524. 800 60 100 L 003, 400 100 l. g l 

雨期作（主として天水田） 311,300 59 685, l 00 総 2. 20 
乾期作（灌漑田） 11. 400 C 22)* 34. 500 3 3. 02 
陸稲（焼畑） 213,500 41 282,800 28 L 32 

トウモロコシ 37,800 4 
根菜類 27,800 3 

本： 延ぺ作付面積で、雨期作地と重複する。

には、灌漑田

（全稲田の22%)で、感光性の低い近代改良品種が作付される。もみ収量(t/ha)は、 で1.9 

1、雨期作で2.20、乾期作で3.02、陸稲で1.3 2である。州ごとの作付面積は、 86~89年のデータか

らしても、年による変動が著しく、順位さえ入れ替わるが、 1988年では Savannakhet、Champasa

ck、Oudomxay州の順序になる。平均もみ収量は、 Vientiane州で最高3.42、最低はSekong州の0.6 

8t/haである。首都である Vientiane州は灌漑面積6,302haで、灌漑面積率は17%で最も高い。この

州での平均もみ収量は、灌漑田、天水田、陸稲畑で3.3 9、2.85、L20t/haである l)。

ラオスにおける米（もみ）の全生産量、作付面積、平均収量の51年以降の変化は、我々が訪れた

他の 3国（タイ、ネパール、フィリピン）と共に、図L31に示されている。

* :Raisと呼ばれ、 swiddens(=slashand burn cultivation 焼畑）である。

2. 品種、肥培管理

ラオスの稲作の特徴は、モチ品種がきわめて多いことである。ラオスには 3つの主要な人種グ

ループと 68の少数民族がいる al。低地に住むタイ族を除いて、彼らの多くがモチ米を主食として

いる 4)*。

Tha Ngon国営農場地帯約 650haでの調査では、 88年雨期作で26品種が作付された。 そのうち

-!Ufi---



モチでのつい 0

ている水田

して

る。

日、

種と関係

i. の

までに

る。

-130日である。

5月下旬~6月

穂

レJ

・：ききとり謂査では雨期作の

90~95%がモチであるとしヽう

3. 病害虫

Salakham Rice 

tionから、 1975~1988年まで13

年間にわたる低地稲研究に関

る報告 ている 6) 。それ

ら該当部分を引用する。

10 
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a. 害虫の発生

図L31 タイ、フィリピン、ネバール、ラオスにおけるもみの全生産最CA)、

作付面桁(B)、平均収最(C)の1951~87年間の変遷”

表 L6 Tha Ngon国営農場地帯における主要品種と収量

Ct/ha、もみ、 1989年） 5) 

IRRIで示された基準から判断すると、一般

云ってラオスでは害虫は経済被害水準(Economic

threshold level)に達しない。例えば1986年雨

期作では、 NangHeoにおける PlantProtection 

Centerの観察によると、抵抗性品種選抜圃場で、

メイチュウによる被害植物は0~5%、gall-midge

でo.8~3. 8%、トビイロウンカ数はO~O.6/株で

あった。山岳地帯または森林に近接する平地で

Gall-midgeとLeptocorisaによる被害は大き

い。ミズノメイガ、アワヨトウ (armyworms)、ス

リップスは年と場所によって発生する。

， 
品 種 名 由 来 雨期 ；， 乾期

， 
CR 203 うるち インド*2 2. 99 : 2. 97 
B 1014 II インド 3. 59 : 3. 57 
Khao Hom llali ‘’ 夕 イ 2令 67 : 
RD 8*1 もち II 2. 87 : 
RD 10 II II 2. 78 : 2. 59 
IR 789 If IRR! 2. 79 : 2. 18 
RD 6 ‘’ 夕 イ 2. 75 ， : 

San Paton If 在 来 2. 65 : 
Dok May II II 2. 33 ; ， 
Mame Maly Niao II II 3. 19 : 
Feuang Leuang II II 2. 88 : 
Khao Nam llan II II 3. 09 ! 

＇ ' 
*1: RDの奇散番号はもちのはずだが.)ではうるちとし

ている。

*2; ベトナム経由

1987年乾期作では心枯率はNongHeoで2.5~3. 9%、Si tayで 2.2~6. 6%、白穂率は 3.2と2.

-1(•7 --
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ま

の農業は稲

開 v ... 

しヽる /.j.、-

の割合は40.7字に

したように、ラオス

、特に水田の

である。ということ

ち実際に森林のままのこさ

。

国

tヽヽる

てるい

減少してい

( 、文

中心で

あるということで、稲作全体に占める移動焼畑

るとされている。し

て現存する森林の質の低下は非常に進んでい

）とフランス

1981年時点での森

ム寄りの、以前から開

値となっている。

1980年時点のラオスの林地(FAO、1988)

天然林 ［`麟
• ...  T• 咋心-- - -匹---------------・-・ I 

：広葉樹閉鎖林 756 

内：広葉樹疎林 I 522 
数，針葉樹林， 25 

：竹林 60 

、1988年に発 さ 1980年時点の 人工林

,い,_, C,,1-, 国で焼畑跡地 因と えら

樹疎林の面積がそ

500 
る 、522

万芦と ほぽ半数 る（ 亭f)。
木林 74 

以上がラオスの森林の現況であるが、祖江澁 林地合計 1. 937 

められている全国の森林調査によって、近々正

なデータが得られるものと考えられる。なお、

界銀行の統計予想によれば森林原野として登録される面積の概数はおそらく L600万該程度にな

るものとみなされている。そのうち国土の40名を占める標高1000~2000mの地域では樹種構成等の

理由で商業的な林業開発は困難とされている。この中で実際に木材生産可能な森林面積は約5~6

00万虚と考えられている。

2. 森林の利用

ラオスは人口に比して可耕地面積は比較的広く、焼畑農民の低地への定着には論理的には余

がある。すなわち森林国の一つとして考えてもよい潜在的条件を十分保芍しており、したがって

取り扱いによっては森林を木材生産をとおして外貨獲得の場として利用することは今後きわめて

重要となってくるものと考えられる。現在も、国全体のGNPのうち10-15;,t"iを林業が占めている。

なお国全体の最大の産業は農業で全 GNPに占める割合は約65字となっており、工業などその他産

業はわずかに20古強となっている。林業生産量は、 1982年に14.6万がであったものが1986年には

26。3万耐となるなど、近年増加しており、 GNPシェアの増大が予想されている。

ただラオス政府は計画経済から自由経済に変わりつつある現状を反映して、林業や森林管理に

たいして明確なボリシーを持っておらず、現在自由経済圏の状況に合わせた方法を模索している

段階である。焼畑などの森林破壊に対しても従来と同様、ほとんど規制していない現状である。

したがって、現在の最も重要な森林利用は焼畑といっても過言ではない。また、ネパールでみら

-lll~-
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しヽとしヽっ

した森林が広い

に利用令

に

ヽ゚

く、

るという

についての政策の

る。それが現存する造林地が L000芦程度という数値に表れている

がなされていない現状、さらに焼畑に関して制限を加えていない現状に

上国の経済的自立の第一段階は、起爆剤となる資金の獲得であり、人口

く、森林か潜在植生である場合は木材輪出が最も適切な起爆剤として位置づけられ

FAOや世界銀行もラオスの将来を握るのは木材であるとうたっている。

木材の伐採は政府あるいは地方自治体によって管理されていて、伐採権は国営森林企

に与えられている。また FAOの見積で1rnツyear/man程度とされている燃料材の伐

されている。伐採される産業用木材は、利用可能な約80種にものぼる樹種のうち

と呼ばれるシタン、コクタン、カリンなどの高価値材約15種に限られていて、その他

の有用樹は林地に放置されるか収穫されたとしても劣悪な貯蔵・輸送技術や低い加工能力という

る。

問題のため、品質の低下が著しい。このような非常に大きな資源浪費が問題とされている。

ラオスの林業・森林産業の進展を阻害している要因として次の点が国際機関等によって指摘さ

ている。①地方財政資金の限界、②伐採可能な森林の不足と不適正な森林の管理方法、③旧式

の伐木方法と技術、④技術者不足、⑤国営林業公社の管理能力と手続きの処理能力の不足、⑥未

整備な翰送手段、⑦輸出市場情報の不足、さらに⑧不適切な価格政策などが問題となっている。

これを受けてラオス政府は以下の実行を始めている。①国営林業公社の直面している財政問題の

調査、②公社の運営に支障をきたす要因の摘出と除去、③木材価格の調整、④木材及び林産物の

生産量増大、⑤造林事業の拡大、および⑥公社と政府林業部門の制度による能力向上などである。

ラオスは潜在的にシタンやコクタンのような貴重材を今後とも生産しやすい国である。また高海

抜地では建築材に使える針葉樹材を生産できる条件に恵まれている。荒廃地の造林など今後保続

林業を進めるためにはきわめて好適な国と考えられる。

2) 焼畑農業の抑制方策

すでに統計で示したように国土全体の半数程度が焼畑農業によって劣化・荒廃地化している。

森林の保全や国土の保全に際しては、したがって焼畑腹業の伝統をいかに他に転化するかにかか

っている。この問題は必ずしもラオスに限らず、他の開発途上国に共通と言っていいほど普週的

な問題であるとされる。同時に焼畑からの転換が非常に困難であるという事実も存在する。しか

しながら人口が少ない間は余裕があるが、タイやフィリピンのように人口が多く、焼畑頻度が増

大するとなると問題はきわめて重大となる。ラオス政府はこの点を配慮し、 1990年までに焼畑農

業地域を30字までに減少させる目標を立てたが、必ずしも成功していない。特に北部はケシで有
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ラオス政府の焼畑減少の

させることである。しかし特に

灌漑開発や移住にかかる

るが、造成に経費がか

また焼畑を伝統的文化として

もすぐに山に戻ってしまう例はきわめて

に、環境保全上重要である標高の高し

る。歴史・文化との関わりもあり、とりあえずは65もある
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っし虹‘心
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f
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冬

とするので、

できなく、

ィーを始めることが提言されている。

3) 環境保全と遺伝子保全

人口が少なく、土地利用頻度がそれ

険はないが、今後の人口の増加

進む可能性もあり、現在はラオス国土にとっ

府は環境保全的林地利用のための

これに対して、土、水、森林、野生生物

ら実行することを提言している。さらにこ

と環境変動評価についての速やかな実行が必要であるとしている。

これらの自然環境保全に加えて、遺伝子や野生生物保全についても

充てるという方針を打ち出している。 IUCNが提案している、

保全すぺき地域の位置と面積、保全される植物生態系と保

全に当たっての重要度については図 L34と表し 9に示し

通りである。今後ラオス政府はこの提言を受けて

た地点の人口の動向、生活している部族の歴

などを勘案しながら選択を進めるということになろう。と

もかく合計で約 480万裕の地域が提案さ

てを一括して選ぶということではなく、打に

ら順次選定することとなろう。
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「-l藝 ち

る めの基本として の

然保護連盟ー非政府機関）からの提言がある。 IUCNはたとえば国

保全を求めている。すくなくともタイ・ビルマからベトナム各カン

ら人口が多く、開発が進んでいるために貴重な植生や野生生物の生息する生態系が破壊されてき

た。この地帯の中で、中国南部とラオスとベトナムを隔てる山岳地帯は生活不適地が多く、人口

が少なかったという生態系が残る条件があったため、比較的好適な森林環境が保たれてき''-0 

この動きに対して、表 8のようにラオス政府は現在前

向きに対応していて、全国の森林の今後の利用形態として

全森林面積の過半（約56古）を野生生物など自然環境保全

E
E
 

の

L 8 政府による森林原野利用

利用形態 l 予測面積

保 護 林 I 950万ha
250万ha
500万ha
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: IUCN -International Union 

Conservation 

い非政府国際機関ではあるが、自

して高い権威

る。世界の国立公園の設置基準な

のIUCN基準が用いら

トン条約とも関係

いるし、ワシン

し'oWWF -

こ

d
 

闇ildlifeFund -とならんで生態系保護

、自然環境保全に大きな役割を演じ

しヽる。

3. 林業関係の行政組織、試験研究機関、

林業教育と普及

国全体の行政組織は計画経済圏から離

しつつある現状を反映し、きわめて最昌 H-high p:r:lorlty 

近上眉部の組織が固まった段階である。
H -moderate priority 

これから下部組織が作り替えられること

になっている。現在までに暫定的ではあ

るが決められた中央官庁と農林省の組織
図 L34 保護区候補地と設定優先度（表 Lg参照）

と地方組織は図L4と図L5C前出）のようになって

いる。このなかで林業部門は農林省の一部局（森

林局）と位岡づけられている。林業担当の副大臣

がいるかどうかはまだ不明であったが、現在農

業部門の一部として機能するのか、あるいは日

本と同様独立部門として位置づけられるのか現

在検討中ということであった。ともかくどこで

もそうであるが、森林部門は国土保全と生産の

板挟みにあって帰屈が難しい側面を持っている。

林業が森林からの収奪に中心がおかれていた

経緯もあり、特に試験研究のための林業試験場

とか森林研究所のような機関は設置されていな

い。現在は行政と研究・技術が混在した国立事

務所(NationalOffice)がおかれているが、政府

よる森林・林業の重視政策が今後進められる

見通しであるので、おそらく国立事務所を核と

して近い将来に研究機関が作られるものと予想

表L9 保護区として提案されている主な森林原野

森

林

湿地

場所 図中番号森林型 面積（万芦

Xe Piane 4 乾燥常緑 14. 4 
Dong Ampham 15 山地蕗薬 16. 2 
Xe Bang Nouane 22 フタパガキ 12.6 
Nam Kading 44 乾燥常緑 12.9 
Phou Xang He 3 半常緑 7. 5 
Nam lla 6 山地常緑 8. 7 
Nam Yo 50 乾燥常緑 6. 0 
Nam Chuane 12 山地落葉 20.8 
Nam Theun 13 山地常緑 16.3 
Na Kai Plateau 2 乾保常緑 16. 2 
Xe Bang Fai 51 マ 7•石灰岩 JO. 3 
Nam Poui 7 混交落葉 14. 8 

昆 Bung Nong Ngorn 38 沼地 0. I 
n Paksane/Pak Sa 65 沼地 0.6 

注：乾煤常緑一 乾燥常緑林

山地落葉ー 熱帯山地落葉林

フタパガキー乾燥フタパガキ林

半常緑一 低地半常緑林

山地常緑ー 熱帯山地常緑林

マツー マツ林

石灰岩一 石灰岩植物社会

混交蕗葉一 混交落葉林
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組織改変でこれら

Insti 

ている c

までの

ンには訓練センターが設置されている。しかし、今回の大

練組織も変わっていくものと判断されるので‘詳細は省略する。

フランス統治下では林業に関する研究所や国立大学に林学部が設置されていたが、現在は

のものがなくなっている。計画経済国になったことによって、森林・林業教育や研究の受

打繋は大変大きいと考えられ、今後の修復が非常に困難であると推定される。いずれにせよ

機関の設置は図られると考えられるが、 0に近いところからの出発であるため、

される。先進国からのアドバイスが期待される部分であろう。

ラオス農林省付属の研究機関の研究水準'"'、

関係についてはある程度伺うことはできる“‘

関係は専門学校と国立事務所という訓四全

術機関となっているため、非常に分かりにくい。

そこで農林省全体の職員の構成とその中の林業関

係職員の学歴構成を調査した（表 L10)。ある程度

予想されたように訓練学校で訓練された補助員的

な立場の職員が多く、先鋭的に試験研究を引っ張

る人材が少ない。今後試験研究に重点を置くと

、改善が必要となってこよう。

表LIO

教育水準

仕士以
学卒や専

習得

織業訓練

，労務

計

県に

まっている。

(Forest T 

の教育水準と構成

農林省全体 森林局のみ

7
0
2
6
8
 

6
6
1
8
1
1
3
3
 

，
 

．． 

l

l

2

 

3 
114 
771 
684 
n. a. 

5,303 I. 572 

4. 今後 に取り組む必要のある問題と解決

最も新しい森林管理に関する政府見解として、①今後は林地管理を森林局に委ねることとする、

②農耕不適地と潜在的な森林を林地とする、③林地を保護林、環境保全林、経済林に 3区分し、

目的に応じて管理する、④全国の林地は合計1.700万認と推定し、区分毎の割合を保護林ー950万

芦、環境保全林ー250万立、経済林ー500万該と案分配置することが確認されている（表VI-4)。環

境保全に強い期待を表す内容となっているが、日本に比ぺて保護林と環境保全林の割合がきわめ

て高く、 FAOの提言のように林業生産の増強に応えられるかどうかやや疑問の感がある。

ここでいう保護林は日本の生態系保護地区と同様に森林伐採が完全に否定される森林と予想さ

る。この中には国立公園と野生烏獣保護区が含まれるものと考えられる。なお日本の国立公園
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ようにいろいろなレジャーランドが設置でき、また一部で

なると予想される。環境保護林は、日本ツ小四ヅ"";りえ、

養などの自然災害

とほぼ同様の扱いを受けると考えられる。経済林は日本の

伐採も可能な森林管理基準と

持ー風致、水土保全、保健休

に設置さ

然林と今後補正造林などによって高品質化すべき二次林および人工林予定地が含まれよう。

ともかくラオスのもっとも重要な森林管理は、この国の主要産業である移動焼畑耕作をいかに

定着農業に転化させるかということである。ラオス森林の統計の乱れも実際には移動焼畑耕作の

と過去の焼畑跡地の修復程度の評価の違いからきている。森林統計は今後の林業や森林管理

の基本なので、焼畑跡地の評価基準を明確にした上で現在進められている森林資源謂査に基づく

地域別森林資源の質や量が早期に明らかにされることが強〈求められている。

そこで得られた統計を基に、①森林地域一林地ーの位閻づけと問題点のレビュー、②ラオス資

源地図の改変、③長期的開発方針の体系化、④開発プログラム（短期： 5年、中期： 1 O~ 15年、

期： 20年）の準備、さらに⑤短期プログラムにおける具体的プロジェクトのためのプレフィジビリ

ィースタディの準備が進められるぺきであると世界銀行は提案している。

さらに世界銀行は移動焼畑耕作を低減させるために次のような考え方を提案している。①旧来

の高地移動焼畑耕作者による焼畑に加えて低地で耕作していた腹民が焼畑をすることが多くなっ

ている。最近の森林荒廃はこの低地起源の農民に多くを依存するために、まずなぜ低地から高地

へと移動したのかという基本的条件の解析が必要である。②焼畑は悪であるとする考えは捨て、

焼畑地域限定と農耕技術の改善を社会経済的必要性や土地保全という観点を導人しながら努める

必要がある。具体的にはいろいろな形態のアグロフォレストリーを試みる。③休耕期間の短縮を

図って、焼畑地域を少なくすることが次に求められる。そのためには生産力の自然回復のシステ

ムを土壌ー植物の対応で検討し、収穫や溶脱によってどの程度の投分が持ち出されるのかを調ペ

ることとなる。④ついで持ち出しによって足りなくなる養分の必要量を明らかにし、それを補充

できるなんらかの手段をとることとなる。⑤この際には資金を要する速効性化学肥料としての投

入をできるだけ避け、窒素についてはアレイクロッピング導入によるマメ科などの肥料作物と堆

肥、リン酸については過リン酸石灰の様な資材投入を積柘的に進める。⑤結論的にいえば、山地

への農民の定着を促進することがこれ以上の焼畑を止める最良の方策である。

5. 林業分野における研究・技術協力の可能性

以上に記載したように、ラオスは東南アジア地域の中では、インドネシアの一部の島やマレイ

シアのボルネオ地域と並び、潜在的には非常に森林に恵まれた地域と考えられる。ただ国民の主

食が陸稲を中心とした畑作物であるため、古くから焼畑移動耕作が続けられた結果、天然林のよ

うなすばらしい森林はそれほど広くはない。とはいっても、近年まではかなり良質の天然生二次

林が広がっていたといわれている。しかし低地からの農民が移動焼畑耕作を始めるに至って、近

年はつい最近までのタイと同じように森林の荒廃が始まっている。

タイの森林がたどった道を歩まないためにも政治経済の形態が急速に変わりつつある現在、森
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や林業の重要性についての認識は今が勝負と考えられる。ラオス政府もその点をよく

ており、政府機関の組織改変に始まって、農業苓林業のための土地利用計画、林地の中の各種保

や経済林、人工造林予定林地などの配分、木材・林産物の効率利用システムや方法の改善、

これらの施策を進めるための研究機関の新設など、 FAOに依頼してTFAPー熱帯林行動計画(Tropi

Forestry Action Plan)の一環として全体構想をまとめつつある。この報告の大部分もTFAPの

に基づいて紹介したものである。

このようなラオス政府の動きに対応して、国際機関を中心に進められてきた技術・研究協力に

加えて、徐々に二国間協力が増え始めており、一部の国との間ではすでに実施されている。日本

としても合板などに使われる、どちらかといえば中級材であるフタバガキのような熱帯降雨林樹

種の資源培養のためのインドネシアやマレイシアとの協力に加えて、カリンとかコクタン、シタ

ンのような高級材を産出できる潜在能力を持つラオスとの協力が不可欠であるという感じがする。

特にこのような高級材を産出できる国はタイ、ベトナム、インド、ビルマなどであるが、いずれ

も自国用の木材生産に汲々としているか、あるいは国内政治に問題を胎胚しており、余剰産物を

産出する余力はない。したがってラオスとの林業協力は非常に高い優先度で進めることが望まし

いと考えられる。そのためには政治的な安定がまず必要であり、昨今の世界情勢の変化を受けた

現在のラオス政府の政策に注目することが必要であろう。

研究協力に関しては、いわゆる技術協力と同様に進められるぺきと考えられるが、試験研究機

関の整備が現在進められているため、研究機関の創設のような項目を除き、早急な実行は困難と

考えられる。将来的にみれば、ラオス国民の非常に穏和な性格や森林・林業の将来的な重要度か

ら、今後研究協力に対する優先度がきわめて高い国と位置づけられる。その際に考えられる項目

としては、①保全林・保護林の扱い方に関する研究、②劣化林の高質化に関する研究、③焼畑農

民の定着に関する研究、などである。①の中には野生生物の動態や特殊林産物に関する課題、亜

熱帯季節林の生態系維持機構に関する課題、水土保全など土壌動態に関する課題などが含まれ、

どちらかといえば森林の保全管理技術の確立に資する研究内容となろう。②については林業技術

協力と並行して行われる内容が盛り込まれることとなり、特に更新技術の改善や高品質材の育成、

地域・標高別の適性樹種の選定などが中心となろう。③についてはアグロフォレストリーの導人

についてのフィジビリティースタディーから始めることとなり、低地へ定着させる条件や方策、

高地での定着条件と土壌改良、導入樹種や作物の選定などの課題が求められよう。そのためには

林業部門に限らず、農業土木、栽培、土壌部門などの共同作戦が必要と考えられる。ともかくタ

イのForestV i11 ageのような形態をつくれるようなケーススタディーが適切ではなかろうか。
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されるように、
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゜
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していない等非常に立ち遅れている。ま

た必要品の調達とか、道路な

であるとはいえない。

的環境として、政

勢力が残っており、小競り合いを繰り返しているというように、必ずしも良好とはいえない。し

かし徐々に計画経済体制が反対勢力のとなえる自由主義体制に移行しつつあるので、今後安定化

としてはそれほ

に進むことはまちがいない。非常に穏和な人種で構成されている国であるので、もし安定が達成

されれば、日本人にとっては協力しやすい代表国となるであろうと推定される。

一方現政権の外国からの協力に対する考え方については組織定着が遅れているために、ま

な対応ができないでいる様子である。ただ基本的には協力については前向きの意向かあると推

察した。
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の物資の交易には、陸上輸送でまず隣国のインド、あるい

はタイ、ベトナムヘ送り、そこから船に積み替えるという方法を取らざるを得ない。

ネパールの大使館では日本、ヨーログパ等の観光客の観光収入の重要性について、またラオス

の大使館ではかさばらなくて高価な航空輸送に適した産品は何かなかろうか、ということに話題

まった。両国とも産業振興を図ろうにも、内陸国故の封鎖性という立地条件か大きな障害と

なっているのである。国内の生産力が弱い、したがって貧しい。これを足腰の強い体勢とするた

に重点的に開発を進める部門が必要となってくる。その第一歩が農槃である。

両国とも、農業を含めて産業発展の大きな障害としてあげられるのが、インフラ、つまり道路

網、輸送手段の不備である。農業の発展段階として穀物の生産が安定してくると、その後に園芸

作物と畜産の生産拡大が続く。現在ネパール、ラオスでは穀物生産の段階ての苦闘が続いており、

園芸・畜産はきわめて低いレベルで低迷している。その一因は輸送手段の欠落である。例えば園

作物は穀物に比較してかさばる、鮮度が落ち易い、等の問題があるため、効率的な集荷とその

後の迅速な市場輸送が行われないと、消費者が手にする前に質と量が低下する。また、市場に入

っても、大0の販売組織を持たずバザールのような小売では、輸送効率と共に店頭に並べられて

ら売買が終了するまでにロスが多い。したがって炭水化物だけでなく、国民に栄養バランスの

よい食料を供給するためにはインフラ整備等に行政の強力な指導力が発揮されなければならない。

これらの問題に対処するために、行政組織の機能的運用が求められている。大要は日本と同じ

であるが、ネパール、ラオスとも独特の省レベルの組織を動かしている。両国とも国防、法務、

外務、内務、大蔵、文部、厚生、通産、連輸、農林、郵政の各省は日本とほぼ共通である。しか

し、日本の通産省と農林水産省に対応する組織が複数の省に分かれている。通産関係ではネパー
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ルで商業省と工業省、ラオスで工業通商省と商務対外経済関係省に区分されている。また農林関

についてもネパールでは農業省、森林土壌保全省と複数になっている。これらの事実は

如何に商工業の発展や森林保護に力を入れているかを物語っている。またネパールでは観光省、

ラオスでは計画経済省が独特で、観光重点政策を進めるのに適切であると共に、ラオスでは過去

の政体をまだ引きずることとなっている。これらのほか、ネパールのパンチャヤソト農村開発省

ラオスの民族委員会などはそれぞれの多民族国家を反映した組織で、興味深い。

どちらの国も山また山の農業にはあまり適切とはいえない国土を持っている。森林は農業に必

要な水の常時確保という意味で、非常に重要な働きを持っている。しかし、ネパールの森林はす

でに危機的な状況に立ち至っており、今後の農業の発展にかげりを与えるのではないかと危惧さ

れる。ラオスでは森林地帯での焼畑農菓が主流であり、質は低下しているが、まだ森林は残され

ている。農業用水の確保という点ではまだ余裕はあるが、今後人口が増大し、農業生産を増やす

ことになれば、このままの状態で進めることには懸念がある。森林消失によって大きな影響が出

たタイの例もあり、現在の農業生産構造の見直しが今後求められることとなろう。
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